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はじめに

このドキュメントは、Oracle Solaris 11システムインストールツールのマニュアル
ページを提供します。

概要
次に、マニュアルページの各セクションと、そこに含まれている情報について簡単
について説明します。

■ セクション 1では、オペレーティングシステムで利用可能なコマンドについて説
明します。

■ セクション 1Mでは、システムの保守および管理目的で主に使用するコマンドに
ついて説明します。

■ セクション 5には、文字セット表などのその他のドキュメントが含まれていま
す。

以下に、マニュアルページの一般的な形式を示します。一般に、各マニュアルセク
ションのマニュアルページはこの順序に従いますが、必要な見出しのみが含まれて
います。たとえば、レポートするバグがない場合は、「使用上の留意点」セク
ションはありません。一般的なマニュアルページの詳細については、manコマンドを
参照してください。

名前 このセクションでは、ドキュメント化されたコマンドまたは関数
の名前に続いて、その動作について簡単な説明を示します。

形式 このセクションでは、コマンドまたは関数の構文を示します。コ
マンドまたはファイルが標準パスに存在しない場合は、そのフル
パス名が表示されます。異なる引数順序が必要でないかぎり、オ
プションおよび引数はアルファベット順 (1番目に単一文字の引
数、次に引数が付いたオプション)で表示されます。

このセクションでは、次の特殊文字が使用されています。

[ ] 角括弧。角括弧で囲まれたオプションまたは引数は省
略可能です。角括弧を省略した場合は、引数を指定す
る必要があります。
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. . . 省略記号。前の引数に複数の値を指定したり、前の引
数を複数回指定したりできます (例: filename ...)。

| 区切り文字。この文字で区切られた引数のうち 1つの
みを一度に指定できます。

{ } 中括弧。中括弧で囲まれたオプション・引数は相互に
依存しており、1つの組として取り扱う必要がありま
す。

プロトコル このセクションは、サブセクション 3Rでのみ発生し、プロトコ
ルの説明ファイルを示します。

機能説明 このセクションでは、サービスの機能および動作を定義しま
す。つまり、コマンドの動作について簡潔に説明しています。オ
プションについて説明したり、例を示したりはしていません。対
話型のコマンド、サブコマンド、要求、マクロ、および関数につ
いては、「使用法」で説明されています。

オプション このセクションでは、各オプションの動作についての簡潔なサマ
リーとともに、コマンドのオプションを一覧表示します。オプ
ションは文字順および「形式」セクションで表示される順序で一
覧表示されます。オプションに指定可能な引数については「オプ
ション」で説明され、該当する場合はデフォルト値が示されま
す。

オペランド このセクションでは、コマンドのオペランドを一覧表示し、コマ
ンドの動作への影響について説明します。

出力 このセクションでは、コマンドで生成される出力 (標準出力、標
準エラー、または出力ファイル)について説明します。

戻り値 マニュアルページに値を戻す関数について記載されている場
合、このセクションでは、これらの値を一覧表示し、値が戻され
る条件について説明します。関数が定数値 (0や -1など)のみを戻
すことができる場合は、これらの値がタグ付きの段落に一覧表示
されます。それ以外の場合は、単一の段落で各関数の戻り値につ
いて説明します。voidが宣言された関数は値を戻さないた
め、「戻り値」では説明しません。

エラー 大部分の関数は失敗時に、エラーの原因を示すエラーコードをグ
ローバル変数 errnoに配置します。このセクションでは、関数が
生成できるすべてのエラーコードをアルファベット順に一覧表示
し、各エラーが発生する条件について説明します。複数の条件で
同じエラーが発生する可能性がある場合は、エラーコードの下に
ある個別の段落で各条件について説明します。

はじめに
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使用法 このセクションでは、詳細な説明を必要とする特別な規則、機
能、およびコマンドを一覧表示します。ここで一覧表示するサブ
セクションを使用して、組み込み機能について説明します。

コマンド
修飾子
変数
式
入力文法

使用例 このセクションでは、コマンドまたは関数の使用例または使用方
法を示します。可能なかぎり、コマンド行エントリおよびマシン
応答を含む完全な例が表示されます。例が示される場合は、常に
プロンプトは example%と表示され、ユーザーが
スーパーユーザーになる必要がある場合は、example#と表示さ
れます。例に続いて、説明、変数の置換規則、または戻り値が表
示されます。ほとんどの例は、「形式」、「機能説明」、「オプ
ション」、および「使用法」に記載されたコンセプトを例証して
います。

環境変数 このセクションでは、コマンドまたは関数によって影響を受ける
環境変数を一覧表示したあとに、その影響について簡潔に説明し
ます。

終了ステータス このセクションでは、コマンドが呼び出し元のプログラムまたは
シェルに戻す値、およびそれらの値が戻される条件を一覧表示し
ます。通常、正常に完了した場合はゼロが戻され、さまざまなエ
ラー状況の場合はゼロ以外が戻されます。

ファイル このセクションでは、マニュアルページで参照されるすべての
ファイル名、対象のファイル、およびコマンドによって作成また
は要求されるファイルを一覧表示します。各ファイルのあと
に、説明的なサマリーまたは説明が続きます。

属性 このセクションでは、属性タイプおよび対応する値を定義し
て、コマンド、ユーティリティー、およびデバイスドライバの特
性を一覧表示します。詳細については、attributes(5)のマ
ニュアルページを参照してください。

関連項目 このセクションでは、その他のマニュアルページ、Oracleのド
キュメント、および社外出版物への参照を一覧表示します。

診断 このセクションでは、エラーが発生する条件についての簡単な説
明とともに、診断メッセージを一覧表示します。

はじめに
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警告 このセクションでは、作業状況に著しく影響を与える可能性のあ
る特別な条件についての警告を一覧表示します。これは診断の一
覧ではありません。

注意事項 このセクションでは、ページのどこにも属さない追加情報を一覧
表示します。これはユーザーへの余談という形式を取り、特別に
関心がある点について扱います。重大な情報については、ここで
は扱いません。

使用上の留意点 このセクションでは、既知のバグについて説明し、可能な場合は
回避方法を示します。

はじめに
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ユーザーコマンド

参 照
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packagemanager – Image Packaging SystemのGUI

/usr/bin/packagemanager [options]

/usr/bin/packagemanager [-hiRu] [--help]

[--info-install file] [--update-all]

[--image-dir dir]

/usr/bin/packagemanager [file]

packagemanagerは、 pkg(5) (Image Packaging Systemソフトウェア)のグラフィカル
ユーザーインタフェースです。

パッケージマネージャーを使用すると、次の作業を実行できます。

■ パッケージの検索、インストール、および削除
■ パブリッシャーの追加、削除、および変更
■ ブート環境の作成、削除、および管理

fileオペランドが指定されていて、その接尾辞が .p5iである場合、packagemanager

はWebインストールモードで起動し、1つ以上のパブリッシャーおよびパブ
リッシャーごとに数多くのパッケージが追加されます。

サポートしているオプションは、次のとおりです。

-h or --help
使用方法に関するメッセージを表示します。

-iまたは --info-install file
.p5iファイルを指定して、packagemanagerをWebインストールモードで実行で
きます。fileの接尾辞は .p5iである必要があります。

-R or --image-dir dir
自動的に検出されたイメージではなく、dirをルートとするイメージに対して処
理を行います。

-Uまたは --update-all

利用可能な更新があるすべてのインストール済みパッケージを更新します。

注 – package/pkg、package/pkg/package-manager、または
package/pkg/update-managerを更新する必要がある場合、packagemanagerは最初
にこれらのパッケージを更新してから、残りの更新を実行するために再起動され
ます。

file Webインストールファイル。このファイルの接尾辞は .p5iである必要があ
ります。Webインストールについての詳細は、パッケージマネージャーのオ
ンラインヘルプを参照してください。

名前

形式

機能説明

オプション

オペランド

packagemanager(1)
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例 1 現在のイメージで操作する

現在のイメージで packagemanagerを起動します。

$ packagemanager

例 2 指定されたイメージで操作する

/aux0/example_rootに格納されたイメージで packagemanagerを起動します。

$ packagemanager -R /aux0/example_root

例 3 Webインストールモードで起動する

Webインストールモードで packagemanagerを起動します。

$ packagemanager ~/test.p5i

次の終了ステータスが返されます。

0 すべてが動作しました。

1 エラーが発生した。

2 無効なコマンド行オプションが指定された。

pkg(5)イメージはより大きなファイルシステム内に任意に配置できるため、トーク
ン $IMAGE_ROOTを使用して相対パスが区別されます。標準のシステムインストール
では、$IMAGE_ROOTは /と同等です。

$IMAGE_ROOT/var/pkg 完全または部分的なイメージのメタデータ
ディレクトリ。

$IMAGE_ROOT/.org.opensolaris,pkg ユーザーイメージのメタデータディレクト
リ。

特定のイメージのメタデータ内にある特定の
ファイルおよびディレクトリには、修復時や
復旧時に役立つ情報が含まれていま
す。トークン $IMAGE_METAは、メタデータが
含まれる最上位ディレクトリを参照するため
に使用されます。通常、 $IMAGE_METAは前述
の 2つのパスのいずれかです。

$IMAGE_META/gui-cache プログラムの起動やパブリッシャーの切り替
えの速度を上げるために packagemanagerで
保持されるキャッシュ済みメタデータの場
所。

$IMAGE_METAディレクトリ階層内のその他のパスは非公開であり、変更される可能
性があります。

使用例

終了ステータス

ファイル

packagemanager(1)
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次の属性については、attributes(5)を参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 package/pkg/package-manager

インタフェースの安定性 不確実

pm-updatemanager(1)、pkg(1)、pkg(5)

パッケージマネージャーのオンラインヘルプ

http://hub.opensolaris.org/bin/view/Project+pkg/

packagemanagerは、イメージのファイルおよびディレクトリで操作するために十分
な権限で起動する必要があります。

属性

関連項目

注意事項

packagemanager(1)

Image Packaging Systemのマニュアルページ • 最終更新日 2011年 7月 28日12



pkg – Image Packaging System取得クライアント

/usr/bin/pkg [options] command [cmd_options] [operands]

/usr/bin/pkg refresh [--full] [publisher ...]

/usr/bin/pkg install [-nvq] [-g path_or_uri ...] [--accept]

[--licenses] [--no-be-activate] [--no-index] [--no-refresh]

[--no-backup-be | --require-backup-be] [--backup-be-name name]
[--deny-new-be | --require-new-be] [--be-name name]
[--reject pkg_fmri_pattern ...] pkg_fmri_pattern ...

/usr/bin/pkg uninstall [-nvq] [--no-be-activate] [--no-index]

[--no-backup-be | --require-backup-be] [--backup-be-name name]
[--deny-new-be | --require-new-be] [--be-name name]
pkg_fmri_pattern ...

/usr/bin/pkg update [-fnvq] [-g path_or_uri ...] [--accept]

[--licenses] [--no-be-activate] [--no-index] [--no-refresh]

[--no-backup-be | --require-backup-be] [--backup-be-name name]
[--deny-new-be | --require-new-be] [--be-name name]
[--reject pkg_fmri_pattern ...] [pkg_fmri_pattern ...]

/usr/bin/pkg list [-Hafnsuv] [-g path_or_uri ...]

[--no-refresh] [pkg_fmri_pattern ...]

/usr/bin/pkg info [-lr] [-g path_or_uri ...] [--license]

[pkg_fmri_pattern ...]

/usr/bin/pkg contents [-Hmr] [-a attribute=pattern ...]

[-g path_or_uri ...] [-o attribute ...] [-s sort_key]
[-t action_type ...] [pkg_fmri_pattern ...]

/usr/bin/pkg search [-HIaflpr] [-o attribute ...]

[-s repo_uri] query

/usr/bin/pkg verify [-Hqv] [pkg_fmri_pattern ...]

/usr/bin/pkg fix [--accept] [--licenses] [pkg_fmri_pattern ...]

/usr/bin/pkg revert [-nv] [--no-be-activate]

[--no-backup-be | --require-backup-be] [--backup-be-name name]
[--deny-new-be | --require-new-be] [--be-name name]
(--tagged tag-name ... | path-to-file ...)

/usr/bin/pkg mediator [-aH] [-F format] [mediator ...]

usr/bin/pkg set-mediator [-nv] [-I implementation]
[-V version] [--no-be-activate]

[--no-backup-be | --require-backup-be] [--backup-be-name name]
[--deny-new-be | --require-new-be] [--be-name name]
mediator ...

/usr/bin/pkg unset-mediator [-nvIV] [--no-be-activate]

[--no-backup-be | --require-backup-be] [--backup-be-name name]

名前

形式

pkg(1)
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[--deny-new-be | --require-new-be] [--be-name name]
mediator ...

/usr/bin/pkg variant [-H] [variant.variant_name ...]

/usr/bin/pkg change-variant [-nvq] [-g path_or_uri ...]

[--accept] [--licenses] [--no-be-activate]

[--no-backup-be | --require-backup-be] [--backup-be-name name]
[--deny-new-be | --require-new-be] [--be-name name]
variant_name=value ...

/usr/bin/pkg facet [-H] [facet_name ...]

/usr/bin/pkg change-facet [-nvq] [-g path_or_uri ...]

[--accept] [--licenses] [--no-be-activate]

[--no-backup-be | --require-backup-be] [--backup-be-name name]
[--deny-new-be | --require-new-be] [--be-name name]
facet_name=[True|False|None] ...

/usr/bin/pkg avoid [pkg_fmri_pattern ...]

/usr/bin/pkg unavoid [pkg_fmri_pattern ...]

/usr/bin/pkg freeze [-n] [-c reason] [pkg_fmri_pattern] ...

/usr/bin/pkg unfreeze [-n] [pkg_name_pattern] ...

/usr/bin/pkg property [-H] [propname ...]

/usr/bin/pkg set-property propname propvalue

/usr/bin/pkg add-property-value propname propvalue

/usr/bin/pkg remove-property-value propname propvalue

/usr/bin/pkg unset-property propname ...

/usr/bin/pkg publisher [-HPn] [publisher ...]

/usr/bin/pkg set-publisher [-Ped] [-k ssl_key] [-c ssl_cert]
[-g origin_to_add | --add-origin origin_to_add ...]

[-G origin_to_remove | --remove-origin origin_to_remove ...]

[-m mirror_to_add | --add-mirror mirror_to_add ...]

[-M mirror_to_remove | --remove-mirror mirror_to_remove ...]

[--enable] [--disable] [--no-refresh]

[--reset-uuid] [--non-sticky] [--sticky]

[--search-after publisher] [--search-before publisher]
[--search-first]

[--approve-ca-cert path_to_CA]

[--revoke-ca-cert hash_of_CA_to_remove]
[--unset-ca-cert hash_of_CA_to_remove]
[--set-property name_of_property=value]
[--add-property-value name_of_property=value_to_add]
[--remove-property-value name_of_property=value_to_remove]
[--unset-property name_of_property_to_delete]
publisher

pkg(1)
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/usr/bin/pkg set-publisher -p repo_uri
[-Ped] [-k ssl_key] [-c ssl_cert]
[--non-sticky] [--sticky]

[--search-after publisher] [--search-before publisher]
[--search-first]

[--approve-ca-cert path_to_CA]

[--revoke-ca-cert hash_of_CA_to_remove]
[--unset-ca-cert hash_of_CA_to_remove]
[--set-property name_of_property=value]
[--add-property-value name_of_property=value_to_add]
[--remove-property-value name_of_property=value_to_remove]
[--unset-property name_of_property_to_delete]
[publisher]

/usr/bin/pkg unset-publisher publisher ...

/usr/bin/pkg history [-Hl] [-t [time | time-time],...]
[-o column,...] [-n number]

/usr/bin/pkg purge-history

/usr/bin/pkg rebuild-index

/usr/bin/pkg update-format

/usr/bin/pkg version

/usr/bin/pkg help

/usr/bin/pkg image-create [-FPUfz] [--force]

[--full | --partial | --user] [--zone]

[-k ssl_key] [-c ssl_cert]
[--no-refresh] [--variant variant_name=value ...]

[-g path_or_uri | --origin path_or_uri ...]

[-m uri | --mirror uri ...]

[--set-property name_of_property=value]
[--facet facet_name=(True|False) ...]

[(-p | --publisher) [name=]repo_uri] dir

pkgは Image Packaging System用の取得クライアントです。有効な構成では、pkgを
呼び出すことにより、パッケージをインストールする場所を作成し、イメージを呼
び出し、パッケージをイメージにインストールすることができます。パッケージは
パブリッシャーによって公開され、パブリッシャーはそれらのパッケージを 1つ以
上のリポジトリで、またはパッケージアーカイブで入手可能にすることができま
す。pkgはパブリッシャーのリポジトリまたはパッケージアーカイブから
パッケージを取得し、パッケージをイメージにインストールします。

パブリッシャーの名前によって、人、人のグループ、または組織が 1つ以上の
パッケージのソースとして識別されます。パブリッシャーの名前の競合を避け、パ
ブリッシャーを識別しやすくするために、パッケージを公開するエンティティーを
表すドメイン名をパブリッシャーの名前として使用することがベストプラクティス
です。

機能説明

pkg(1)
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リポジトリは、クライアントがパッケージの内容 (プログラムやドキュメントな
ど、パッケージの内部に含まれるファイル)とメタデータ (パッケージの名前や説明
など、パッケージについての情報)を公開および取得できる場所です。たとえ
ば、example.orgという名前のパブリッシャーは、http://example.org/repository

というURIにリポジトリを配置することができます。

pkgでは、パッケージをアンインストールしたり、(利用可能なパッケージの一覧な
どの)パブリッシャーメタデータを更新したり、イメージにインストールされた
パッケージを検証したり、イメージからさまざまなトークンを照会したりすること
もできます。これらのクエリーは pkg(5)リポジトリで構成することもできます。

イメージには 3つの種類があります。完全なシステムを提供できるフルイ
メージ、フルイメージ (親イメージ)にリンクされるがそれ自身では完全なシステム
を提供しない部分イメージ、およびユーザーイメージです。

サポートしているオプションは、次のとおりです。

-R dir
dirをルートとするイメージを操作します。ディレクトリが指定されなかった
か、または環境に基づいて決定される場合、デフォルトは /です。詳細は、「環
境変数」のセクションを参照してください。

--help or -?
使用方法に関するメッセージを表示します。

サポートされているサブコマンドは次のとおりです。

refresh [--full] [publisher ...]

指定されたパブリッシャーごとに、クライアントの利用可能パッケージの一覧お
よびパブリッシャーメタデータを更新します。パブリッシャーを指定しない場
合、すべてのパブリッシャーを対象に操作が実行されます。

--fullを指定すると、増分更新を試みる代わりにすべてのパブリッシャーメタ
データを強制的に完全取得し、操作中に使用されるすべてのプロキシで
キャッシュデータを無視するように要求します。このオプションはトラブル
シューティング目的に用意されており、通常時は使用しないでください。

install [-nvq] [-g path_or_uri ...] [--accept] [--licenses] [--no-be-activate]

[--no-index] [--no-refresh ] [--no-backup-be | --require-backup-be]

[--backup-be-name name] [--deny-new-be | --require-new-be] [--be-name name]
[--reject pkg_fmri_pattern ...] pkg_fmri_pattern ...

パッケージをインストールし、イメージにインストールされたパッケージで許容
されている pkg_fmri_patternと一致する最新バージョンにパッケージを更新しま
す。パッケージの最新バージョンを明示的に要求するには、pkg_fmri_patternの
バージョン部分に latestを使用します。たとえば、vim@latestのように指定し
ます。

オプション

サブコマンド

pkg(1)
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インストールプロセスの間に、一部の構成ファイルの名前変更または置換が行わ
れる場合があります。どのファイルを保持するかをパッケージシステムが決定す
る方法と、パッケージ操作中にファイルが保持されるしくみについては、pkg(5)
のマニュアルページのファイルアクションに関する項目を参照してください。

パッケージが回避リストにある場合は、インストールすると回避リストから削除
されます。

-gを指定すると、パッケージデータの取得元である指定のパッケージリポジト
リまたはアーカイブが、イメージ内のソースのリストに一時的に追加されま
す。指定されたソースからのパッケージが、イメージ内に構成されているパブ
リッシャーからも入手できる場合でも、クライアントは指定されたソースのみか
らパッケージの内容を取得します。どのバージョンのパッケージを使用するかを
決定するときは、イメージ内に構成されているけれども指定されたソースに見つ
からないパブリッシャーが優先されます。インストールまたは更新のあとに、パ
ブリッシャーによって提供され、イメージ内に見つからないパッケージがある場
合は、起点なしでイメージ構成に追加されます。このオプションは複数回指定で
きます。

-nを指定すると、パッケージの変更は行わずに試しに操作を実行します。

-qを指定すると、要求された操作の実行中、進捗状況メッセージを表示しませ
ん。

-vを指定すると、要求された操作の実行中に詳細な進捗状況メッセージを出力
し、詳細な計画情報 (ファセット、メディエータ、バリアントの変更など)を表
示します。このオプションを複数回指定して、表示される計画情報の量を増やす
ことができます。

--acceptは、更新またはインストールされるパッケージのライセンス条項に同
意することを示します。このオプションを指定しないと、パッケージのライセン
スに同意が必要になった場合、インストール操作は失敗します。

--licensesを指定すると、この操作の一環としてインストールまたは更新される
パッケージのすべてのライセンスを表示します。

--no-backup-beを指定すると、バックアップブート環境を作成しません。

--no-be-activateを指定すると、ブート環境が作成される場合に、それを次回
ブート時にアクティブ BEとして設定しません。詳細は、beadm(1M)を参照して
ください。

--no-indexが指定されている場合、操作が正常に完了したあとに検索インデック
スを更新しません。

--no-refreshを指定すると、入手可能パッケージやその他のメタデータの最新リ
ストを取得するために、イメージのパブリッシャー用のリポジトリへのアクセス
を試みません。
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--backup-be-name を指定すると、指定された引数を使用して、作成された
バックアップブート環境に名前を付けます。--backup-be-nameを使用すると
--require-backup-beが暗黙的に指定されます。beadm(1M)も参照してください。

--be-nameを指定すると、新たに作成されたブート環境の名前を、指定された引
数になるように変更します。--be-nameの使用は、暗黙的に --require-new-beを
示します。beadm(1M)も参照してください。

--require-backup-be を指定すると、新しいブート環境が作成されない場合に常
にバックアップブート環境を作成します。このオプションを指定しないと、イ
メージポリシーに基づいてバックアップブート環境が作成されます。バック
アップブート環境がいつ自動的に作成されるかについての説明は、次の「イ
メージプロパティー」の be-policyを参照してください。

--require-new-beを指定すると、常に新しいブート環境を作成します。このオプ
ションを指定しないと、イメージポリシーに基づいてブート環境が作成されま
す。ブート環境がいつ自動的に作成されるかについての説明は、次の「イメージ
プロパティー」の be-policyを参照してください。このオプションを
--require-backup-beと組み合わせることはできません。

--deny-new-beを指定すると、新しいブート環境を作成しません。新しいブート
環境が必要な場合、この操作は実行されません。

--rejectを指定すると、指定されたパターンと一致する名前を持つパッケージ
はインストールされません。一致するパッケージがすでにインストールされてい
る場合、それらはこの操作の一環として削除されます。グループ依存関係の
ターゲットである拒否対象パッケージは回避リストに登録されます。

uninstall [-nvq] [--no-be-activate ] [--no-index] [--no-backup-be |

--require-backup-be] [--backup-be-name name] [--deny-new-be |

- -require-new-be] [--be-name name] pkg_fmri_pattern ...

pkg_fmri_patternに一致するインストール済みパッケージを削除します。

パッケージがグループ依存関係の対象である場合、パッケージをアンインス
トールするとそのパッケージは回避リストに登録されます。後述する avoidサブ
コマンドを参照してください。

その他すべてのオプションの使用法および効果については、前述した installコ
マンドを参照してください。

update [-fnvq] [-g path_or_uri ...] [--accept] [--licenses] [--no-be-activate]

[--no-index] [--no-refresh ] [--no-backup-be | --require-backup-be]

[--backup-be-name name] [--deny-new-be | --require-new-be] [--be-name name]
[--reject pkg_fmri_pattern ...] [pkg_fmri_pattern ...]

引数を指定しないか、または提供されたパターンの 1つがアスタリスク (*)であ
る場合、現在のイメージ内のすべてのインストール済みパッケージを、インス
トール済みパッケージおよびパブリッシャー構成によってシステムに適用される
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制約で許可される最新のバージョンに更新します。パッケージの最新バージョン
を明示的に要求するには、pkg_fmri_patternのバージョン部分に latestを使用し
ます。たとえば、vim@latestのように指定します。

pkg_fmri_patternを指定した場合、updateは、pkg_fmri_patternに一致するインス
トール済みパッケージを、パターンによって許可され、さらにインストール済み
パッケージおよびパブリッシャー構成によってシステムに課せられる制約に
よって許可される、最新のバージョンに置き換えます。すでにインストールされ
ているものより古い、または新しいバージョンを指定することで、特定の
パッケージのインプレースダウングレードまたはアップグレードを実行できま
す。パッケージの名前変更または廃止の境界をまたがった特定パッケージの更新
はサポートされていません。

保持される構成ファイルのうち、updateによってダウングレードされる
パッケージの一部であり、元のバージョンがインストールされたあとに変更され
たファイルは、拡張子 .updateを使用して名前が変更されます。どのファイルを
保持するかをパッケージシステムが決定する方法と、パッケージアップグレード
中にファイルが保持されるしくみについては、pkg(5)のマニュアルページの
ファイルアクションに関する項目を参照してください。

-fオプションを指定すると、すべてのインストール済みパッケージを更新する
ときにクライアントに対する最新状態チェックを実行しません。

その他すべてのオプションの使用法および効果については、前述した installコ
マンドを参照してください。

list [-Hafnsuv] [-g path_or_uri ...] [--no-refresh] [pkg_fmri_pattern ...]

引数が指定されていない場合、バージョンやインストール状態などの情報を含
む、現在のイメージ内のパッケージのリストを表示します。引数が指定されてい
る場合、指定されたパッケージの情報を表示します。デフォルトでは、異なる
アーキテクチャーまたはゾーンタイプのパッケージバリアントは除外されま
す。通常の出力は 3列形式です。

NAME (PUBLISHER) VERSION IFO

system/core-os 0.5.11-0.169 i--

x11/wm/fvwm (fvwm.org) 2.6.1-3 i--

最初の列にはパッケージの名前が表示されます。パッケージのインストール元
(または、インストールされていない場合は提供元)であるパブリッシャーがパブ
リッシャー検索順で先頭でない場合、パッケージ名のあとに一覧表示されるパブ
リッシャー名は括弧で囲まれています。2番目の列にはパッケージのリリース
バージョンとブランチバージョンが表示されます。リリースバージョンとブラン
チバージョンについて、およびバリアントについては、pkg(5)のマニュアル
ページを参照してください。

pkg(1)

ユーザーコマンド 19



最後の列には、パッケージのステータスを示す一連のフラグが表示されます。

■ I列の iは、パッケージがインストールされていることを示します。

■ F列の fは、パッケージが凍結されていることを示します。

■ O列の oは、パッケージが廃止されていることを示します。O列の r

は、パッケージの名前が変更されたことを示します (廃止の形態の 1つで
す)。

-Hが指定されている場合は、リストのヘッダーを省略します。

-aを指定すると、インストール済みパッケージと、インストールのために入手
可能なパッケージの最新バージョンを一覧表示します。インストール済みの
incorporationによって、またイメージのバリアントによって許可されている場
合、そのパッケージはインストールのために入手可能であるとみなされます。1
つ以上のパターンを指定した場合、指定されたパターンに一致し、インストール
済みの incorporationおよびイメージのバリアントによって許可されている最新
バージョンが一覧表示されます。-aを指定しない場合、インストール済み
パッケージのみを一覧表示します。

-fおよび -aを指定した場合、incorporationの制約またはインストール状態に関
係なく、すべてのバリアントについてすべてのパッケージのすべてのバージョン
を一覧表示します。これらのオプションを使用するとき、パッケージの最新
バージョンを明示的に一覧表示するには、pkg_fmri_patternのバージョン部分に
latestを使用します。たとえば、vim@latestのように指定します。

-gを指定すると、指定されたパッケージリポジトリまたはアーカイブを、操作
のためのパッケージデータのソースとして使用します。このオプションは複数回
指定できます。-nを指定しない場合、-gを使用すると -aが暗黙的に指定されま
す。

-nを指定すると、インストール状態に関係なく、すべての既知のパッケージの
最新バージョンを表示します。

-sを指定すると、パッケージ名とサマリーを示す 1行の短縮形式を表示しま
す。このオプションは -a、-n、-u、または -vとともに使用できます。

-uを指定すると、新しいバージョンが入手可能なパッケージのみを一覧表示し
ます。このオプションは -gとともに使用できません。

-vを指定すると、パブリッシャーと完全バージョンを含む、フルパッケージ
FMRIをすべて最初の列に表示します (VERSION列は消えます)。このオプション
は -a、-n、または -uとともに使用できます。

--no-refreshを指定すると、入手可能なパッケージの最新リストを取得するため
に、イメージのパブリッシャー用のリポジトリへのアクセスを試みません。
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info [-lr] [-g path_or_uri ...] [--license] [pkg_fmri_pattern ...]

パッケージについての情報を人間が判読できる形式で表示します。複数の FMRI
パターンを指定できます。パターンを指定しない場合、イメージ内のすべてのイ
ンストール済みパッケージについての情報を表示します。

-gを指定すると、指定されたパッケージリポジトリまたはアーカイブを、操作
のためのパッケージデータのソースとして使用します。このオプションは複数回
指定できます。-gを使用すると -rが暗黙的に指定されます。

-lを指定すると、インストール済みパッケージの情報のみを表示します。これ
はデフォルトです。

-rを指定すると、最新の入手可能バージョンに基づいてパッケージを照合
し、イメージの構成済みパブリッシャーのリポジトリから、現在インストールさ
れていないパッケージの情報を取得します (必要な場合)。このオプションを使用
するときは、少なくとも 1つのパッケージを指定する必要があります。-rを指定
しない場合、デフォルトでインストール済みパッケージのみが表示されます。

--licenseを指定すると、パッケージのライセンステキストを表示します。この
オプションは -lまたは -rと組み合わせることができます。

contents [-Hmr] [-a attribute=pattern ...] [-g path_or_uri ...] [-o attribute,...]
[-s sort_key] [-t action_type ...] [pkg_fmri_pattern ...]

パッケージの内容 (アクション属性)を表示します。オプションまたはオペラン
ドが指定されていない場合、現在のイメージにインストールされているアク
ションの path属性の値をアルファベット順で並べ替えて表示します。アク
ションとそれらの属性については、pkg(5)のマニュアルページのアクションに関
する項目を参照してください。下の疑似属性名のリストも参照してください。

-aを指定すると、名前がオプション引数で指定され、値がオプション引数 (属性
名と等号に続く部分)の (glob)パターンに一致する属性を持つアクションに出力
を限定します。複数の -aオプションを指定した場合、それらのいずれかに一致
するアクションが表示されます。

-gが指定されている場合、指定されたパッケージリポジトリまたはアーカイブ
からこのイメージにインストール可能なパッケージの情報を表示します。インス
トール可能なパッケージには、現在インストールされているパッケージと、バリ
アントやファセットの制限などのこのイメージへのインストールの条件を満たす
その他のパッケージが含まれます。このオプションは複数回指定できます。-g

を使用すると -rが暗黙的に指定されます。

-mが指定された場合、このイメージにインストールできないアクションを含め
て、指定されたパッケージのすべてのアクションのすべての属性を表示します。

-oが指定されている場合、リストの先頭に表示されている値に従って並べ替え
られた属性を表示します。-oオプションは複数回指定できます。または、属性
名をコンマで区切ることにより、1つの -oオプションの引数として複数の属性を
指定できます。要求された属性を持つアクションのみが表示されます。
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-rが指定されている場合、このイメージに構成された発行元のリポジトリから
このイメージにインストール可能なパッケージの最新バージョンの情報を表示し
ます。インストール可能なパッケージには、現在インストールされている
パッケージと、バリアントやファセットの制限などのこのイメージへのインス
トールの条件を満たすその他のパッケージが含まれます。このオプションを使用
するときは、少なくとも 1つのパッケージを指定する必要があります。

-sを指定すると、指定されたアクション属性によってアクションをソートしま
す。このオプションを指定しない場合、デフォルトではパスによって、または
-oオプションで最初に指定された属性によってソートします。-sオプションは
複数回指定できます。

-tを指定すると、指定されたタイプのアクションのみを一覧表示します。複数
のタイプをコンマ区切りリストで指定できます。このオプションは複数回指定で
きます。

-Hが指定されている場合は、リストのヘッダーを省略します。

pkg_fmri_patternが指定された場合、それらの名前付きパッケージの情報のみを
表示します。

利便性のために、いくつかの特殊な疑似属性名を使用できます。

action.hash アクションがペイロードを伝送する場合、アクションの
ハッシュの値です。

action.key アクションのキー属性の値です。たとえば、fileアクション
の場合、キー属性はファイルのパスです。キー属性のないア
クションもあります。

action.name アクションの名前です。たとえば、ファイルアクションの場
合、これは fileです。

action.raw 一致するアクションのすべての属性。

pkg.fmri アクションを包含しているパッケージのフル形式 FMRI (たと
え
ば、pkg://solaris/web/amp@0.5.11,5.11-0.169:20110705T153434Z)
です。

pkg.name アクションを包含しているパッケージの名前 (たとえ
ば、web/amp)です。

pkg.publisher アクションを包含しているパッケージの発行元 (たとえ
ば、solaris)です。

pkg.shortfmri アクションを包含しているパッケージの短縮形式 FMRI (たと
えば、pkg://solaris/web/amp@0.5.11,5.11-0.169)です。
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関連するサブコマンドは contentsおよび searchであり、どちらもパッケージの
内容についてシステムをクエリーします。contentsサブコマンドは、1つまたは
複数のインストールされているか、インストール可能なパッケージ内のアク
ションを、指定されたオプションに基づいて出力をフィルタ処理して表示しま
す。searchサブコマンドは逆方向からクエリーを行い、ユーザーが指定した
トークンを含むすべてのパッケージの名前を表示します。

各サブコマンドで実行できるクエリーの一部は、他方でも実行できます。サブコ
マンドの選択は慎重に行ってください。クエリーによっては、もう一方のほうが
より自然に実行できる場合があります。

search [-HIaflpr] [-o attribute,...] [-s repo_uri] query
queryの一致を検索し、結果を表示します。どのトークンがインデックス化され
るかはアクションに依存しますが、コンテンツハッシュとパス名を含めることが
できます。アクションとそれらの属性については、pkg(5)のマニュアルページの
アクションに関する項目を参照してください。上記の pkg contentsおよび下記
の -oの疑似属性名のリストも参照してください。

デフォルトでは、クエリーは完全一致する一連の条件として解釈されます。?お
よび *文字を glob(3C)形式のワイルドカードとして使用でき、より柔軟なクエ
リー一致が可能になります。

-Hを指定するとヘッダーを省略します。

-Iを指定すると、大文字と小文字を区別する検索を使用します。

デフォルトでは、-aを一緒に指定すると、検索を実行し、一致したアクション
についての情報を表示します。

searchはデフォルトで、現在インストールされているバージョンよりも古い
パッケージ、および現在の incorporationによって除外されているパッケージ
バージョンからの結果を取り除きます。パッケージバージョンに関係なくすべて
の結果を表示するには -fを使用します。

-lを指定すると、イメージのインストール済みパッケージを検索します。

-oを使用して結果の列を制御できます。-oオプションは複数回指定できま
す。または、属性名をコンマで区切ることにより、1つの -oオプションの引数と
して複数の属性を指定できます。前述した疑似属性に加えて、検索結果用の次の
属性が定義されています。

search.match 検索クエリーに一致した文字列に対応します。

search.match_type 検索クエリーに一致した文字列を含んでいた属性に対応し
ます。

-pを指定すると、一部のアクションが各クエリー条件に一致するパッケージを
表示します。このオプションを使用することは、クエリーの各条件を山括弧 (<>)
で囲むことと等価です。<>演算子についての説明は後述します。
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デフォルトでは、-rを一緒に指定すると、イメージのパブリッシャーに対応す
るリポジトリを検索します。

-sを指定すると、指定されたURIに位置する pkg(5)リポジトリを検索しま
す。これは複数回指定できます。パッケージアーカイブはサポートされていませ
ん。

-lと -r (または -s)の両方を同時に指定できます。この場合、ローカル検索とリ
モート検索の両方が実行されます。

単純なトークン一致およびワイルドカード検索に加えて、より複雑なクエリー言
語がサポートされています。単一引用符または二重引用符 (’または ")を使用す
ることにより、語句を検索できます。pkgが実際に ’または "を認識するよう
に、必ずシェルを考慮に入れてください。

ANDとORを使用する論理検索がサポートされています。フィールド (構造化さ
れた)クエリーがサポートされています。これらのための構文は pkg_name:
action_type:key:tokenです。欠けているフィールドは、暗黙的にワイルドカード
化されます。:basename:pkgの検索は、basenameというキーを持ち、トークン
pkgに一致するすべてのパッケージ内のすべてのアクションタイプに一致しま
す。pkg_nameおよび tokenフィールドでは明示的ワイルドカードがサポートされ
ます。action_typeおよび keyは正確に一致する必要があります。

そのアクションを包含するパッケージにアクションを変換するには、<>を使用
します。-aオプションを使用する場合、tokenを検索した結果は tokenに一致し
たアクションについての情報である一方で、<token>を検索した結果は、token

に一致したアクションを包含しているパッケージの一覧です。

verify [-Hqv] [pkg_fmri_pattern ...]

現在のイメージ内でパッケージのインストールを検証します。関連するパブ
リッシャーの現在の署名ポリシーが ignoreでない場合、各パッケージの署名が
ポリシーに基づいて検証されます。署名ポリシーが適用されるしくみについて
は、後述する「イメージプロパティー」の signature-policyで説明します。

-Hを指定すると、検証の出力からヘッダーを省略します。

-qを指定すると何も出力しませんが、致命的なエラーがある場合はエラーを返
します。

-vを指定すると、パッケージに関する情報メッセージを含めます。

fix [--accept] [--licenses] [pkg_fmri_pattern ...]

pkg verifyで報告されたエラーをすべて修正します。インストール済み
パッケージの内容は、独自の内容解析に基づいて検証されるため、ほかのプログ
ラムの場合とは異なる結果が返されることがあります。
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--acceptは、更新またはインストールされるパッケージのライセンス条項に同
意することを示します。このオプションを指定しないと、パッケージのライセン
スに同意が必要になった場合、操作は失敗します。

--licensesを指定すると、この操作の一環としてインストールまたは更新される
パッケージのすべてのライセンスを表示します。

revert [-nv] [--no-be-activate ] [--no-backup-be | --require-backup-be]

[--backup-be-name name] [--deny-new-be | --require-new-be] [--be-name name]
(--tagged tag-name ... | path-to-file ...)

ファイルを配布時の状態に戻します。特定の値でタグ付けされたすべてのファイ
ル、または個別ファイルを元に戻すことができます。ファイルの所有権および保
護も復元されます。

注意 –一部の編集可能ファイルをデフォルト値に戻すと、システムがブート不可
になったり、その他の異常動作の原因になったりする可能性があります。

その他すべてのオプションの使用法および効果については、前述した installコ
マンドを参照してください。

mediator [-aH] [-F format] [mediator ...]

すべてのメディエータの、または引数が使用されている場合は指定されたメ
ディエータのみの、現在選択されているバージョンと実装を表示します。

-aを指定すると、現在インストールされているパッケージに設定可能なメ
ディエーションを一覧表示します。

-Fが指定されている場合は、代替の出力形式を指定します。現時点では tsv (タ
ブ区切り値)のみが有効です。

-Hが指定されている場合は、リストのヘッダーを省略します。

set-mediator [-nv] [-I implementation] [-V version] [--no-be-activate]

[--no-backup-be | --require-backup-be] [--backup-be-name name] [--deny-new-be

| - -require-new-be] [--be-name name] mediator ...

現在のイメージ内の指定されたメディエータのバージョンと実装を設定します。

-Iは、使用するメディエート対象インタフェースの実装を設定します。デ
フォルトでは、バージョンが指定されない場合、すべての実装バージョンが許可
されます。バージョンなしで実装を指定するには、アット記号 (@)を付加しま
す。

-Vは、使用するメディエート対象インタフェースのバージョンを設定します。

指定されたメディエータのバージョンと実装のどちらかまたは両方が現在入手で
きない場合、指定されたメディエータを使用するリンクはすべて削除されます。

その他すべてのオプションの使用方法および効果については、前述の installコ
マンドを参照してください。
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unset-mediator [-nvIV] [--no-be-activate ] [--no-backup-be |

--require-backup-be] [--backup-be-name name] [--deny-new-be |

--require-new-be] [--be-name name] mediator ...

指定されたメディエータのバージョンと実装をシステムデフォルトに戻します。

-Iは、メディエート対象インタフェースの実装のみを元に戻します。

-Vは、メディエート対象インタフェースのバージョンのみを元に戻します。

その他すべてのオプションの使用方法および効果については、前述の installコ
マンドを参照してください。

variant [-H] [variant.variant_name ...]

引数が指定されていない場合、このイメージに設定されたすべてのバリアントの
現在値を表示します。引数が指定されている場合、このイメージに設定され、指
定されている各 variant.variant_nameの値を表示します。

-Hが指定されている場合は、リストのヘッダーを省略します。

バリアントの詳細については、pkg(5)のマニュアルページのファセットとバリア
ントに関する項目を参照してください。

change-variant [-nvq] [-g path_or_uri ...] [--accept] [--licenses]

[--no-be-activate] [--no-backup-be | --require-backup-be] [--backup-be-name

name] [--deny-new-be | - -require-new-be] [--be-name name] variant_name=value
...

現在のイメージに設定され、指定されているバリアントの値を変更します。

オプションの使用法および効果については、前述の installコマンドを参照して
ください。

バリアントの値を変更すると、パッケージの内容が削除、更新、またはインス
トールされることがあります。バリアントの値を変更すると、新しいイメージ構
成を満たすために、パッケージ全体がインストール、更新、または削除されるこ
ともあります。バリアントの詳細については、pkg(5)のマニュアルページの
ファセットとバリアントに関する項目を参照してください。

facet [-H] [facet_name ...]

引数が指定されていない場合、pkg change-facetコマンドを使用してこのイ
メージに明示的に設定されたすべてのファセットの現在の値を表示します。引数
が指定されている場合、このイメージに設定され、指定された各 facet_nameの値
を表示します。

-Hが指定されている場合は、リストのヘッダーを省略します。

ファセットの詳細については、pkg(5)のマニュアルページのファセットとバリア
ントに関する項目を参照してください。
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change-facet [-nvq] [-g path_or_uri ...] [--accept] [--licenses]

[--no-be-activate] [--no-backup-be | --require-backup-be] [--backup-be-name

name] [--deny-new-be | - -require-new-be] [--be-name name]
facet_name=[True|False|None] ...

現在のイメージに設定され、指定されたファセットの値を変更します。

ファセットは Trueまたは Falseに設定できます。ファセットを Noneに設定する
と、Trueのデフォルト値がそのファセットに適用されるため、ファセットに依
存するすべてのアクションがインストールされます。アクションについて
は、pkg(5)のマニュアルページのアクションに関する項目を参照してください。

オプションの使用法および効果については、前述の installコマンドを参照して
ください。

ファセットの値を変更すると、パッケージの内容が削除、更新、またはインス
トールされることがあります。ファセットの値を変更すると、新しいイメージ構
成を満たすために、パッケージ全体がインストール、更新、または削除されるこ
ともあります。ファセットの詳細については、pkg(5)のマニュアルページの
ファセットとバリアントに関する項目を参照してください。

avoid [pkg_fmri_pattern ...]

指定されたパターンに現在一致するパッケージ名を回避リストに登録することに
より、それらがグループ依存関係のターゲットである場合にそれらを回避しま
す。現在インストールされていないパッケージのみを回避できます。パッケージ
が現在グループ依存関係のターゲットである場合、パッケージをアンインス
トールするとそのパッケージは回避リストに登録されます。

引数を指定しない場合、回避対象の各パッケージを、そのパッケージにグループ
依存関係を持つパッケージとともに表示します。

回避リストに登録されているパッケージは、要求された依存関係を満たすために
必要であればインストールされます。その依存関係が削除された場
合、パッケージはアンインストールされます。

unavoid [pkg_fmri_pattern ...]

指定されたパッケージを回避リストから削除します。回避リストに登録されてお
り、インストール済みパッケージのグループ依存関係に一致するパッケージ
は、このサブコマンドを使用して削除できません。グループ依存性に一致する
パッケージを回避リストから削除するには、パッケージをインストールします。

引数を指定しない場合、回避対象パッケージの一覧を表示します。

freeze [-n] [-c reason] [pkg_fmri_pattern] ...

指定されたパッケージを指定されたバージョンに凍結します。バージョンを指定
しない場合、パッケージがインストールされている必要があり、そのインス
トール済みバージョンで凍結されます。凍結されているパッケージをインス
トールまたは更新するときは、凍結された時点のバージョンと一致する
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バージョンである必要があります。たとえば、パッケージが 1.2で凍結された場
合、1.2.1、1.2.9、1.2.0.0.1などのバージョンに更新することはできます。その
パッケージは 1.3または 1.1で終了することはできません。pkg_fmri_patternに指
定された発行元を使用して、一致するパッケージを検索します。ただし、パブ
リッシャー情報は凍結の一環として記録されません。パッケージは発行元ではな
くバージョンのみに関して凍結されます。すでに凍結されているパッケージを凍
結すると、新しく指定されたバージョンによって凍結バージョンが置き換えられ
ます。

パッケージを提供しない場合、現在凍結されているパッケージについての情報
(パッケージ名、バージョン、パッケージがいつ凍結されたか、関連付けられた
理由があればその理由)が表示されます。

パッケージを凍結しても、そのパッケージを削除できなくなるわけではありませ
ん。パッケージが削除される場合に警告は表示されません。

-cを指定すると、凍結されるパッケージとともに理由を記録します。凍結が原
因でインストールまたは更新に失敗する場合、その理由が示されます。

-nを指定すると、操作を試しに実行し、凍結されるパッケージの一覧を表示し
ますが、実際にはどのパッケージも凍結しません。

unfreeze [-n] [pkg_name_pattern ] ...

凍結によって適用される制約を、指定されたパッケージから削除しま
す。バージョンを提供しても無視されます。

-nを指定すると、凍結解除を試しに実行し、凍結解除されるパッケージの一覧
を表示しますが、実際にはどのパッケージも凍結解除しません。

property [-H] [propname ...]

イメージプロパティー情報を表示します。引数を指定しない場合、すべてのイ
メージプロパティーの名前および値を表示します。プロパティー名の特定のリス
トが要求された場合、それらのプロパティーの名前および値を表示します。イ
メージプロパティーの説明については、下の「イメージプロパティー」を参照し
てください。

-Hが指定されている場合は、リストのヘッダーを省略します。

set-property propname propvalue
既存のイメージプロパティーを更新するか、または新しいイメージプロパ
ティーを追加します。

add-property-value propname propvalue
既存のイメージプロパティーに値を追加するか、または新しいイメージプロパ
ティーを追加します。

remove-property-value propname propvalue
既存のイメージプロパティーから値を削除します。
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unset-property propname ...

既存のイメージプロパティーを削除します。

publisher [-HPn] [publisher ...]

発行元情報を表示します。引数を指定しない場合、すべてのパブリッシャー、そ
れらの起点URI、およびミラーの一覧を、検索の優先順に従って表示します。特
定のパブリッシャーが要求された場合、それらのパブリッシャーの詳細な構成を
表示します。

-Hが指定されている場合は、リストのヘッダーを省略します。

-Pを指定すると、パブリッシャー検索順の先頭のパブリッシャーのみを表示し
ます。

-nを指定すると、有効になっているパブリッシャーのみを表示します。

set-publisher [-Ped] [-k ssl_key] [-c ssl_cert] [-g origin_to_add |

--add-origin origin_to_add ...] [-G origin_to_remove | --remove-origin

origin_to_remove ...] [-m mirror_to_add | - -add-mirror mirror_to_add ...] [-M

mirror_to_remove | --remove-mirror mirror_to_remove ...] [--enable ] [--disable]

[--no-refresh] [--reset-uuid ] [--non-sticky] [--sticky]

[--search-after publisher] [--search-before publisher] [--search-first]

[--approve-ca-cert path_to_CA] [--revoke-ca-cert hash_of_CA_to_remove]
[--unset-ca-cert hash_of_CA_to_remove] [--set-property name_of_property=value]
[--add-property-value name_of_property=value_to_add] [--remove-property-value

name_of_property= value_to_remove] [--unset-property name_of_property_to_delete ]

publisher
既存のパブリッシャーを更新するか、パッケージパブリッシャーを追加しま
す。検索順に影響するオプションを指定しない場合、新しいパブリッシャーは検
索順の末尾に付加され、最後に検索されます。

-Pまたは --search-firstを指定すると、指定されたパブリッシャーを検索順の
先頭に設定します。新しいパッケージをインストールするとき、このパブ
リッシャーが最初に検索されます。インストール済みパッケージの更新は、その
パブリッシャーが stickyであるかぎり、そのパッケージを最初に提供した同じパ
ブリッシャーから取得されます。-Pまたは --search-firstを -pとともに使用す
ると、追加されたパブリッシャーのみが検索順序の先頭に配置されます。

--non-stickyは、このパブリッシャーよりも上位にランクされるパブ
リッシャーが、このパブリッシャーから最初にインストールされたパッケージに
更新を提供できることを指定します。

--stickyは、このパブリッシャーからインストールされたパッケージへの更新
を引き続きこのパブリッシャーから取得する必要があることを指定します。これ
はデフォルトの動作です。
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--search-beforeは、変更されるパブリッシャーが指定されたパブリッシャーの
前に検索されるように、パブリッシャー検索順序を変えます。-pとともに使用
すると、--search-beforeは追加されるパブリッシャーのみに適用されます。

--search-afterは、変更されるパブリッシャーが指定されたパブリッシャーのあ
とに検索されるように、パブリッシャー検索順序を変えます。-pとともに使用
すると、--search-afterは追加されるパブリッシャーのみに適用されます。

--approve-ca-certを指定すると、指定された証明書を、信頼できるCA証明書
として追加します。ユーザーが承認したCA証明書の PEM表現の
ハッシュは、pkg publisherコマンドの詳細出力に一覧表示されます。

--revoke-ca-certを指定すると、指定された PEM表現のハッシュを持つ証明書
を失効済みとして扱います。ユーザーが失効させたCA証明書の
ハッシュは、pkg publisherコマンドの詳細出力に一覧表示されます。

--unset-ca-certを指定すると、指定されたハッシュを持つ証明書を、承認済み
証明書のリストおよび失効済み証明書のリストから削除します。

--set-propertyは、既存のパブリッシャープロパティーを更新するか、新しいパ
ブリッシャープロパティーを追加します。

--add-property-valueは、既存のパブリッシャープロパティーに値を追加する
か、新しいパブリッシャープロパティーを追加します。

--remove-property-valueは、既存のパブリッシャープロパティーから値を削除
します。

--unset-propertyは、既存のパブリッシャープロパティーを削除します。

-cはクライアント SSL証明書を、-kは SSL鍵をそれぞれ指定します。

-g (--add-origin)は、指定されたURIまたはパスを、指定されたパブ
リッシャーの起点として追加します。これはパッケージのリポジトリまたは
アーカイブの場所にしてください。

-G (--remove-origin)は、指定されたパブリッシャーの起点のリストからURIま
たはパスを削除します。特殊値 *を使用して、すべての起点を削除することがで
きます。

--no-refreshを指定すると、入手可能パッケージやその他のメタデータの最新リ
ストを取得するために、イメージのパブリッシャー用のリポジトリへのアクセス
を試みません。

--reset-uuidは、このイメージをそのパブリッシャーに対して識別する新しい一
意識別子を選択します。

-m (--add-mirror)は、指定されたパブリッシャーのミラーとしてURIを追加しま
す。
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-M (--remove-mirror)は、指定されたパブリッシャーのミラーのリストからURI
を削除します。特殊値 *を使用して、すべてのミラーを削除することができま
す。

-pは、指定されたリポジトリURIからパブリッシャー構成情報を取得しま
す。パブリッシャーを指定した場合、一致するパブリッシャーのみが追加または
更新されます。パブリッシャーを指定しない場合、すべてのパブリッシャーが必
要に応じて追加または更新されます。このオプションは -g、 --add-origin、
--G、 --remove-origin、 -m、 --add-mirror、 -M、 --remove-mirror、 --disable、
--enable、 --no-refresh、または --reset-uuidの各オプションとは組み合わせ
ることができません。

-e (--enable)はパブリッシャーを有効にします。-d (--disable)はパブ
リッシャーを無効にします。無効にされたパブリッシャーは、パッケージリスト
の生成時に、または特定のパッケージ操作 (インストール、アンインス
トール、および更新)で使用されません。ただし、無効なパブリッシャーのプロ
パティーを設定または表示することはできます。発行元が 1つだけの場合は、無
効にすることはできません。

/usr/bin/pkg set-publisher -p repo_uri [-Ped] [-k ssl_key] [-c ssl_cert]
[--non-sticky] [--sticky] [--search-after publisher] [--search-before publisher]
[--search-first] [--approve-ca-cert path_to_CA] [--revoke-ca-cert

hash_of_CA_to_remove] [--unset-ca-cert hash_of_CA_to_remove] [--set-property

name_of_property= value] [--add-property-value name_of_property =value_to_add]
[--remove-property-value name_of_property=value_to_remove ] [--unset-property

name_of_property_to_delete ] [publisher]
-pは、指定されたリポジトリURIからパブリッシャー構成情報を取得しま
す。パブリッシャーを指定した場合、一致するパブリッシャーのみが追加または
更新されます。パブリッシャーを指定しない場合、すべてのパブリッシャーが必
要に応じて追加または更新されます。-pオプションと一緒に使用できるほかの
オプションについては、上記の pkg set-publisherを参照してください。-pオプ
ションは、-g、 --add-origin、 -G、 --remove-origin、 -m、 --add-mirror、
-M、 --remove-mirror、 --disable、 --enable、 --no-refresh、または
--reset-uuidオプションと組み合わせることはできません。

unset-publisher publisher ...

指定されたパブリッシャーに関連付けられた構成を削除します。

history [-Hl] [-t [ time | time-time],...] [-o column,...] [-n number]
該当するイメージのコマンド履歴を表示します。

-Hが指定されている場合は、リストのヘッダーを省略します。

-tを指定すると、%Y-%m-%dT%H:%M:%S形式のタイムスタンプのコンマ区切りリス
トでログレコードを表示します ( strftime(3C)を参照)。日時の範囲を指定する
には、開始と終了のタイムスタンプの間にハイフン (-)を使用しま
す。キーワード nowは、現在の日時の別名として使用できます。指定されたタイ
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ムスタンプに、重複したタイムスタンプまたは重複する日付範囲が含まれる場
合、重複した各履歴イベントの 1つのインスタンスのみが出力されます。

-lを指定すると、長い形式でログレコードを表示します。これには標準形式に
加えて、コマンドの結果、コマンドが完了した日時、使用されたクライアントの
バージョンと名前、操作を実行したユーザーの名前、およびコマンドの実行中に
発生したすべてのエラーが含まれます。

-nは、最新のものから順に指定された数のエントリのみを表示します。

-oは、列名を指定するコンマ区切りリストを使用して出力を表示します。有効
な列名は次のとおりです。

be この操作が開始されたブート環境の名前。

be_uuid この操作が開始されたブート環境の UUID。

client クライアントの名前。

client_ver クライアントのバージョン。

command この操作のために使用されたコマンド行。

finish この操作が完了した日時。

id この操作を開始したユーザー ID。

new_be この操作によって作成された新しいブート環境。

new_be_uuid この操作によって作成された新しいブート環境の UUID。

operation 操作の名前。

outcome この操作の結果のサマリー。

reason この操作の結果に関する追加情報。

snapshot この操作中に作成されたスナップショット。これは、操作が正
常に完了したあとにスナップショットが自動削除されなかった
場合にのみ記録されます。

start この操作が開始した日時。

time この操作の実行にかかった合計時間。1秒未満の操作については
0:00:00と表示されます。

user この操作を開始したユーザー名。

commandまたは reason列を指定する場合、出力フィールドの区切りを維持するた
めには、それらの列が -oリストの最終項目である必要があります。同じ history

コマンドでこれら 2つの列を表示することはできません。
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ブート環境がシステムに存在しなくなった場合、beまたは new_beの値のあとに
アスタリスク (*)が表示されます。

beおよび new_beの値は、be_uuidまたは new_be_uuidフィールドを使用して現在
のブート環境名を検索することによって取得されます。その後、ブート環境の名
前が変更されたあとにその環境が削除された場合、beおよび new_beに表示され
る値は、pkg操作の時点で記録された値です。

purge-history

既存の履歴情報をすべて削除します。

rebuild-index

pkg searchによって使用されるインデックスを再構築します。これは復旧操作で
あり、一般的に使用することは想定されていません。

update-format

イメージの形式を現在のバージョンに更新します。この操作が完了したあと
は、古いバージョンの pkg(5)システムと組み合わせてイメージを使用することは
できなくなります。

version

pkg(1)のバージョンを識別する一意な文字列を表示します。この文字列
は、バージョン間で何らかの方法で比較可能であることは保証されていません。

image-create [-FPUfz] [--force ] [--full | --partial | --user] [--zone] [-k

ssl_key] [-c ssl_cert] [--no-refresh] [--variant variant_name=value ...] [-g

path_or_uri | --origin path_or_uri ...] [-m uri | - -mirror uri ...]
[--set-property name_of_property =value][--facet facet_name=(True|False) ...]

[(-p | --publisher) [name=] repo_uri] dir
dirによって指定された場所に、パッケージ操作に適したイメージを作成しま
す。デフォルトのイメージタイプはユーザーであり、-U (--user)オプションに
よって指定されます。イメージタイプはフルイメージ (--Fまたは --full)、また
は指定された dirパスを包含するフルイメージにリンクされた部分イメージ (-P
または --partial)に設定できます。-gまたは --originを使用して追加の起点を
指定できます。--mまたは --mirrorを使用して追加のミラーを指定できます。

パッケージリポジトリのURIは、-pまたは --publisherオプションを使用して提
供する必要があります。パブリッシャーの名前も提供した場合、イメージの作成
時にそのパブリッシャーのみが追加されます。パブリッシャーの名前を提供しな
い場合、指定されたリポジトリによって認識されているすべてのパブ
リッシャーがイメージに追加されます。このパブリッシャーに関連付けられたカ
タログは、初期作成操作に続いて取得が試みられます。

クライアント SSL認証を使用するパブリッシャーの場合、クライアント鍵および
クライアント証明書は -cおよび -kオプションを通して登録できます。この鍵と
証明書は、イメージ作成中に追加されるすべてのパブリッシャーのために使用さ
れます。
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イメージが非大域ゾーンコンテキストの内部で実行される予定の場合、-z

(--zone)オプションを使用して適切なバリアントを設定できます。

-f (--force)を指定すると、強制的に既存のイメージを上書きしてイメージを作
成します。このオプションは慎重に使用してください。

--no-refreshを指定すると、入手可能パッケージやその他のメタデータの最新リ
ストを取得するために、イメージのパブリッシャー用のリポジトリへのアクセス
を試みません。

--variantは、指定されたバリアントを指定された値に設定します。バリアント
の詳細については、pkg(5)のマニュアルページのファセットとバリアントに関す
る項目を参照してください。

--facetは、指定されたファセットを指定された値に設定します。ファセットの
詳細については、pkg(5)のマニュアルページのファセットとバリアントに関する
項目を参照してください。

--set-propertyが指定されている場合、指定されたイメージプロパティーに指示
された値を設定します。イメージプロパティーの説明については、下の「イ
メージプロパティー」を参照してください。

次のプロパティーはイメージの特性を定義します。これらのプロパティーは、イ
メージの目的、内容、および動作に関する情報を格納します。イメージ内のこれら
のプロパティーの現在の値を表示するには、pkg propertyコマンドを使用しま
す。これらのプロパティーの値を変更するには、pkg set-propertyコマンドおよび
pkg unset-propertyコマンドを使用します。

be-policy

(文字列)パッケージ操作中にいつブート環境が作成されるかを指定します。次の
値が許可されます。

default デフォルトの BE作成ポリシー create-backupを適用します。

always-new 次のブート時にアクティブに設定されている新しい BEで
パッケージ操作を実行するため、すべてのパッケージ操作に対し
てリブートを必要とします。明示的に要求されないかぎ
り、バックアップ BEは作成されません。

このポリシーはもっとも安全ですが、リブートしないと
パッケージを追加できないため、ほとんどのサイトの要求よりも
厳格です。

create-backup

リブートを必要とするパッケージ操作で、新しい BEが作成され、次のブート時
にアクティブに設定されます。パッケージが変更されるか、カーネルに影響する
可能性のあるコンテンツがインストールされて操作がライブ BEに影響する場
合、バックアップ BEは作成されますがアクティブには設定されません。バック
アップ BEを明示的に要求することもできます。

イメージプロパ
ティー
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このポリシーは、新しくインストールされたソフトウェアによりシステムが不安
定になっている場合にのみ潜在的に危険です。この可能性はありますが、比較的
まれです。

when-required

リブートを必要とするパッケージ操作で、新しい BEが作成され、次のブート時
にアクティブに設定されます。明示的に要求されないかぎり、バックアップ BE
は作成されません。

パッケージの変更によりライブ BEへのこれ以上の変更が不可能になる
と、フォールバックできる新しい BEがなくなる可能性があるため、このポリ
シーはもっとも大きな危険を伴います。

ca-path

(文字列) SSL操作用のCA証明書が格納されたディレクトリを指すパス名。この
ディレクトリの形式は、ベースとなる SSL実装に固有です。信頼できるCA証明
書のために別の場所を使用するには、別のディレクトリを指すようにこの値を変
更します。CAディレクトリの要件について
は、SSL_CTX_load_verify_locations(3openssl)の CApathに関する項目を参照して
ください。

デフォルト値: /etc/openssl/certs

check-certificate-revocation

(ブール型) Trueに設定されている場合、パッケージクライアントは、署名検証の
ために使用される証明書のCRL配布ポイントへのアクセスを試み、発行時より
もあとに証明書が失効していないかどうかを調べます。

デフォルト値: False

flush-content-cache-on-success

(ブール型) Trueに設定されている場合、パッケージクライアントは、インス
トールまたは更新操作の完了時にその内容キャッシュ内のファイルを削除しま
す。更新操作の場合、内容はソース BEからのみ削除されます。出力先 BEで
パッケージ操作が次に発生したとき、このオプションが変更されていなけれ
ば、パッケージクライアントはその内容キャッシュをフラッシュします。

このプロパティーを使用して、ディスク容量の限られたシステムで内容
キャッシュを小さく保つことができます。このプロパティーを使用すると、操作
が完了するまでの時間が長くなる可能性があります。

デフォルト値: True

mirror-discovery

(ブール型)このプロパティーは、mDNSおよびDNS-SDを使用してリンクローカ
ル内容ミラーを検出するようにクライアントに命令します。このプロパティーを
Trueに設定すると、クライアントはミラーを動的に検出し、そのミラーから
パッケージ内容のダウンロードを試みます。mDNSを介してその内容を通知する
ミラーの実行方法については、pkg.depotd(1M)を参照してください。
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デフォルト値: False

send-uuid

(ブール型)ネットワーク操作の実行時にイメージの汎用一意識別子 (UUID)を送
信します。ユーザーはこのオプションを無効にできますが、一部のネットワーク
リポジトリはUUIDを供給しないクライアントとのやり取りを拒否する場合があ
ります。

デフォルト値: True

signature-policy

(文字列)イメージ内のパッケージのインストール、更新、修正、または検証時に
マニフェストに対してどのチェックが実行されるかを決定します。パッケージに
適用される最終的なポリシーは、イメージポリシーと発行元ポリシーの組み合わ
せに依存します。この組み合わせの厳格さは、少なくとも、この 2つのポリ
シーが個別に適用された場合の厳格な方と同じです。デフォルトで
は、パッケージクライアントは証明書が失効済みかどうかをチェックしませ
ん。そのようなチェック (クライアントから外部Webサイトへのアクセスが必要
な場合がある)を有効にするには、check-certificate-revocationイメージプロ
パティーを Trueに設定します。次の値が許可されます。

ignore すべてのマニフェストの署名を無視します。

verify 署名が含まれているすべてのマニフェストが有効に署名
されていることを確認しますが、インストール済み
パッケージがすべて署名されている必要はありませ
ん。これがデフォルト値です。

require-signatures 新しくインストールされたすべてのパッケージに、有効
な署名が少なくとも 1つ含まれている必要がありま
す。インストール済みパッケージに有効な署名が含まれ
ていない場合は、pkg fixおよび pkg verifyコマンドでも
警告が表示されます。

require-names require-signaturesと同じ要件に従います
が、signature-required-namesプロパティーで一覧表示
される文字列が、署名の信頼のチェーンを検証するため
に使用される証明書の共通名としても表示される必要が
あります。

signature-required-names

(文字列のリスト)パッケージの署名の検証中に、証明書の共通名として表示され
る必要のある名前の一覧です。

trust-anchor-directory

(文字列)イメージの信頼アンカーを格納するディレクトリのパス名です。このパ
スはイメージに対して相対的です。デフォルト値は ignoreです。
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use-system-repo

(ブール型)このプロパティーではシステムリポジトリを、イメージおよびパブ
リッシャー構成のソースとして、および提供されたパブリッシャーと通信するた
めのプロキシとしてイメージで使用するべきかどうかを指定します。デフォルト
値は Falseです。システムリポジトリについては、pkg.sysrepo(1M)を参照して
ください。

次のプロパティーは、特定の発行元の署名ポリシーを定義します。同じ名前のイ
メージプロパティーはイメージの署名ポリシーを定義します。特定の発行元のこれ
らのプロパティーの現在の値を表示するには、pkg publisher publisher_name コマン
ドを使用します。これらの発行元の署名ポリシープロパティーの値を変更するに
は、pkg set-publisherコマンドの --set-propertyオプションと --unset-property

オプションを使用します。

signature-policy

(文字列)このプロパティーの機能は、特定のパブリッシャーからのパッケージの
みに適用されることを除いて、同じ名前のイメージプロパティーと同じです。

signature-required-names

(文字列のリスト)このプロパティーの機能は、特定のパブリッシャーからの
パッケージのみに適用されることを除いて、同じ名前のイメージプロパティーと
同じです。

例 1 パブリッシャーを構成してイメージを作成する

パブリッシャーを example.comとして新しいフルイメージを作成
し、/aux0/example_rootに格納します。

$ pkg image-create -F -p example.com=http://pkg.example.com:10000 \

/aux0/example_root

例 2 追加の起点とミラーを指定してイメージを作成する

パブリッシャーを example.comとして新しいフルイメージを作成し、1つのミ
ラーと 2つの起点を追加し、/aux0/example_rootに格納します。

$ pkg image-create -F -p example.com=http://pkg.example.com:10000 \

-g http://alternate1.example.com:10000/ \

-g http://alternate2.example.com:10000/ \

-m http://mirror.example.com:10000/ \

/aux0/example_root

例 3 パブリッシャーを構成せずにイメージを作成する

パブリッシャーを構成せずに、新しいフルイメージを /aux0/example_rootに作成し
ます。

$ pkg image-create -F /aux0/example_root

パブ
リッシャープロ
パティー

使用例
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例 4 パッケージのインストール

widgetパッケージの最新バージョンを現在のイメージにインストールします。

$ pkg install application/widget

例 5 パッケージの指定された内容を一覧表示する

system/file-system/zfsパッケージの内容を一覧表示します。アクション
名、ファイルのモード (定義されている場合)、サイズ (定義されている場合)、パ
ス、およびターゲット (リンクの場合)を表示します。すべてのアクションで利用可
能な action.name属性を指定するとすべてのアクションの行が表示されますが、こ
こでは望ましくないため、dir、file、link、および hardlinkの各タイプにアク
ションを限定します。

$ pkg contents -t dir,file,link,hardlink \

-o action.name,mode,pkg.size,path,target system/file-system/zfs

ACTION.NAME MODE PKG.SIZE PATH TARGET

dir 0755 etc

dir 0755 etc/fs

dir 0755 etc/fs/zfs

link etc/fs/zfs/mount ../../../usr/sbin/zfs

link etc/fs/zfs/umount ../../../usr/sbin/zfs

dir 0755 etc/zfs

dir 0755 kernel

dir 0755 kernel/drv

dir 0755 kernel/drv/amd64

file 0755 1706744 kernel/drv/amd64/zfs

file 0644 980 kernel/drv/zfs.conf

dir 0755 kernel/fs

dir 0755 kernel/fs/amd64

hardlink kernel/fs/amd64/zfs ../../../kernel/drv/amd64/zfs

...

例 6 2つのパッケージの指定された内容を一覧表示する

web/browser/firefoxおよび mail/thunderbirdの内容を一覧表示します。path属性
の末尾が .desktopまたは .pngであるアクションのパッケージ名属性およびパス属
性のみに表示を限定します。

$ pkg contents -o pkg.name,path -a path=\*.desktop \

-a path=\*.png web/browser/firefox mail/thunderbird

PKG.NAME PATH

web/browser/firefox usr/share/applications/firefox.desktop

mail/thunderbird usr/share/applications/thunderbird.desktop

web/browser/firefox usr/share/pixmaps/firefox-icon.png

mail/thunderbird usr/share/pixmaps/thunderbird-icon.png

...
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例 7 パッケージを検索する

パッケージデータベースからトークン bgeを検索します。

$ pkg search bge

INDEX ACTION VALUE PACKAGE

driver_name driver bge pkg:/driver/network/bge@0.5.11-0.169

basename file kernel/drv/sparcv9/bge pkg:/driver/network/bge@0.5.11-0.169

basename file kernel/drv/amd64/bge pkg:/driver/network/bge@0.5.11-0.169

pkg.fmri set solaris/driver/network/bge pkg:/driver/network/bge@0.5.11-0.169

このトークンはパッケージ driver/network/bge内に、/kernel/drv/ arch/bgeを表す
ファイルアクションのベース名として、およびドライバ名として存在します。

例 8 指定されたパッケージに依存するパッケージを検索する

package/pkgに依存するインストール済みパッケージを検索します。

$ pkg search -l ’depend::package/pkg’

INDEX ACTION VALUE PACKAGE

incorporate depend package/pkg@0.5.11-0.169 pkg:/consolidation/ips/ips-incorporation

@0.5.11-0.169

require depend package/pkg@0.5.11-0.169 pkg:/system/install@0.5.11-0.169

require depend package/pkg@0.5.11-0.169 pkg:/package/pkg/system-repository@0.5.11-0.169

例 9 依存関係を検索する

インストール済みパッケージ内のすべての incorporate依存関係を検索します。

$ pkg search -l ’depend:incorporate:’

INDEX ACTION VALUE PACKAGE

incorporate depend pkg:/BRCMbnx@0.5.11,5.11-0.133 pkg:/consolidation/osnet/osnet-

incorporation@0.5.11-0.169

incorporate depend pkg:/BRCMbnxe@0.5.11,5.11-0.133 pkg:/consolidation/osnet/osnet-

incorporation@0.5.11-0.169

...

例 10 発行元を追加

新しいパブリッシャー example.comを追加し、リポジトリの場所を
http://www.example.com/repoに設定します。

$ pkg set-publisher -g http://www.example.com/repo example.com

例 11 鍵と証明書を指定してパブリッシャーを追加する

新しいパブリッシャー example.comを追加し、セキュリティー保護されたリポジト
リの場所を https://secure.example.com/repoに設定し、鍵および証明書をディレ
クトリ /root/credsに格納します。

$ pkg set-publisher -k /root/creds/example.key \

-c /root/creds/example.cert -g https://secure.example.com/repo \

example.com
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例 12 パブリッシャーを追加して自動構成する

自動構成を使用して新しいパブリッシャーを追加し、リポジトリの場所を
/export/repoに構成します。

$ pkg set-publisher -p /export/repo

例 13 パブリッシャーを追加して手動構成する

手動構成を使用して新しいパブリッシャー example.comを追加し、リポジトリの場
所を /export/repo/example.comに構成します。

$ pkg set-publisher -g /export/repo example.com

例 14 すべての署名付きパッケージを検証する

すべての署名付きパッケージを検証するようにイメージを構成します。

$ pkg set-property signature-policy verify

例 15 すべてのパッケージで署名を必須にする

すべてのパッケージで署名を必須とするように、また、いずれかの証明書で文字列
example.comが共通名として信頼チェーンに出現することを必須とするようにイ
メージを構成します。

$ pkg set-property signature-policy require-names example.com

例 16 指定したパブリッシャーからのすべてのパッケージで署名を必須にする

パブリッシャー example.comからインストールされるすべてのパッケージで署名を
必須とするようにイメージを構成します。

$ pkg set-publisher --set-property signature-policy=require-signatures \

example.com

例 17 信頼チェーンで指定された文字列を必須にする

有効とみなされるために署名の信頼チェーンに存在する必要がある文字列 fooをイ
メージの共通名の一覧に追加します。

$ pkg add-property-value signature-require-names foo

例 18 指定されたパブリッシャーの信頼チェーンから文字列を削除する

パブリッシャー example.comの署名を検証するために存在する必要がある文字列
fooを共通名の一覧から削除します。

$ pkg set-publisher --remove-property-value signature-require-names=foo \

example.com

pkg(1)
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例 19 信頼できるCA証明書を追加する

/tmp/example_file.pemに格納された証明書を、パブリッシャー example.comの信頼
できるCA証明書として追加します。

$ pkg set-publisher --approve-ca-cert /tmp/example_file.pem \

example.com

例 20 証明書を失効させる

a12345というハッシュを持つ、パブリッシャー example.com用の証明書を失効さ
せ、example.comからのパッケージの署名をその証明書で検証しないようにしま
す。

$ pkg set-publisher --revoke-ca-cert a12345 example.com

例 21 証明書を抹消する

証明書 a12345がユーザーによって追加または失効させられたことを pkgから抹消し
ます。

$ pkg set-publisher --unset-ca-cert a12345 example.com

例 22 パッケージをダウングレードする

インストール済みパッケージ foo@1.1を古いバージョンにダウングレードします。

$ pkg update foo@1.0

例 23 競合するパッケージインストールを切り替える

2つのパッケージが競合している場合に、どちらのパッケージがインストールされ
るかを切り替えます。パッケージAがパッケージ BまたはCのどちらかに依存
し、BおよびCは相互排他であるとします。Aと Bがインストールされる場合
に、次のコマンドを使用して、Aをアンインストールせずに Bの代わりにCを使用
するように切り替えます。

$ pkg install --reject B C

例 24 パッケージアーカイブ内のパッケージを一覧表示する

パッケージアーカイブ内のすべてのパッケージのすべてのバージョンを一覧表示し
ます。

$ pkg list -f -g /my/archive.p5p

例 25 パッケージリポジトリ内のパッケージを一覧表示する

リポジトリ内のすべてのパッケージのすべてのバージョンを一覧表示します。

$ pkg list -f -g http://example.com:10000
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例 26 パッケージアーカイブ内のパッケージについての情報を表示する

パッケージアーカイブ内のパッケージの最新バージョンのパッケージ情報を表示し
ます。パッケージが現在インストールされていてもいなくてもかまいません。

$ pkg info -g /my/archive.p5p pkg_name

例 27 パッケージアーカイブ内のパッケージの内容を表示する

パッケージアーカイブ内のパッケージの内容を表示します。パッケージは現在イン
ストールされていません。

$ pkg contents -g /my/archive.p5p pkg_name

例 28 パブリッシャーの起点とミラーをすべて削除する

パブリッシャーのすべての起点およびミラーを削除し、新しい起点を追加します。

$ pkg set-publisher -G ’*’ -M ’*’ -g http://example.com:10000 \

example.com

PKG_IMAGE

パッケージ操作に使用するイメージが含まれるディレクトリ。-Rを指定した場
合は無視されます。

PKG_CLIENT_CONNECT_TIMEOUT

トランスポート操作中に接続しようとするのを待機する秒数 (試行ごと)。これが
経過するとクライアントは操作を中止します。値 0は無制限に待機することを意
味します。

デフォルト値: 60

PKG_CLIENT_LOWSPEED_TIMEOUT

トランスポート操作中に lowspeed制限 (1024バイト/秒)を下回っていられる秒
数。これが経過するとクライアントは操作を中止します。値 0は、操作を中止し
ないことを意味します。

デフォルト値: 30

PKG_CLIENT_MAX_CONSECUTIVE_ERROR

一時的なトランスポートエラーの最大数。これを上回るとクライアントは操作を
中止します。値 0は、操作を中止しないことを意味します。

デフォルト値: 4

PKG_CLIENT_MAX_REDIRECT

トランスポート操作中に許可されるHTTPまたはHTTPSリダイレクトの最大
数。これを上回ると接続が中止されます。値 0は、操作を中止しないことを意味
します。

デフォルト値: 5

環境変数

pkg(1)
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PKG_CLIENT_MAX_TIMEOUT

ホストあたりのトランスポート試行の最大数。これを上回るとクライアントは操
作を中止します。値 0は、操作を中止しないことを意味します。

デフォルト値: 4

http_proxy、https_proxy

HTTPまたはHTTPSプロキシサーバー。

次の終了ステータスが返されます。

0 コマンドが成功しました。

1 エラーが発生した。

2 無効なコマンド行オプションが指定された。

3 複数の操作が要求されましたが、それらの一部のみが成功しました。

4 変更が行われませんでした -何もしません。

5 要求された操作はライブイメージでは実行できません。

6 インストールまたは更新中のパッケージのライセンスが受け入れられな
かったため、要求された操作を完了できません。

7 イメージは現在別のプロセスによって使用されているため、変更できませ
ん。

99 予期しない例外が発生しました。

pkg(5)イメージは、より大きなファイルシステム内の任意の場所に置くことができ
ます。次のファイル説明で、トークン $IMAGE_ROOTは相対パスを区別するために使
用されています。一般的なシステムインストールでは、 $IMAGE_ROOTは /と等価で
す。

$IMAGE_ROOT/var/pkg 完全または部分的なイメージのメタデータ
ディレクトリ。

$IMAGE_ROOT/.org.opensolaris,pkg ユーザーイメージのメタデータディレクト
リ。

特定のイメージのメタデータ内のファイルやディレクトリによっては、修復および
復旧中に使用される情報が含まれている可能性があります。トークン $IMAGE_META

は、メタデータが含まれる最上位ディレクトリを参照します。$IMAGE_METAは通
常、上に示した 2つのパスのいずれかです。

$IMAGE_META/lost+found パッケージ操作中に移動された、競合するディレクト
リおよびファイルの場所。削除されたディレクトリの
パッケージ化されない内容の場所。

終了ステータス

ファイル

pkg(1)
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$IMAGE_META/publisher パブリッシャーごとに 1つのディレクトリが含まれま
す。各ディレクトリにはパブリッシャー固有のメタ
データが格納されます。

$IMAGE_METAディレクトリ階層内のほかのパスは非公開であり、変更される可能性
があります。

次の属性については、attributes(5)を参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 package/pkg

インタフェースの安定性 不確実

pkgsend(1)、pkg.depotd(1m)、glob(3C)、pkg(5)、beadm(1M)

http://hub.opensolaris.org/bin/view/Project+pkg/

属性

関連項目

pkg(1)
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pkgdepend – Image Packaging System依存関係アナライザ

/usr/bin/pkgdepend [options] command [cmd_options] [operands]

/usr/bin/pkgdepend generate [-IMm] -d dir [-d dir]
[-D name=value] [-k path] manifest_file

/usr/bin/pkgdepend resolve [-moSv] [-d output_dir]
[-s suffix] manifest_file ...

pkgdependは、パッケージの依存関係を生成および解決するために使用されま
す。パッケージは、ほかのパッケージのファイルに依存することがありま
す。pkgdependは通常、ファイル依存関係の生成と、ファイルからパッケージへの
解決という 2つのパスで使用されます。

generateサブコマンドはパッケージの内容を検査し、そのパッケージにどのような
外部ファイルが必要かを判定します。

resolveサブコマンドは、generateステップからファイルのリストを取得し、これ
らの依存ファイルを含むパッケージの名前を判定するためにパッケージの参照
セットを検索します。依存ファイルが検索されるパッケージの参照セットは、パブ
リッシャーのシステムに現在インストールされているパッケージです。

依存関係情報のソースとして、提供されたファイルの次のいくつかのコンポーネン
トが使用されます。

ELF 提供されたファイル内の ELFヘッダーが依存関係情報のために分
析され、-kおよび -Dオプションが指定されていると取得された
情報が変更されます。ELF依存関係についての詳細は、ldd(1)お
よび『リンカーとライブラリ』を参照してください。

スクリプト インタプリタを参照している #!行を含むシェルスクリプトに
よって、そのインタプリタを提供しているパッケージへの依存関
係が生成されます。

Python Pythonスクリプトはまず、スクリプトとして分析されます。さら
に、そのスクリプトでインポートが宣言されていると、それらも
依存関係情報のソースとして機能することがあります。

ハードリンク マニフェスト内のハードリンクによって、リンクターゲットを提
供しているパッケージへの依存関係が生成されます。

SMF require_all依存関係を含む提供された SMFサービスマニフェス
トによって、これらの FMRIを提供する SMFマニフェストを提供
しているパッケージへの依存関係が生成されます。

サポートしているオプションは、次のとおりです。

名前

形式

機能説明

オプション

pkgdepend(1)
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-R dir dirをルートとするイメージを操作します。ディレクトリが指定さ
れなかったか、または環境に基づいて決定される場合、デフォルト
は /です。詳細は、「環境変数」のセクションを参照してくださ
い。

--help or -? 使用方法に関するメッセージを表示します。

サポートされているサブコマンドは次のとおりです。

generate [-IMm] -d dir [-d dir] [-D name=value] [-k path] manifest_file
manifest_fileで指定されたマニフェストのファイルへの依存関係を生成します。

-Iが指定されている場合は、manifest_file内で満たされている依存関係を表示し
ます。-Iと pkgdepend resolveの結果を使用しないでください。

-Mが指定されている場合は、分析できなかったファイルタイプのリストを表示
します。

-mが指定されている場合は、元のマニフェストを繰り返してから、検出された
依存関係をすべて追加します。

-dが指定されている場合は、マニフェストのファイルを検索するディレクトリ
のリストに dirを追加します。

-Dが指定されるたびに、ELFファイル依存関係のための実行パス内のトークン
nameを展開する方法として valueを追加します。

-kが指定されるたびに、カーネルモジュールを検索する実行パスのリストに
pathを追加します。-k引数を使用すると、デフォルトのパス (/kernelと
/usr/kernel)が削除されます。

-kオプションで指定されるような実行パスは、アクションまたはマニフェスト
属性 pkg.depend.runpathを使用して、アクションごとまたはマニフェストごと
にも指定できます。pkg.depend.runpath属性の値は、使用するパスのコロンで区
切られた文字列です。

-kの使用は、マニフェストまたはアクションで設定された任意の
pkg.depend.runpath属性によって上書きされます。

pkg.depend.runpath属性値の 1つのコンポーネントとして、特殊なトークン
$PKGDEPEND_RUNPATHを使用すると、分析対象のファイルのための標準のシステム
実行パスを含めることができます。

場合によっては、依存関係が自動的に生成されることを回避したいことがありま
す。たとえば、あるパッケージによって、一連のモジュールをインポートするサ
ンプルの Pythonスクリプトが提供される場合、そのサンプルスクリプトに
よってインポートされるこれらのモジュールは、サンプルスクリプトを提供して
いるパッケージの依存関係ではありません。指定されたファイルに対する依存関

サブコマンド

pkgdepend(1)
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係の生成を回避するには、アクションまたはマニフェスト属性
pkg.depend.bypass-generateを使用します。

pkg.depend.bypass-generate値は、ファイル名に一致する Pythonの正規表現で
す。これらの正規表現は、ファイルパスの先頭と最後に暗黙的に固定されま
す。次の例で指定されている値は this/thatに一致します
が、something/this/that/the/otherには一致しません。

pkg.depend.bypass-generate=this/that

Python正規表現の構文については、コマンド pydoc reを使用するか、または
http://docs.python.org/dev/howto/regex.htmlにあるより完全なドキュメントを
参照してください。

pkgdepend generate入力マニフェストに SMFマニフェストファイルが含まれる場
合、それらの SMFマニフェストファイルによって宣言されている SMFサービス
またはインスタンスが pkgdependの出力に含まれます。これらの SMFサービスま
たはインスタンスは、org.opensolaris.smf.fmriの名前で setアクションの形式
で含まれます。

resolve [-moSv] [-d output_dir] [-s suffix] manifest_file ...

ファイルへの依存関係を、これらのファイルを提供するパッケージへの依存関係
に変換します。依存関係は、まずコマンド行に指定されたマニフェストに基づい
て解決され、次にシステムにインストールされているパッケージに基づいて解決
されます。デフォルトでは、各マニフェストの依存関係はmanifest_file.resとい
う名前のファイルに格納されます。

-mが指定されている場合は、解決された依存関係を追加する前に、generateス
テップによって生成された依存関係をすべて削除して、マニフェストを繰り返し
ます。

-oが指定されている場合は、結果を標準出力に書き込みます。このオプション
は、人による使用を目的にしています。この出力をファイルに追加すると、無効
なマニフェストが生成されることがあります。マニフェスト処理のパイプライン
では、-oの代わりに -dまたは -sオプションを使用することを強くお勧めしま
す。

-dが指定されている場合は、指定された各マニフェストの解決された依存関係
を output_dir内の個別のファイルに書き込みます。デフォルトでは、各ファイル
には、そのファイルに書き込まれた依存関係のソースだったマニフェストと同じ
ベース名が付けられます。

-sが指定されている場合は、出力ファイルごとに、解決された依存関係の
ソースだったファイルのベース名に suffixを追加します。「.」が suffixに付加さ
れます (指定されていない場合)。

-Sが指定されている場合は、コマンド行で指定されたマニフェストに対しての
み解決し、システムにインストールされているマニフェストに対しては解決しま
せん。
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-vが指定されている場合は、追加のパッケージ依存関係デバッグ用のメタ
データを含めます。

例 1 依存関係を生成する

foo (このコンテンツディレクトリは ./bar/baz内に存在する)に書き込まれているマ
ニフェストの依存関係を生成し、その結果を foo.fdepsに格納します。

$ pkgdepend generate -d ./bar/baz foo > foo.fdeps

例 2 依存関係を解決する

foo.fdepsと bar.fdepsにおける互いに対するファイル依存関係と、システムに現在
インストールされているパッケージに対するファイル依存関係を解決します。

$ pkgdepend resolve foo.fdeps bar.fdeps

$ ls *.res

foo.fdeps.res bar.fdeps.res

例 3 2つのマニフェストの依存関係を生成および解決する

2つのマニフェスト (fooと bar)へのファイル依存関係を生成し、すべての情報を元
のマニフェスト内に保持します。次に、これらのファイル依存関係を解決し、結果
のマニフェストを ./res内に格納します。これらの結果のマニフェストは、pkgsend

publishで使用できます。

$ pkgdepend generate -d /proto/foo -m foo > ./deps/foo

$ pkgdepend generate -d /proto/bar -m bar > ./deps/bar

$ pkgdepend resolve -m -d ./res ./deps/foo ./deps/bar

$ ls ./res

foo bar

例 4 ELFファイル依存関係のためのトークンに値を追加する

コンテンツディレクトリが /内に存在する fooに書き込まれているマニフェストの
依存関係を生成するときに、ELFファイルの実行パス内のすべての PLATFORMトーク
ンを sun4vと sun4uに置き換えます。

$ pkgdepend generate -d / -D ’PLATFORM=sun4v’ -D ’PLATFORM=sun4u’ foo

例 5 カーネルモジュールディレクトリを指定する

コンテンツディレクトリが /内に存在する fooに書き込まれているマニフェストの
依存関係を生成するときに、カーネルモジュールを検索するディレクトリとして
/kmodを指定します。

$ pkgdepend generate -d / -k /kmod foo

使用例

pkgdepend(1)
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例 6 依存関係の生成をバイパスする

指定された Pythonスクリプトの標準の Python実行パスに opt/pythonを追加
し、opt/python/foo/file.pyとして提供されるファイルの testという名前のすべて
の Pythonモジュールに対する依存関係の生成をバイパスします。

usr/lib/python2.6/vendor-packages/xdgで提供されたすべてのファイルに対する依
存関係の生成を回避します。

$ cat manifest.py

set name=pkg.fmri value=pkg:/mypackage@1.0,1.0

set name=pkg.summary value="My test package"
dir path=opt mode=0755 group=sys owner=root

dir path=opt/python mode=0755 group=sys owner=root

dir path=opt/python/foo mode=0755 group=sys owner=root

file NOHASH path=opt/python/__init__.py mode=0644 group=sys owner=root

file NOHASH path=opt/python/foo/__init__.py mode=0644 group=sys owner=root

#

# Add runpath and bypass-generate attributes:

#

file NOHASH path=opt/python/foo/file.py mode=0644 group=sys owner=root \

pkg.depend.bypass-generate=.*/test.py.* \

pkg.depend.bypass-generate=.*/testmodule.so \

pkg.depend.bypass-generate=.*/test.so \

pkg.depend.bypass-generate=usr/lib/python2.6/vendor-packages/xdg/.* \

pkg.depend.runpath=$PKGDEPEND_RUNPATH:/opt/python

$ pkgdepend generate -d proto manifest.py

PKG_IMAGE パッケージ操作に使用するイメージを含むディレクトリを指定しま
す。-Rが指定されている場合は、この値は無視されます。

次の終了ステータスが返されます。

0 すべてが動作しました。

1 エラーが発生した。

2 無効なコマンド行オプションが指定された。

99 予期しない例外が発生しました。

次の属性については、attributes(5)を参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 package/pkg

インタフェースの安定性 不確実

環境変数

終了ステータス

属性

pkgdepend(1)
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pkg(5)

http://hub.opensolaris.org/bin/view/Project+pkg/

関連項目

pkgdepend(1)
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pkgdiff –パッケージマニフェストの比較

/usr/bin/pkgdiff [-i attribute ...] [-o attribute]
[-v name=value ...] file1 file2

pkgdiffは 2つのパッケージマニフェストを比較し、それらの違いを報告しま
す。pkgdiffは、比較の前に、各マニフェストとアクションを一貫した順序に
ソートします。

出力の形式は次のとおりです。

+ complete_action このアクションは file2に含まれていますが、file1には含まれて
いません。

- complete_action このアクションは file1に含まれていますが、file2には含まれて
いません。

actionname keyvalue [variant values, if any]

- attribute1=value1 この attribute,valueは file1に含まれていますが、file2には含ま
れていません。

+ attribute2=value2 この attribute,valueは file2に含まれていますが、file1には含ま
れていません。

バリアントは異なるが、タイプとキー属性値が同じアクションは、比較の目的では
別のアクションとして扱われます。そのため、属性を変更したアクションは属性変
更としてではなく、完全な形式で表示されます。

サポートしているオプションは、次のとおりです。

-i attribute 比較中に attributeが存在した場合は、無視します。-i hashによ
り、ファイルのハッシュ値を無視できます。このオプションを -o

オプションとともに使用することはできません。このオプション
は繰り返すことができます。

-o attribute attributeの違いのみを報告します。このオプションを -iオプ
ションとともに使用することはできません。このオプション
は、アクション時に attributeに影響を与えないアクション変更を
すべて省略します。

-v name=value このバリアント値の違いのみを計算します。たとえ
ば、arch=sparcの違いのみを計算します。このバリアントタグ
は、比較前にすべてのアクションについて削除されます。バリア
ントあたり 1つの値のみを指定できます。このオプションは、異
なるバリアントに対して繰り返すことができます。

次の終了ステータスが返されます。

0 違いは見つかりませんでした。

名前

形式

機能説明

オプション

終了ステータス

pkgdiff(1)

ユーザーコマンド 51



1 違いが見つかりました。

>1 エラーが発生した。

99 予期しない例外が発生しました。

次の属性については、attributes(5)を参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 package/pkg

インタフェースの安定性 不確実

pkg(5)

http://hub.opensolaris.org/bin/view/Project+pkg/

属性

関連項目

pkgdiff(1)
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pkgfmt –パッケージマニフェストの整形

/usr/bin/pkgfmt [-c|-d|-u] [package-manifest-file]

-cまたは -dオプションが指定されない pkgfmtは、80文字での行の折り返し、タイ
プによるアクションのソート、属性のソートなどを含む、一貫した方法で
パッケージマニフェストを整形します。アクションに解析されない行 (マクロ、コ
メント、変換など)は、ソートされた順序では表示されません。

引数が指定されない場合、pkgfmtは stdinを EOFまで読み取ったあと、整形された
マニフェストを stdoutに書き込みます。コマンド行で指定されたマニフェストは
すべて、その場所で整形されます。

-cオプションが指定された pkgfmtは、マニフェストが pkgfmt形式で整形されてい
るかどうかをチェックします。-dオプションを指定すると、ファイルが正しく整形
されていない場合にその違いが表示されます。

サポートしているオプションは、次のとおりです。

-c マニフェストが pkgfmt形式で整形されているかどうかをチェックします。

-d 統合された形式で整形されたバージョンとのマニフェストの違いを表示しま
す。

-u 80文字で行を折り返しません。このオプションは、パッケージマニフェスト
に従来のテキスト処理ツールを適用する場合に有効です。

次の終了ステータスが返されます。

0 コマンドが成功しました。

1 -cまたは -dオプションが指定され、1つ以上のマニフェストが pkgfmtの正常
な形式でないか、またはエラーが発生しました。

2 無効なコマンド行オプションが指定された。

99 予期しない例外が発生しました。

次の属性については、attributes(5)を参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 package/pkg

インタフェースの安定性 不確実

pkg(5)

http://hub.opensolaris.org/bin/view/Project+pkg/

名前

形式

機能説明

オプション

終了ステータス

属性

関連項目

pkgfmt(1)
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pkglint – Image Packaging Systemパッケージ lint

/usr/bin/pkglint [-c dir] [-r uri] [-p regexp]
[-f rcfile] [-b build_no] [-v]

[-l uri] | manifest ...

/usr/bin/pkglint -L [-v]

pkglintは、必要に応じて別のリポジトリを参照しながら、1つ以上のパッケージ
マニフェストに対して一連のチェックを実行します。

pkglintは、パッケージ公開前の、パッケージ作成処理中に使用するべきで
す。pkglintは、マニフェストに対して、pkgsend(1)または pkg.depotd(1M)の通常
動作中に実行するには負荷が大きすぎる可能性のある徹底的なテストを実行しま
す。pkglintのチェックには、重複したアクション、欠落した属性、および異常な
ファイルアクセス権に対するテストが含まれます。

lintのためのマニフェストは、コマンド行で、スペースで区切られたローカル
ファイルのリストとして渡すことができます。または、リポジトリからマニフェス
トを取得できます。

リポジトリからマニフェストを取得する場合、pkglintは最初の実行で、指定され
たキャッシュディレクトリ内に pkg(5)ユーザーイメージを作成して設定します。-r

オプションが指定されている場合は、参照リポジトリのために cache_dir/ref_image
という名前のユーザーイメージが作成されます。-lオプションが指定されている場
合は、lintリポジトリのために cache_dir/lint_imageという名前のユーザーイメージ
が作成されます。これらのイメージに内容はインストールされません。これらのイ
メージは、リポジトリからマニフェストを取得するために pkglintでのみ使用され
ます。

pkglintの以降の呼び出しではキャッシュディレクトリを再利用できるため、-rま
たは -l引数はすべて省略できます。

pkglintでは、キャッシュディレクトリ内のパブリッシャーを構成するためのサ
ポートが制限されています。これらのイメージに対して、より複雑なパブ
リッシャーの構成を実行するには、pkg(1)を使用します。

pkglintでは、パッケージ作成者は、特定のマニフェストまたはアクションに対す
るチェックをバイパスできます。Trueに設定された属性 pkg.lintedを含むマニ
フェストまたはアクションでは、そのマニフェストまたはアクションに対する lint
出力は生成されません。

pkglintチェックの名前の部分文字列を使用して、よりきめ細かな pkg.linted設定
を行うことができます。たとえば、pkg.linted. check.idが Trueに設定されている
と、特定のマニフェストまたはアクションに対する check.idという名前を持つすべ
てのチェックがバイパスされます。

名前

形式

機能説明

pkglint(1)
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pkglintの動作は、pkglintrcファイルを指定することによって構成できます。デ
フォルトでは、pkglintは、/usr/share/lib/pkg/pkglintrcおよび $HOME/.pkglintrc

内の構成オプションを検索します。別の構成ファイルを指定するには、-fオプ
ションを使用します。

lintの実行中に検出されたエラーまたは警告はすべて stderrに出力されます。

サポートしているオプションは、次のとおりです。

-b build_no lintおよび参照リポジトリからの lint中に使用されるパッケージの
リストを絞り込むために使用されるビルド番号を指定します。-bオ
プションが指定されていない場合は、最新バージョンのパッケージ
が使用されます。version.pattern 構成プロパティーも参照してく
ださい。

-c cache_dir lintおよび参照リポジトリからのパッケージのメタデータを
キャッシュするために使用されるローカルディレクトリを指定しま
す。

-l lint_uri lintリポジトリの場所を表すURIを指定します。HTTPベースと
ファイルシステムベースの両方の公開がサポートされています。-l

を指定する場合は、-cも指定する必要があります。

-L 既知の lintチェックと除外された lintチェックを一覧表示してから
終了します。各チェックの短縮名と説明を表示します。-vフラグと
組み合わせる場合は、説明の代わりに、このチェックを実装するメ
ソッドを表示します。

-f config_file config_file構成ファイルを使用して pkglintセッションを構成しま
す。

-p regexp lintリポジトリからチェックされるパッケージのリストを絞り込む
ために使用される正規表現を指定します。参照リポジトリからはす
べてのマニフェストがロードされ (-bが指定されている場合は、そ
の値に一致すると仮定)、このパターンは無視されます。

-r repo_uri 参照リポジトリの場所を表すURIを指定します。-rを指定する場合
は、-cも指定する必要があります。

-v pkglintを冗長モードで実行し、構成ファイル内の log_level設定を
すべて上書きします。

--help or -? 使用方法に関するメッセージを表示します。

pkglintrc構成ファイルは、次のキーと値の引数を取ります。

log_level lintメッセージを発行する最小のレベル。このレベルより
低い lintメッセージは破棄されます。デフォルト値は
INFOです。

オプション

ファイル

pkglint(1)
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ログレベルを最小のレベルからもっとも重大なレベルの
順に示すと、DEBUG、INFO、WARNING、ERROR、CRITICALに
なります。

do_pub_checks Trueの場合は、公開されたパッケージにとってのみ意味
がある可能性のあるチェックを実行します。デフォルト
値は Trueです。

pkglint.ext.* pkglintのプラグインメカニズムを使用すると、実行時に
lintモジュールを追加できます。pkglint.ext.で始まる
キーはすべて、完全に指定された Pythonモジュールであ
る必要のある値を取ります。詳細は、「開発者」のセク
ションを参照してください。

pkglint.exclude 実行されるチェックのセットから省略する、完全に指定
された Pythonモジュール、クラス、または関数名のス
ペースで区切られたリスト。

use_progress_tracker Trueの場合は、lintの実行中にマニフェストに対する処理
を繰り返すときに進捗トラッカーを使用します。デ
フォルト値は Trueです。

version.pattern lintの対象となるビルド番号を指定するときに使用される
バージョンのパターン (-b)。構成ファイルで指定されて
いない場合、-bオプションはパターン *,5.11-0.を使用
します。これは、ブランチ接頭辞が 0である 5.11ビルド
のすべてのコンポーネントに一致します。

pkglintによって実行されるチェックのセットを拡張するに
は、pkg.lint.base.Checkerとそのサブクラス ManifestChecker

、ActionChecker、および ContentCheckerをサブクラス化します。これらのクラス
を含む Pythonモジュール名を、構成ファイル内の新しい pkglint.ext.キーに追加
します。

これらの新しいサブクラスのインスタンスは、起動時に pkglintによって作成され
ます。lintセッション中に、特殊なキーワード引数 pkglint_idを持つ、各サブクラ
スの内部のメソッドが呼び出されます。これらのメソッドには、スーパークラス内
の対応する check()メソッドと同じ署名が含まれているべきです。また、これらの
メソッドには、pkglint -Lによって出力される説明として使用される pkglint_desc

属性も割り当てられていなくてはいけません。

パラメータは Checkerサブクラスから使用できます。これにより、これらのサブク
ラスは自身の動作を調整できます。推奨されるパラメータの命名規則
は、pkglint_id.nameです。パラメータ値は構成ファイル内に格納するか、または
LintEngine.get_param()メソッドを使用して取得されるマニフェストまたはアク
ションでアクセスすることができます。マニフェストからパラメータにアクセスす

開発者

pkglint(1)
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る場合は、pkglintパラメータが既存のどのアクションまたはマニフェスト値とも
重複しないようにするために、キー名に接頭辞 pkg.lintが付加されます。

例 1 特定のリポジトリに対する最初の実行

特定のリポジトリに対する pkglintセッションのはじめての実行。

$ pkglint -c /space/cache -r http://localhost:10000 mymanifest.mf

例 2 同じリポジトリに対するそれ以降の実行

例 1で使用されている同じリポジトリに対するそれ以降の実行。

$ pkglint -c /space/cache mymanifest-fixed.mf

例 3 絞り込まれたマニフェストセットでの lintリポジトリの使用

lintリポジトリでの pkglintセッションの実行と、チェックするマニフェストのサ
ブセットの指定。

$ pkglint -c /space/othercache -l http://localhost:10000 \

-p ’.*firefox.*’

例 4 ビルドの指定

冗長モードでの特定のビルドに対する pkglintセッションの実行。

$ pkglint -c /space/cache -r http://localhost:10000 \

-l http://localhost:12000 -b 147 -v

例 5 構成ファイルの変更

新しい lintモジュールを含む構成ファイル (一部のチェックを除外)。

$ cat ~/.pkglintrc

[pkglint]

log_level = DEBUG

# log_level = INFO

pkglint.ext.mycheck = org.timf.mychecks

pkglint.ext.opensolaris = pkg.lint.opensolaris

pkglint.exclude: pkg.lint.opensolaris.OpenSolarisActionChecker

pkg.lint.pkglint.PkgActionChecker.unusual_perms pkg.lint.pkglint.PkgManifestChecker

pkg.lint.opensolaris.OpenSolarisManifestChecker

次の終了ステータスが返されます。

0 コマンドが成功しました。

1 1つ以上の lintチェックが出力を発行しました。

使用例

終了ステータス

pkglint(1)
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2 無効なコマンド行オプションが指定された。

99 予期しない例外が発生しました。

次の属性については、attributes(5)を参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 package/pkg

インタフェースの安定性 不確実

pkg(1)、pkg.depotd(1m)、pkgsend(1)、pkg(5)

http://hub.opensolaris.org/bin/view/Project+pkg/

属性

関連項目

pkglint(1)
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pkgmerge – Image Packaging Systemパッケージマージユーティリティー

/usr/bin/pkgmerge [-n] -d dest_repo
-s variant=value[,...],src_repo ...

[pkg_fmri_pattern ...]

pkgmergeは、複数バリアントのパッケージを作成するためのパッケージ公開ツール
です。このツールはそのために、名前とバージョン (タイムスタンプは除外)が同じ
パッケージをマージし、特定のソースの指定されたバリアント名および値とマージ
されるバージョン内で一意であるアクションをタグ付けしたあと、新しい
パッケージをターゲットリポジトリに公開します。各ソースのすべてのパッケージ
の最新バージョンのみが使用されます。

アクションの属性 pkg.merge.blendがマージされるバリアントの名前に設定されて
いる場合は、アクションの最終的な出力に追加されたバリアントタグが含まれない
ようにするために、そのアクションはマージの前にほかのマニフェストにコピーさ
れます。属性 pkg.merge.blend自体は、出力マニフェストですべてのアクションか
ら削除されることに注意してください。この属性は、複数のパスマージに異なる値
を使用して繰り返すことができます。

入力マニフェスト内の同じパスに入る同一でないアクションがあると、pkgmergeは
エラーで終了します。

サポートしているオプションは、次のとおりです。

-d dest_repo
マージされたパッケージを公開する先のターゲットリポジトリのファイルシステ
ムのパスまたはURI。このターゲットリポジトリはすでに存在している必要があ
ります。新しいリポジトリは、pkgrepo(1)を使用して作成できます。

-n

ターゲットリポジトリを変更することなく、試験実行を行います。

-s variant= value[,...],src_repo
このソースのパッケージに使用するバリアント名および値。そのあと
に、パッケージを取得する元のソースリポジトリまたはパッケージアーカイブの
ファイルシステムのパスまたはURIが続きます。複数のバリアントをコンマで
区切って指定できます。すべてのソースに対して同じバリアントを指定する必要
があります。このオプションは複数回指定できます。

--help or -?
使用方法に関するメッセージを表示します。

次の環境変数がサポートされています。

TMPDIR プログラム実行中に一時データが格納されるディレクトリの絶対パ
ス。設定されていない場合、一時データはデフォルトで /var/tmpに格納
されます。

名前

形式

機能説明

オプション

環境変数

pkgmerge(1)
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例 1 バリアント名および値を指定する

指定されたソース内に見つかった各パッケージを、取得元のソースに指定された特
定のバリアント名および値でタグ付けします。

$ pkgmerge -s arch=sparc,http://src.example.com \

-d http://dest.example.com

サンプルパッケージ:

set name=pkg.fmri value=pkg://example.com/foo@5.11,5.11-0.200:20381001T163427Z

dir group=sys mode=0755 owner=root path=usr

操作のあとのサンプルパッケージ:

set name=pkg.fmri value=pkg://example.com/foo@5.11,5.11-0.200:20381001T163427Z

set name=variant.arch value=sparc

dir group=sys mode=0755 owner=root path=usr

例 2 パッケージをマージおよび公開する

特定のソースの最新バージョンの各パッケージをマージし、新しいパッケージを
ターゲットリポジトリに公開します。

$ pkgmerge -s arch=sparc,http://src1.example.com \

-s arch=i386,http://src2.example.com \

-d /path/to/target/repository

ソース 1 (SPARC)のサンプルパッケージ:

set name=pkg.fmri value=pkg://example.com/foo@5.11,5.11-0.200:20381001T121410Z

file id mode=0555 owner=root group=bin path=usr/bin/foo

dir group=sys mode=0755 owner=root path=usr

ソース 2 (i386)のサンプルパッケージ:

set name=pkg.fmri value=pkg://example.com/foo@5.11,5.11-0.200:20381001T163427Z

file id mode=0555 owner=root group=bin path=usr/bin/foo

dir group=sys mode=0755 owner=root path=usr

マージされたパッケージ:

set name=pkg.fmri value=pkg://example.com/foo@5.11,5.11-0.200:20381001T163427Z

set name=variant.arch value=sparc value=i386

file id mode=0555 owner=root group=bin path=usr/bin/foo variant.arch=sparc

file id mode=0555 owner=root group=bin path=usr/bin/foo variant.arch=i386

dir group=sys mode=0755 owner=root path=usr

使用例
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例 3 i386システムと SPARCシステムのデバッグおよびデバッグ以外のパッケージをマージす
る

i386システムと SPARCシステムの一連のデバッグおよびデバッグ以外のリポジトリ
内の最新バージョンの各パッケージをマージします。

$ pkgmerge -s arch=sparc,debug=false,/repo/sparc-nondebug \

-s arch=sparc,debug=true,/repo/sparc-debug \

-s arch=i386,debug=false,/repo/i386-nondebug \

-s arch=i386,debug=true,/repo/i386-debug \

-d /path/to/target/repository

ソース 1 (SPARCデバッグ以外)のサンプルパッケージ:

set name=pkg.fmri value=pkg://example.com/foo@5.11,5.11-0.200:20381001T121410Z

file id mode=0555 owner=root group=bin path=usr/bin/foo

dir group=sys mode=0755 owner=root path=usr

ソース 2 (SPARCデバッグ)のサンプルパッケージ:

set name=pkg.fmri value=pkg://example.com/foo@5.11,5.11-0.200:20381001T121411Z

file id mode=0555 owner=root group=bin path=usr/bin/foo

dir group=sys mode=0755 owner=root path=usr

ソース 3 (i386デバッグ以外)のサンプルパッケージ:

set name=pkg.fmri value=pkg://example.com/foo@5.11,5.11-0.200:20381001T163427Z

file id mode=0555 owner=root group=bin path=usr/bin/foo

dir group=sys mode=0755 owner=root path=usr

ソース 4 (i386デバッグ)のサンプルパッケージ:

set name=pkg.fmri value=pkg://example.com/foo@5.11,5.11-0.200:20381001T163428Z

file id mode=0555 owner=root group=bin path=usr/bin/foo

dir group=sys mode=0755 owner=root path=usr

マージされたパッケージ:

set name=pkg.fmri value=pkg://example.com/foo@5.11,5.11-0.200:20381001T163428Z

set name=variant.arch value=sparc value=i386

set name=variant.debug value=false value=true

file id mode=0555 owner=root group=bin path=usr/bin/foo variant.arch=sparc

variant.debug=false

file id mode=0555 owner=root group=bin path=usr/bin/foo variant.arch=sparc

variant.debug=true

file id mode=0555 owner=root group=bin path=usr/bin/foo variant.arch=i386

variant.debug=false

file id mode=0555 owner=root group=bin path=usr/bin/foo variant.arch=i386

variant.debug=true

dir group=sys mode=0755 owner=root path=usr
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例 4 pkg.merge.blendを使用してマージする

pkg.merge.blend属性を使用して、競合しない 2つのアーキテクチャーの
パッケージをマージします。

$ pkgmerge -s arch=sparc,http://src1/example.com \

-s arch=i386,http://src2.example.com \

-d /path/to/target/repository

ソース 1 (SPARC)のサンプルパッケージ:

set name=pkg.fmri value=pkg://example.com/foo@5.11,5.11-0.200:20381001T121410Z

file 1d5eac1aab628317f9c088d21e4afda9c754bb76 mode=0555 owner=root \

group=bin path=usr/bin/sparc/foo pkg.merge.blend=arch

file d285ada5f3cae14ea00e97a8d99bd3e357caadc0 mode=0555 owner=root \

group=bin path=usr/bin/foo

dir group=sys mode=0755 owner=root path=usr

ソース 2 (i386)のサンプルパッケージ:

set name=pkg.fmri value=pkg://example.com/foo@5.11,5.11-0.200:20381001T163427Z

file a285ada5f3cae14ea00e97a8d99bd3e357cb0dca mode=0555 owner=root \

group=bin path=usr/bin/i386/foo pkg.merge.blend=arch

file d285ada5f3cae14ea00e97a8d99bd3e357caadc0 mode=0555 owner=root \

group=bin path=usr/bin/foo

dir group=sys mode=0755 owner=root path=usr

マージされたパッケージ:

set name=pkg.fmri value=pkg://example.com/foo@5.11,5.11-0.200:20381001T163427Z

set name=variant.arch value=sparc value=i386

file d285ada5f3cae14ea00e97a8d99bd3e357caadc0 mode=0555 owner=root \

group=bin path=usr/bin/foo

file a285ada5f3cae14ea00e97a8d99bd3e357cb0dca mode=0555 owner=root \

group=bin path=usr/bin/i386/foo

file 1d5eac1aab628317f9c088d21e4afda9c754bb76 mode=0555 owner=root \

group=bin path=usr/bin/sparc/foo

dir group=sys mode=0755 owner=root path=usr

次の終了ステータスが返されます。

0 コマンドが成功しました。

1 エラーが発生した。

2 無効なコマンド行オプションが指定された。

99 予期しない例外が発生しました。

次の属性については、attributes(5)を参照してください。

終了ステータス

属性

pkgmerge(1)
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属性タイプ 属性値

使用条件 package/pkg

インタフェースの安定性 不確実

pkgrepo(1)、pkg(5)

http://hub.opensolaris.org/bin/view/Project+pkg/

関連項目

pkgmerge(1)
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pkgmogrify – Image Packaging Systemマニフェスト変換ツール

/usr/bin/pkgmogrify [-vi] [-I includedir ...]

[-D macro=value ...] [-O outputfile]
[-P printfile] [inputfile ...]

pkgmogrifyは、パッケージマニフェストのプログラムによる編集を可能にして、ソ
フトウェアの構築やパッケージの公開を自動化するときに必要な標準的な変換を簡
略化します。

pkgmogrifyは、次の機能を提供します。

■ マクロ置換。単一のマニフェストを各種アーキテクチャーやプラットフォーム
間で簡単に共有できます。

■ ほかのマニフェスト、または標準のコンポーネントや変換などのマニフェスト
フラグメントの取り込み。

■ パッケージアクションの変換。アクション属性の変更、削除、または追加が含
まれます。

サポートしているオプションは、次のとおりです。

-D name=value
nameを値 valueとともにマクロとして定義します。マクロは、入力ファイル内で
$(macro)として指定されます。置換は、それ以上の変換が見つからなくなるま
で繰り返されます。一般的な語法には次のものがあります。

■ 行の先頭にあるアーキテクチャー固有のタグを使用した、ほかのアーキテク
チャー上のマニフェスト内の行の除外。

$(sparc_ONLY)file ...

SPARCアーキテクチャーを処理する場合、このマクロは空の文字列に設定さ
れます。ほかのアーキテクチャーを処理する場合、このマクロはコマンド行
で #に設定されるため、このアクションが現在のアーキテクチャー上のマニ
フェストから除外されます。

■ パス名のプラットフォーム固有の部分の指定。実行可能ファイルおよびライ
ブラリのための 64ビットアーキテクチャーディレクトリの名前などがありま
す。

file NOHASH path=usr/bin/$(ARCH64)/cputrack ...

これらのマクロは、コマンド行で目的の値に設定するようにしてくださ
い。定義済みのマクロ値は存在しません。

-I include_directory
指定されたディレクトリを、コマンド行で指定されたファイルと、埋め込みのイ
ンクルード指令の両方の検索パスに追加します。

名前

形式

機能説明

オプション

pkgmogrify(1)
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-O outputfile
マニフェスト出力を指定されたファイルに書き込みます。このファイルは、エ
ラーが発生した場合や、変換指令によって強制的な中止操作が実行された場合は
書き込まれません。デフォルトでは、マニフェスト出力は標準出力に書き込まれ
ます。

-P printfile
変換指令の出力操作から得られた出力を指定されたファイルに書き込みます。こ
のファイルは、エラーが発生した場合や、変換指令によって強制的な中止操作が
実行された場合は書き込まれません。デフォルトでは、この出力は標準出力に書
き込まれます。

-i

ファイル内のインクルード指令を無視します。コマンド行 (または標準入力)で
指定されたファイルのみが処理されます。

-v

出力マニフェストに変換の効果を示すコメントを書き込みます。この情報がデ
バッグに役立つことがあります。

--help or -?
使用方法に関するメッセージを表示します。

マニフェストファイルでは、インクルード指令と変換指令という 2つのタイプの指
令がサポートされています。

インクルード指令の形式は次のとおりです。

<include file>

この指令により、pkgmogrifyは fileという名前のファイルを、最初に現在の
ディレクトリで、次に -Iオプションで指定されたディレクトリで検索します。見
つかった場合は、ファイルの内容がマニフェストの、この指令が置かれている場所
に挿入されます。見つからなかった場合、pkgmogrifyはエラーで終了します。

変換指令の形式は次のとおりです。

<transform matching-criteria -> operation>

これらの指令は、すべての入力がメモリー内に読み取られるまで累積されたあ
と、各指令が検出された順序でアクションに適用されます。

一致条件の形式は次のとおりです。

[action-type ... ] [attribute=<value-regexp> ...]

指定された action-typesのいずれかが一致する必要があります。指定された attributes
のすべてが一致する必要があります。使用されている正規表現の構文は Pythonの
構文です。Python正規表現の構文については、コマンド pydoc reを使用する
か、または http://docs.python.org/dev/howto/regex.htmlにあるより完全なド

埋め込みの指令

pkgmogrify(1)
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キュメントを参照してください。正規表現は先頭に固定され、末尾には固定されま
せん。そのため、ファイルを拡張子で照合する正規表現には先頭に .*を含める必
要があり、さらに末尾には $を含めるようにしてください。

複数の条件をスペースで区切って指定できます。

次の操作が使用できます。

add 属性に値を追加します。この操作は 2つの引数を取ります。最初の引数
は属性の名前であり、2番目の引数は値です。

default 属性の値がまだ存在しない場合は、その値を設定します。この操作は
add操作と同じく 2つの引数を取ります。

delete 属性値を削除します。この操作は 2つの引数を取ります。最初の引数は
属性の名前です。2番目の引数は、削除される属性値を照合するための
正規表現です。アクションを照合するために使用される正規表現とは異
なり、この表現は固定されません。

drop このアクションを破棄します。

edit アクションの属性を変更します。この操作には 3つの引数を指定しま
す。最初の引数は属性の名前であり、2番目の引数は属性値を照合する
ための正規表現です。3番目の引数は、正規表現で一致した値の部分に
置き換えられる置換文字列です。アクションを照合するために使用され
る正規表現とは異なり、この表現は固定されません。正規表現でグ
ループが定義されている場合は、置換文字列内で通常の正規表現の後方
参照 (形式は \1、\2など)を使用できます。

emit マニフェスト出力ストリームに行を出力します。これは、有効なアク
ション文字列、空 (空行が生成されます)、またはコメント (#のあとに
任意のテキストが続きます)である必要があります。

exit マニフェスト処理を終了します。マニフェストは出力されず、print操
作は適用されません。引数が 1つ指定されている場合、その引数は整数
である必要があり、終了コードとして使用されます。デフォルト値は 0
です。引数が 2つ指定されている場合、最初の引数は終了コードであ
り、2番目の引数は標準エラー出力に出力されるメッセージです。

print -Pで指定された出力ファイルにメッセージを出力します。

set 属性の値を設定します。この操作は add操作と同じく 2つの引数を取り
ます。

deleteと dropを除くすべての操作は、出力ストリームにその内容が出力される (省
略可能である可能性がある)引数を取ります。これらの文字列には、3種類の特殊な
トークンを含めることができます。これらのトークンにより、各アクションの固定
された変換に基づかない情報を出力に含めることが可能になります。

pkgmogrify(1)
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最初の種類の置換を使用すると、パーセント記号に続けて属性の名前を丸括弧に入
れて指定することによって、操作で現在のアクションの属性の値を参照できま
す。たとえば、%(alias)は、アクションの alias属性の値を参照します。

いくつかの合成属性が存在します。次の 2つは pkgmogrifyに固有です

■ pkg.manifest.filenameは、アクションが見つかったファイルの名前を参照しま
す。

■ pkg.manifest.linenoは、アクションが見つかった行を参照します。

次の 3つの合成属性は、pkg(1)で使用されるものに似ています。

■ action.hashは、アクションにペイロードが含まれている場合、そのアクション
のハッシュ値を参照します。ペイロードを含むアクションの場合、set操作
は、action.hash属性を操作することによってアクションのハッシュを変更でき
ます。

■ action.keyは、キー属性の値を参照します。
■ action.nameは、アクションタイプの名前を参照します。

値を要求された属性が存在しない場合、pkgmogrifyはエラーで終了します。エ
ラーで終了することを回避するには、属性名のあとに ;notfound=と、属性値の代わ
りに置換する値を指定します。たとえば、%(alias;notfound=’no alias’)は、属性
aliasの値が存在する場合はその値を出力し、それ以外の場合は no aliasを出力し
ます。

値を要求された属性が複数値の場合は、各値がスペースで区切られて出力されま
す。notfoundトークンと同様に、トークン prefix、suffix、および sepを使用して
この動作を変更できます。prefixで指定された文字列は各値の先頭に追加さ
れ、suffixで指定された文字列は各値の末尾に追加され、sepはある値の接尾辞と
その次の値の接頭辞の間に配置されます。

アクション属性と同様に、pkgmogrify指令では %{pkg.fmri}のように、丸括弧の代
わりに中括弧を使用してパッケージ属性を参照できます。変換指令が適用される時
点で、この属性は setアクションで定義されている必要があります。そうしない
と、この属性は上で説明した notfoundとして扱われます。処理が、パッケージを
記述しているマニフェストファイルの最後に達すると、属性は次のパッケージのた
めにクリアーされます。

これは、パッケージ属性をアクション属性であるかのように参照するためだけでな
く、これらの属性を照合したり、一時的に変更したりするためにも有効です。した
がって、これらの状況では、合成アクション名 pkgを (pkgmogrifyのコンテキスト
でのみ)使用できます。

pkgmogrifyがコマンド行で指定されたマニフェストの読み取りを完了し、そのマニ
フェストで pkg.fmriパッケージ属性が定義されている場合、pkgmogrifyはこの合成

pkgmogrify(1)
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アクション pkgを作成します。属性はパッケージの属性になります。その
後、<transform>指令は、ほかのアクションタイプと同様に、このアクションに照
合できます。

pkgアクションに対する操作は、メモリー内でのみ実行されるために、出力された
マニフェストに直接影響を与えないという点で特殊です。たとえ
ば、add、default、または set操作を使用して pkgアクションに属性を設定しよう
としても、照合するほかの <transform>指令では使用可能であるにもかかわら
ず、setアクションがマニフェストに追加されません。pkgアクションに対して
emitを実行しようとすると、エラーが発生します。パッケージ属性を追加するに
は、代わりに setアクションに対して emitを実行します。

3番目の種類の置換は後方参照です。この置換は edit操作で使用可能なものとは異
なり、->の左側にある変換一致に列挙されているグループへの参照です。これら
は、一致条件にある順序で、%<1>、%<2>などによって指定されます。

処理の順序は次のとおりです。

1. 入力ファイルから行が読み取られます。
2. マクロが適用されます。
3. <include ...>および <transform>指令が処理されることにより、追加のファイ
ルが検出され、読み取られます。

4. すべての入力が累積されたあと、入力内の各行がアクションに変換され、すべ
ての変換が適用されます。

5. 処理が正常に完了すると、出力が書き込まれます。

例 1 SMFマニフェストにタグを追加する

サービス管理機能 (SMF)マニフェストにタグを追加して、パッケージがライブシス
テムにインストールされたときにこれらのマニフェストがインポートされるように
します。

<transform file path=(var|lib)/svc/manifest/.*\.xml -> \

add restart_fmri svc:/system/manifest-import:default>

例 2 ファイルを移動する

ファイルを usr/sfw/binから usr/binに移動します。

<transform file -> edit path usr/sfw/bin usr/bin>

例 3 リブートの必要性を指定する

reboot-neededタグを、/kernelの下にある、.confファイル以外のファイルに追加
します。この例では、入力ファイルに存在する順序で各アクションに変換が適用さ
れることを利用しています。

使用例
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例 3 リブートの必要性を指定する (続き)

<transform file path=kernel/.* -> set reboot-needed true>

<transform file path=kernel/.*\.conf -> delete reboot-needed .*>

これはまた、正規表現を使用した 1つの変換規則でも実行できます。

例 4 FMRI属性を依存アクションに変換する

パッケージ属性 pkg.fmriを incorporationの一部になるように dependアクションに
変換します。

<transform set name=pkg.fmri -> \

emit depend type=incorporate fmri=%(value)>

<transform set name=pkg.fmri -> drop>

例 5 バグ番号のリストを出力する

引用符で囲まれた、接頭辞付きのバグ番号のコンマ区切りリストを出力します。

set name=bugs value=12345 value=54321 value=13579 value=97531

<transform set name=bugs -> \

print %(value;sep=",";prefix="bug=’";suffix="’")>

例 6 欠落した属性を許可する

属性がない場合でも、安全にメッセージを出力します。

<transform driver -> print Found aliases: %(alias;notfound=<none>)>

例 7 デフォルト値を設定する

所有者、グループ、およびアクセス権のデフォルト値を設定します。

<transform file dir -> default owner root>

<transform file dir -> default group bin>

<transform file -> default mode 0444>

<transform dir -> default mode 0755>

例 8 廃止としてマークされていないパッケージに依存関係を追加する

廃止としてマークされていないすべてのパッケージについて、そのパッケージを提
供する統合のための incorporationへの依存関係を追加します。この一連の変換
は、マニフェストが読み取られたあとに実行される必要があります。そうしない
と、依存関係が常に出力されます。pkgアクションの変更には永続的な効果がない
ため、pkg.obsolete=falseに一致する属性をクリーンアップする必要はありませ
ん。

<transform pkg -> default pkg.obsolete false>

<transform pkg pkg.obsolete=false -> emit depend \

fmri=consolidation/$(CONS)/$(CONS)-incorporation type=require>

pkgmogrify(1)
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例 9 エラーが検出された場合は終了してメッセージを出力する

廃止された属性がマニフェスト内に検出された場合は、エラーメッセージを出力し
ます。

<transform file dir link hardlink opensolaris.zone=.* -> \

exit 1 The opensolaris.zone attribute is obsolete.>

例 10 適切なロケールファセットを設定する

対象のパス名に適したロケールファセットを設定します。

<transform dir file link hardlink path=.*/locale/([^/]+).* -> \

default facet.locale.%<1> true>

次の終了ステータスが返されます。

0 すべてが動作しました。

1 予期しない不具合が発生しました。

2 無効なコマンド行オプションが指定された。

99 予期しない処理エラー。

/usr/share/pkg/transforms このディレクトリには、ファセット、アク
チュエータ、およびその他の属性を設定するために
役立つ変換を含むファイルが入っています。

次の属性については、attributes(5)を参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 package/pkg

インタフェースの安定性 不確実

pkg(1)、pkg(5)

http://hub.opensolaris.org/bin/view/Project+pkg/

終了ステータス

ファイル

属性

関連項目

pkgmogrify(1)
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pkgrecv – Image Packaging System内容取得ユーティリティー

/usr/bin/pkgrecv [-s src_uri] [-a] [-d (path|dest_uri)]
[-c cache_dir] [-kr] [-m match] [-n] [--raw]

[--key keyfile --cert certfile] (fmri|pattern) ...

/usr/bin/pkgrecv [-s src_uri] --newest

pkgrecvを使用すると、ユーザーは pkg(5)リポジトリまたはパッケージアーカイブ
からパッケージを取得できます。また、pkgrecvはオプションで、取得された
パッケージを別のパッケージリポジトリに再公開したり、アーカイブしたりするこ
ともできます。デフォルトでは、パッケージは pkg(1)、pkg.depotd(1M)、および
パッケージ公開ツールでの使用に適したパッケージリポジトリ形式で取得されま
す。

pkgrecv操作後に、リポジトリに対して pkgrepo refreshまたは pkgrepo rebuildを
実行し、検索インデックスを構築します。

サポートしているオプションは、次のとおりです。

-a 取得されたパッケージデータを、-dで指定された場所にある
pkg(5)アーカイブ内に格納します。このファイルがすでに存在し
ていてはいけません。このオプションは、ファイルシステム
ベースの出力先の場合にのみ使用できます。必須ではありません
が、.p5pのファイル拡張子 (たとえば、archive.p5p)を使用する
ことを強くお勧めします。このオプションを --rawと組み合わせ
ることはできません。

-c cache_dir ダウンロードされた内容をキャッシュするために使用される
ディレクトリのパス。このディレクトリが指定されていない場合
は、クライアントによってキャッシュディレクトリが自動的に選
択されます。ダウンロードが中断されたとき
に、キャッシュディレクトリが自動的に選択されていた場合
は、このオプションを使用してダウンロードを再開します。一時
的なデータストレージに使用される場所を設定する方法について
の詳細は、下の「環境変数」のセクションを参照してください。

-d path_or_uri パッケージを再公開する先のターゲットのファイルシステムのパ
スまたはURI。-aが指定されている場合、ターゲットはまだ存在
しない新しいパッケージアーカイブです。指定されていない場
合、ターゲットはすでに存在するパッケージリポジトリである必
要があります。新しいリポジトリは、pkgrepo(1)を使用して作成
できます。

-h 使用方法に関するメッセージを表示します。

-k 取得されたパッケージの内容を圧縮されたままにします。このオ
プションは、再公開時には無視されます。圧縮されたパッケージ
の内容を pkgsend(1)で使用しないようにしてください。

名前

形式

機能説明

オプション

pkgrecv(1)
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-m match 次の値を使用して、マッチング動作を制御します。

all-timestamps 最新のタイムスタンプだけでなく、一致する
すべてのタイムスタンプを含めます
(all-versionsが暗黙的に指定されます)。

all-versions 最新のバージョンだけでなく、一致するすべ
てのバージョンを含めます。

-n 変更を行うことなく、試験実行を行います。

-r 提供されたパッケージリストのすべての依存関係を再帰的に取得
します。

-s src_repo_uri パッケージデータ受信先の pkg(5)リポジトリまたはパッケージ
アーカイブの場所を表すURI。

--cert file HTTPSリポジトリからのパッケージ取得に使用するクライアント
SSL証明書ファイルを指定します。

--key file HTTPSリポジトリからのパッケージ取得に使用するクライアント
SSLキーファイルを指定します。

--newest 指定されたリポジトリから使用可能な最新バージョンの
パッケージを一覧表示し、終了します (-sを除くその他のオプ
ションはすべて無視されます)。

--raw rawパッケージデータを取得し、-dで指定された場所に、幹およ
びバージョンごとの一連のディレクトリ構造内に格納します。こ
のオプションは、ファイルシステムベースの出力先の場合にのみ
使用できます。このパッケージデータを使用すると、一般には
ファイルの内容を修正するか、または追加のパッケージメタ
データを提供することによって、パッケージを便利に変更して再
公開することができます。このオプションを -aと組み合わせる
ことはできません。

例 1 最新のパッケージを一覧表示する

testという名前のシステム上のリポジトリから使用可能な最新のパッケージを一覧
表示します。

$ pkgrecv -s http://test --newest

pkg://solaris/system/library/c++-runtime@0.5.11,5.11-0.174.0.0.0.0.0:20110921T190358Z

pkg://solaris/system/library/freetype-2@2.4.8,5.11-0.175.1.0.0.7.1234:20120109T215840Z

pkg://solaris/system/library/math@0.5.11,5.11-0.174.0.0.0.0.0:20110921T190432Z

例 2 rawパッケージデータを取得する

例 1から c++-runtimeパッケージを pkgsend publishで使用するために適した形式で
受け取ります。

使用例

pkgrecv(1)
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例 2 rawパッケージデータを取得する (続き)

$ pkgrecv -s http://test \

-d /local/repo --raw \

c++-runtime@0.5.11,5.11-0.174.0.0.0.0.0:20110921T190358Z

Processing packages for publisher solaris ...

Retrieving and evaluating 1 package(s)...

PROCESS ITEMS GET (MB) SEND (MB)

Completed 1/1 3.5/3.5 0.0/0.0

$ ls /local/repo

pkg5.repository publisher system%2Flibrary%2Fc%2B%2B-runtime

例 3 システムから依存関係を取得する

testという名前のシステムから、パッケージ editor/vimとそのすべての依存関係
を受け取ります。

$ pkgrecv -s http://test -d /local/repo -r editor/vim

例 4 すべてのバージョンを取得する

testという名前のシステムから、パッケージ editor/vimのすべてのバージョンを
受け取ります。

$ pkgrecv -s http://test -d /local/repo -m all-versions editor/vim

Processing packages for publisher solaris ...

Retrieving and evaluating 2 package(s)...

PROCESS ITEMS GET (MB) SEND(MB)

Completed 2/2 16.7/16.7 44.9/44.9

例 5 すべてのバージョンを取得し、リモートから再公開する

testという名前のシステムから、パッケージ library/zlibのすべてのバージョン
を受け取り、それを remoteという名前のシステム上のリモートリポジトリに再公
開します。

$ pkgrecv -s http://test -d http://remote:10000 -m all-versions library/zlib

例 6 リポジトリから依存関係を取得する

/export/repoにあるリポジトリから、パッケージ editor/gnu-emacsとそのすべての
依存関係を受け取ります。

$ pkgrecv -s /export/repo -d /local/repo -r editor/gnu-emacs

例 7 追加のパッケージを取得する

http://example.com:10000にあるリポジトリから、まだ存在しないすべての
パッケージを受信します。

$ pkgrecv -s http://example.com:10000 -d /my/pkg/repo ’*’

pkgrecv(1)
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例 8 パッケージアーカイブを作成する

http://example.com:10000にあるリポジトリから、パッケージ editor/gnu-emacsと
そのすべての依存関係を含むパッケージアーカイブを作成します。

$ pkgrecv -s http://example.com:10000 -d /my/emacs.p5p -a -r editor/gnu-emacs

例 9 パッケージをアーカイブからリポジトリにコピーする

パッケージアーカイブ内のすべてのパッケージを /export/repoにある既存のリポジ
トリにコピーします。

$ pkgrecv -s /my/archive.p5p -d /export/repo ’*’

次の環境変数がサポートされています。

PKG_DEST 取得されたパッケージを保存する先のディレクトリのパス、または
パッケージがコピーされるリポジトリまたはパッケージアーカイブの
ファイルシステムのパスまたはURI。

PKG_SRC パッケージ取得先の pkg(5)リポジトリまたはパッケージアーカイブの
場所を表すURIまたはファイルシステムのパス。

TMPDIR プログラム実行中に一時データが格納されるディレクトリの絶対パ
ス。設定されていない場合、一時データはデフォルトで /var/tmpに格
納されます。

次の終了ステータスが返されます。

0 コマンドが成功しました。

1 エラーが発生した。

2 無効なコマンド行オプションが指定された。

3 複数の操作が要求されましたが、それらの一部のみが成功しました。

99 予期しない例外が発生しました。

次の属性については、attributes(5)を参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 package/pkg

インタフェースの安定性 不確実

pkgrepo(1)、pkgsend(1)、pkg(5)

http://hub.opensolaris.org/bin/view/Project+pkg/

環境変数

終了ステータス

属性

関連項目

pkgrecv(1)
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pkgrepo – Image Packaging Systemリポジトリ管理ユーティリティー

/usr/bin/pkgrepo create [--version ver] uri_or_path

/usr/bin/pkgrepo add-publisher -s repo_uri_or_path publisher ...

/usr/bin/pkgrepo get [-F format] [-p publisher ...]

-s repo_uri_or_path [section/property ...]

/usr/bin/pkgrepo info [-F format] [-H] [-p publisher ...]

-s repo_uri_or_path

/usr/bin/pkgrepo list [-F format] [-H] [-p publisher ...]

-s repo_uri_or_path [pkg_fmri_pattern ...]

/usr/bin/pkgrepo rebuild [-p publisher ...]

-s repo_uri_or_path [--no-catalog] [--no-index]

/usr/bin/pkgrepo refresh [-p publisher ...]

-s repo_uri_or_path [--no-catalog] [--no-index]

/usr/bin/pkgrepo remove [-n] [-p publisher ...]

-s repo_uri_or_path pkg_fmri_pattern ...

/usr/bin/pkgrepo set [-p publisher] -s repo_uri_or_path
section/property=[value] ... or

section/property=([value]) ...

/usr/bin/pkgrepo help

/usr/bin/pkgrepo version

pkgrepoを使用すると、pkg(5)パッケージリポジトリの作成および管理を行うこと
ができます。パッケージリポジトリは、pkg(1)や、pkgsend(1)または pkgrecv(1)な
どの公開クライアントがパッケージデータを格納したり取得したりできるようにす
るための、定義済みの一連のディレクトリおよびファイルです。さら
に、パッケージリポジトリへのネットワークベースのアクセスが必要な場
合、pkg.depotd(1m)は、クライアントにパッケージデータを格納したり取得したり
するためのリポジトリへのアクセスを提供できます。

サポートしているオプションは、次のとおりです。

--help or -? 使用方法に関するメッセージを表示します。

サポートされているサブコマンドは次のとおりです。

create [--version ver] uri_or_path
指定された場所に pkg(5)リポジトリを作成します。

このサブコマンドは、ファイルシステムベースのリポジトリでのみ使用できま
す。

名前

形式

機能説明

オプション

サブコマンド

pkgrepo(1)
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--versionが指定されている場合は、指定されたバージョンと互換性がある形式
でリポジトリを作成します。デフォルトでは、バージョン 4のリポジトリが作成
されます。サポートされるバージョンは次のとおりです。

3 1つのパブリッシャー、カタログバージョン 1、および検索
バージョン 1でのパッケージの格納をサポートします。

4 複数のパブリッシャー、カタログバージョン 1、および検索
バージョン 1でのパッケージの格納をサポートします。

add-publisher -s repo_uri_or_path publisher ...

指定されたパブリッシャーをリポジトリに追加します。新しいパブリッシャーに
パッケージや内容は含まれていません。

このサブコマンドは、バージョン 4のファイルシステムベースのリポジトリでの
み使用できます。

get [-F format] [-p publisher ...] -s repo_uri_or_path [section/property ...]

リポジトリまたはそのパブリッシャーのプロパティー情報を表示します。

デフォルトでは、各プロパティーとその値が個別の行に出力されます。空の
ASCII文字列値は、二重引用符 ("")のペアで表されます。ASCII文字列値内の次
の Bourneシェルのメタキャラクタと、改行、スペース、およびタブは、バック
スラッシュ文字 (\)でエスケープする必要があります。

; & ( ) | ^ < > \ " ’ ‘

「使用例」のセクションを参照してください。

指定できるプロパティーのリスト、および各プロパティーの目的と値について
は、下の setサブコマンドを参照してください。

-Fが指定されている場合は、代替の出力形式を指定します。formatの値は、tsv

(Tab Separated Values)、json (単一行としての JavaScript Object Notation)、または
json-formatted (読みやすい形式にされた JavaScript Object Notation)にできます。

-Hが指定されている場合は、リストのヘッダーを省略します。

-pが指定されている場合は、指定されたパブリッシャーのプロパティー情報を
表示します。特殊な値 allにより、すべてのパブリッシャーのプロパティーが表
示されます。このオプションは複数回指定できます。

-sが指定されている場合は、指定されたURIまたはファイルシステムのパスに
あるリポジトリを操作します。

info [-F format] [-H] [-p publisher ...] - s repo_uri_or_path
リポジトリで認識されているパッケージパブリッシャーのリストを表示しま
す。このリストには、パブリッシャーごとのパッケージの数、パブリッシャーの
パッケージデータが最後に更新された日時、およびパブリッシャーのパッケージ
データのステータス (現在処理されているかどうかなど)が含まれます。

pkgrepo(1)
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-Fが指定されている場合は、代替の出力形式を指定します。formatの値は、tsv

(Tab Separated Values)、json (単一行としての JavaScript Object Notation)、または
json-formatted (読みやすい形式にされた JavaScript Object Notation)にできます。

-Hが指定されている場合は、リストのヘッダーを省略します。

-pが指定されている場合は、指定されたパブリッシャーのデータのみが表示さ
れます。指定されていない場合は、すべてのパブリッシャーのデータが表示され
ます。このオプションは複数回指定できます。

-sが指定されている場合は、指定されたURIまたはファイルシステムのパスに
あるリポジトリを操作します。

list [-F format] [-H] [-p publisher ...] - s repo_uri_or_path [pkg_fmri_pattern ...]

指定された pkg_fmri_patternにマッチする repo_uri_or_pathリポジトリの
パッケージを一覧表示します。パターンが指定されない場合、リポジトリのすべ
てのパッケージが一覧表示されます。

デフォルトの出力では、最初の列にパッケージのパブリッシャーの名前が含まれ
ます。2番目の列にはパッケージの名前が含まれます。3番目の列に
は、パッケージのステータスを示すフラグが含まれます。ステータス列の oの値
は、パッケージが廃止されていることを示します。ステータス列の rの値
は、パッケージの名前が変更されたことを示します (廃止の形態の 1つです)。4
番目の列には、パッケージのリリースおよびブランチのバージョンが含まれま
す。リリースバージョンとブランチバージョンについては、pkg(5)を参照してく
ださい。

-Fが指定されている場合は、代替の出力形式を指定します。formatの値は、tsv

(Tab Separated Values)、json (単一行としての JavaScript Object Notation)、または
json-formatted (読みやすい形式にされた JavaScript Object Notation)にできます。

-Hが指定されている場合は、リストのヘッダーを省略します。

-pが指定されている場合は、指定されたパブリッシャーのパッケージのみが表
示されます。指定されていない場合は、すべてのパブリッシャーのパッケージが
表示されます。このオプションは複数回指定できます。

-sが指定されている場合は、指定されたURIまたはファイルシステムのパスに
あるリポジトリを操作します。

rebuild [-p publisher ...] - s repo_uri_or_path [--no-catalog] [--no-index]

リポジトリ内に見つかったすべてのカタログ、検索、およびその他の
キャッシュされた情報を破棄し、それをリポジトリの現在の内容に基づいて再作
成します。

-pが指定されている場合は、指定されたパブリッシャーについてのみ操作を実
行します。指定されていない場合や、特殊な値 allが指定されている場合は、す
べてのパブリッシャーについて操作が実行されます。このオプションは複数回指
定できます。

pkgrepo(1)
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-sが指定されている場合は、指定されたURIまたはファイルシステムのパスに
あるリポジトリを操作します。

--no-catalogが指定されている場合は、パッケージデータを再構築しません。

--no-indexが指定されている場合は、検索インデックスを再構築しません。

refresh [-p publisher ...] - s repo_uri_or_path [--no-catalog] [--no-index]

リポジトリ内に見つかった新しいパッケージをすべてカタログ化し、すべての検
索インデックスを更新します。これは、遅延公開 (pkgsendの --no-catalogまた
は --no-indexオプション)で使用されることを目的にしています。

-pが指定されている場合は、指定されたパブリッシャーについてのみ操作を実
行します。指定されていない場合や、特殊な値 allが指定されている場合は、す
べてのパブリッシャーについて操作が実行されます。このオプションは複数回指
定できます。

-sが指定されている場合は、指定されたURIまたはファイルシステムのパスに
あるリポジトリを操作します。

--no-catalogが指定されている場合は、新しいパッケージを追加しません。

--no-indexが指定されている場合は、検索インデックスを更新しません。

remove [-n] [-p publisher ...] -s repo_uri_or_path pkg_fmri_pattern ...

リポジトリから、指定されたパターンに一致するパッケージを削除します。これ
らのパッケージが参照している、ほかのどのパッケージでも使用されていないす
べてのファイルも削除されます。

注 –関連するパブリッシャーのすべての検索インデックスデータが削除されま
す。

このサブコマンドは、ファイルシステムベースのリポジトリでのみ使用できま
す。

注意 –この操作は元に戻せません。また、ほかのクライアントがそのリポジトリ
にアクセスしている間に使用すべきではありません。使用すると、それらのクラ
イアントが取得操作中に失敗する可能性があります。

-nを指定すると、パッケージの変更は行わずに試しに操作を実行します。終了
する前に、削除されるパッケージのリストが表示されます。

-pが指定されている場合は、指定されたパブリッシャーの一致するパッケージ
のみを削除します。指定されていない場合は、すべてのパブリッシャーの一致す
るパッケージがすべて削除されます。このオプションは複数回指定できます。

-sが指定されている場合は、指定されたURIまたはファイルシステムのパスに
あるリポジトリを操作します。

pkgrepo(1)
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set [-p publisher] - s repo_uri_or_path section/property =[value] ... or

section/property =([value]) ...

リポジトリまたはパブリッシャーの指定されたプロパティーの値を設定します。

このサブコマンドは、ファイルシステムベースのリポジトリでのみ使用できま
す。

-pが指定されている場合は、指定されたパブリッシャーのプロパティーデータ
のみを設定します。パブリッシャーがまだ存在しない場合は、追加されます。特
殊な値 allを使用すると、すべてのパブリッシャーのプロパティーを設定できま
す。

-sが指定されている場合は、指定されたURIまたはファイルシステムのパスに
あるリポジトリを操作します。

プロパティーと値は、次のいずれかの形式を使用して指定できます。

section/property= プロパティー値をクリアーします。

section/property= value プロパティー値を指定された値に置き
換えます。

section/property=( value1 value2 valueN) プロパティー値を値のリストに置き換
えます。

リポジトリバージョン 3および 4の場合は、リポジトリの次のプロパティーを設
定できます。

publisher/prefix デフォルトのパブリッシャーの名前を表す文字列。最初の
文字は a-z、A-Z、または 0-9である必要があります。文字
列の残りの部分には、文字 0-9、-、.、a-z、およびA-Zのみ
を含めることができます。この値は、複数の発行元の
パッケージが存在するか、パッケージがリポジトリに公開
され、発行元が指定されていない場合に、使用するべき発
行元を示します。

リポジトリバージョン 3および 4の場合は、リポジトリ内の個々のパブ
リッシャーの次のプロパティーを設定できます。

publisher/alias リポジトリの構成データを使用してパブ
リッシャーを追加するときにクライアントが使
用すべきデフォルトの別名を表す文字列。最初
の文字は a-z、A-Z、または 0-9である必要があ
ります。文字列の残りの部分には、文字
0-9、-、.、a-z、およびA-Zのみを含めることが
できます。
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repository/collection_type このリポジトリで提供されるパッケージのタイ
プを示す値 coreまたは supplementalを持つこ
とができます。

coreタイプは、このリポジトリにはリポジトリ
内のパッケージによって宣言されたすべての依
存関係が含まれていることを示します。coreタ
イプは主に、オペレーティングシステムリポジ
トリに使用されます。

supplementalタイプは、このリポジトリに
は、別のリポジトリ内に配置されている
パッケージに依存するか、またはそれらの
パッケージとともに使用されるための
パッケージが含まれていることを示します。

repository/description リポジトリの目的と内容を説明した標準テキス
トの段落。

repository/detailed_url リポジトリに関する追加情報を提供するド
キュメント (Webページなど)の場所を表す
URI。

repository/legal_uris リポジトリに関する追加の使用条件情報を提供
するドキュメントの場所 (URI)のリスト。

repository/mirrors リポジトリのパッケージ内容のコピーを含む
が、パッケージのメタデータは含まないリポジ
トリの場所 (URI)のリスト。

repository/name リポジトリの名前を含む標準テキスト文字列。

repository/origins リポジトリのパッケージのメタデータと内容の
完全なコピーを含むリポジトリの場所 (URI)の
リスト。

repository/refresh_seconds クライアントが、更新されたパッケージデータ
があるかどうかを調べるためにリポジトリを
チェックする際に、各更新チェックのあとに待
つべき秒数を表す整数値。

repository/registration_uri リポジトリへのアクセスのための資格を取得す
るために使用する必要のあるリソースの場所を
表すURI。この 1つの例に、登録Webページが
あります。

repository/related_uris ユーザーが関心を持っている可能性がある
パッケージを含むリポジトリの場所 (URI)のリ
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スト。

ここでは文書化されていないが、getサブコマンドの出力に一覧表示されるプロ
パティーは内部使用のために予約されているため、設定しないようにしてくださ
い。

version

pkg(5)システムのバージョンを識別する一意の文字列を表示します。version操
作によって生成される値はソート可能ではないため、等しいかどうかを超えて安
全に比較することはできません。

例 1 パッケージリポジトリを作成する

$ pkgrepo create /my/repository

例 2 情報を表示する

パブリッシャーのサマリーと、リポジトリ内のパッケージの数を表示します。

$ pkgrepo info -s /my/repository

PUBLISHER PACKAGES STATUS UPDATED

example.com 5 online 2011-07-22T18:09:09.769106Z

$ pkgrepo info -s http://pkg.oracle.com/solaris/release/

PUBLISHER PACKAGES STATUS UPDATED

solaris 3941 online 2010-11-12T19:24:25.967246Z

例 3 カタログと検索データを再構築する

リポジトリのカタログと検索データを再構築します。

$ pkgrepo rebuild -s /my/repository

例 4 カタログと検索データを再表示する

リポジトリのカタログと検索データを再表示します。

$ pkgrepo refresh -s /my/repository

$ pkgrepo refresh -s http://example.com/repository

例 5 すべてのリポジトリプロパティーを表示する

$ pkgrepo get -s /my/repository

SECTION PROPERTY VALUE

publisher prefix ""
repository version 4

$ pkgrepo get -s http://pkg.oracle.com/solaris/release/

SECTION PROPERTY VALUE

publisher prefix solaris

repository version 4

使用例
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例 6 すべてのパブリッシャープロパティーを表示する

$ pkgrepo get -s http://pkg.oracle.com/solaris/release/ -p all

PUBLISHER SECTION PROPERTY VALUE

solaris publisher alias

solaris publisher prefix solaris

solaris repository collection-type core

solaris repository description This\ repository\ serves\ the\ Oracle\

Solaris\ 11\ Package\ repository.

solaris repository legal-uris ()

solaris repository mirrors (http://pkg-cdn1.oracle.com/solaris.release/)

solaris repository name Oracle\ Solaris\ 11\ Package\ Repository

solaris repository origins ()

solaris repository refresh-seconds

solaris repository registration-uri ""
solaris repository related-uris ()

例 7 デフォルトのパブリッシャーを設定する

$ pkgrepo set -s /my/repository publisher/prefix=example.com

例 8 パブリッシャープロパティーを設定する

$ pkgrepo set -s /my/repository -p example.com \

repository/origins=http://example.com/repository

例 9 新しいパブリッシャーをリポジトリに追加する

$ pkgrepo add-publisher -s /my/repository example.com

次の終了ステータスが返されます。

0 コマンドが成功しました。

1 エラーが発生した。

2 無効なコマンド行オプションが指定された。

3 複数の操作が要求されましたが、それらの一部のみが成功しました。

4 変更は行われませんでした。処理がありません。

99 予期しない例外が発生しました。

次の属性については、attributes(5)を参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 package/pkg

インタフェースの安定性 不確実

終了ステータス

属性

pkgrepo(1)
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pkg(1)、pkgrecv(1)、pkgsend(1)、pkg.depotd(1m)、pkg(5)

http://hub.opensolaris.org/bin/view/Project+pkg/

関連項目
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pkgsend – Image Packaging Systemの公開クライアント

/usr/bin/pkgsend [options] command [cmd_options] [operands]

/usr/bin/pkgsend generate [-T pattern] [--target file]
source ...

/usr/bin/pkgsend publish [-b bundle ...] [-d source ...]

[-s repo_uri_or_path] [-T pattern] [--no-catalog]

[manifest ...]

pkgsendでは、パッケージのマニフェストを使用して、新しいパッケージと新しい
パッケージのバージョンをイメージパッケージングリポジトリに公開できます。リ
ポジトリを作成または管理するには、pkgrepo(1)を参照してください。既存のリポ
ジトリ内でパッケージからパッケージアーカイブを作成するには、pkgrecv(1)を参
照してください。パッケージのマニフェストの詳細は、pkg(5)を参照してくださ
い。

pkgsend操作後に、リポジトリに対して pkgrepo refreshまたは pkgrepo rebuildを
実行し、検索インデックスを構築します。

サポートしているオプションは、次のとおりです。

--help or -? 使用方法に関するメッセージを表示します。

サポートされているサブコマンドは次のとおりです。

generate [-T pattern] [--target file] source ...

各 source (SVR4パッケージ、ディレクトリ、tarファイルなど)を読み取り、その
sourceを標準出力に表示するマニフェストを生成します。出力マニフェスト
で、fileおよび dirアクションの所有者は rootに設定され、グループは binに設
定されています。

これで、出力されたマニフェストに注釈を加え、pkgdepend(1)を使用して依存関
係を追加または分析し、 pkglint(1)を使用してその正当性を検証してから
publishサブコマンドに渡すことができるようになります。

サポートされているソースを次に示します。
■ ファイルシステム形式の SVR4パッケージ
■ データストリーム形式の SVR4パッケージ
■ tarファイル
■ ディレクトリ

ソース内のファイルのベース名が -Tで指定されたパターンに一致している場
合、ファイルのタイムスタンプがそのファイルのアクションに追加されま
す。patternは、次のシェルマッチング規則を使用します。

* すべてと一致します。

? 任意の単一文字と一致します。

名前

形式

機能説明

オプション

サブコマンド
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[seq] seq内にある任意の文字と一致します。

![seq] seq内にない文字と一致します。

指定されたソースがディレクトリ内にある場合、単一の iノードに対して複数の
パス名があると、ファイルのアクションをハードリンクのアクションと明確に
区別できません。通常、ファイルシステム調査で最初に見つかったものがファイ
ルとして扱われ、残りのものがハードリンクとして扱われます。この処理
は、ファイルシステムの実装に応じて自由に設定できます。ファイルとして扱う
パス名を指定するには、各パス名を引数として --targetオプションに渡しま
す。このオプションはほかの種類のソースには影響しません。これは、ソースに
はパス名がファイルであるかハードリンクであるかを示す機能があるためです。

SVR4パッケージがソースとして提供されている場合、pkgsendは、クラスアク
ションスクリプトを持つファイルが存在せず、プリインストールスクリプト、ポ
ストインストールスクリプト、削除前スクリプト、または削除後スクリプトが存
在することを確認します。manifestクラスを使用してインストールされた SMF
マニフェストがある場合、例外が作成されます。BASEDIRは、すべての再配置可
能パスから削除されます。

SVR4 DESCパラメータは、pkg.description値に変換されます。SVR4 NAMEパラ
メータは、pkg.summary値に変換されます。

publish [-b bundle ...] [-d source ...] [-s repo_uri_or_path] [-T pattern]
[--no-catalog] [manifest ...]

指定されたパッケージマニフェストを使用するパッケージをターゲット
パッケージリポジトリに公開します。これにより、指定されたソースからその
パッケージ用のファイルが取得されます。複数のマニフェストが指定されている
場合、それらのマニフェストは指定された順序で追加されます。マニフェストが
指定されていない場合、stdinからマニフェストが読み取られます。

-bを指定すると、マニフェスト内でファイルを検索するときに、指定されたバ
ンドルが、検索するソースの一覧に追加されます。バンドルは、tarファイルや
SVR4パッケージなどのソースです。このオプションが複数回指定されている場
合、ソースはコマンド行に表示される順序で検索されます。-bと -dの両方が指
定されている場合、-dのソースが最初に検索されます。サポートされているバ
ンドルとその使用方法の詳細は、上記の generateサブコマンドを参照してくだ
さい。

-bを指定すると、マニフェスト内でファイルを検索するときに、指定された
ディレクトリが、検索するソースの一覧に追加されます。このオプションが複数
回指定されている場合、ソースはコマンド行に表示される順序で検索されま
す。サポートされているソースとその使用方法の詳細は、上記の generateサブ
コマンドを参照してください。

pkgsend(1)

ユーザーコマンド 85



-sを指定すると、特定のURIまたはファイルシステムパスに存在しているリポ
ジトリにパッケージが公開されます。公開についての制限事項と推奨事項の詳細
は、次の「注意事項」のセクションを参照してください。また、「環境変数」の
セクションも参照してください。

--no-catalogを指定すると、パブリッシャーのカタログにパッケージが追加され
なくなります。パブリッシャーのカタログの更新は連続で実行されるため、複数
のパッケージを一度に公開する場合には常にこのオプションを使用することを推
奨します。公開が完了すると、pkgrepo(1)の refreshサブコマンドを使用し
て、新しいパッケージを各パブリッシャーのカタログに追加できます。

その他のすべてのオプションの使用法と効果については、上記の generateサブ
コマンドを参照してください。

PKG_REPO 公開先リポジトリのパスまたはURIです。

例 1 パッケージの生成と公開

pkgsend generateを使用してパッケージを作成し、そのパッケージを公開します。

$ pkgsend generate /path/to/proto > /path/to/manifests/foo.p5m

example.comパブリッシャーのパッケージ FMRIを、foo.p5mの先頭に追加します。

set name=pkg.fmri value=pkg://example.com/foo@1.0

結果として生成されるマニフェストは、次のようになります。

set name=pkg.fmri value=pkg://example.com/foo@1.0

dir group=sys mode=0755 owner=root path=usr

dir group=bin mode=0755 owner=root path=usr/bin

file usr/bin/foo group=bin mode=0555 owner=root path=usr/bin/foo

$ pkgsend publish -s http://example.com:10000 -d /path/to/proto \

/path/to/manifests/foo.p5m

例 2 簡易パッケージの作成と公開

次の行を含むパブリッシャー example.comに対してマニフェストを作成します。

set name=pkg.fmri value=pkg://example.com/foo@1.0-1

file /exdir/foo mode=0555 owner=root group=bin path=/usr/bin/foo

パッケージを公開します。

$ pkgsend publish -s http://example.com:10000 -d /exdir

例 3 既存のマニフェストの使用

ファイルシステムベースの公開と既存のマニフェストを使用してパッケージを公開
します。

環境変数

使用例
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例 3 既存のマニフェストの使用 (続き)

$ pkgsend publish -s /tmp/example_repo -d /tmp/pkg_files \

/tmp/pkg_manifest

次の終了ステータスが返されます。

0 コマンドが成功しました。

1 エラーが発生した。

2 無効なコマンド行オプションが指定された。

99 予期しない例外が発生しました。

次の属性については、attributes(5)を参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 package/pkg

インタフェースの安定性 不確実

pkgdepend(1)、pkgrepo(1)、pkg.depotd(1m)、pkg(5)

http://hub.opensolaris.org/bin/view/Project+pkg/

公開プロトコルの制限事項により、サイズが 128MBを超えるパッケージファイル
を個別に公開する場合には、ファイルシステムベースの公開を使用する必要があり
ます。ファイルシステムベースの公開は、リポジトリのアクセス制御が必要な場合
にも推奨されます。

ファイルシステムベースの公開を使用する場合、公開が完了してWebインタ
フェースまたは検索応答で変更が反映されたあとに、公開先リポジトリを提供して
いる pkg.depotdプロセスを再開する必要があります。詳細は、pkg.depotd(1M)を
参照してください。

終了ステータス

属性

関連項目

注意事項
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pkgsign – Image Packaging Systemの署名ユーティリティー

/usr/bin/pkgsign [-a hash_algorithm]

[-c path_to_signing_certificate]
[-i path_to_intermediate_cert] ...

[-k path_to_private_key] [-n] -s path_or_uri
[--help] [--no-index] [--no-catalog]

(fmri|pattern) ...

pkgsignは、指定されたキーと証明書を使用して署名アクションを追加することに
より、リポジトリ内で所定の FMRIのマニフェストを直接更新します。変更された
パッケージは、元のタイムスタンプを保持します。

サポートしているオプションは、次のとおりです。

-aを指定すると、デフォルトの署名アルゴリズムではなく、hash_algorithm署名ア
ルゴリズムが使用されます。デフォルトの署名アルゴリズムは rsa-sha256です。サ
ポートされている署名アルゴリズム
は、rsa-sha256、rsa-sha384、rsa-sha512、sha256、sha384、sha512で
す。ハッシュアルゴリズムを指定するだけの署名アルゴリズムを使用すると、署名
の値は、パッケージのマニフェストのハッシュになります。rsaとハッシュアルゴ
リズムを指定する署名アルゴリズムを使用すると、署名の値は、提供された非公開
鍵で署名が追加されたマニフェストのハッシュになります (-cオプションと -kオプ
ションを参照)。

-cを指定すると、証明書 path_to_signing_certificateが、このアクションで署名の値を
検証するときに使用する証明書として追加されます。-cオプションは、-kオプ
ションでのみ使用されます。

-iを指定すると、証明書 path_to_intermediate_certが、-cへの引数として指定され
た証明書 path_to_signing_certificateを検証するときに使用する証明書として追加され
ます。複数の証明書を追加するには、-iを複数回指定します。

-kを指定すると、path_to_private_keyに格納された非公開鍵を使用してマニフェス
トに署名が追加されます。-kオプションは、-cオプションでのみ使用されま
す。-kが設定されていない場合、署名の値はマニフェストのハッシュになります。

-nを指定すると、評価実行が行われ、リポジトリは一切変更されません。

-sを指定すると、path_or_uriにあるリポジトリ内のパッケージに署名が追加されま
す。

--helpを指定すると、使用法のメッセージが表示されます。

--no-indexを指定すると、署名付きマニフェストが再公開されたあとに、リポジト
リの検索インデックスが更新されません。

--no-catalogを指定すると、署名付きマニフェストが再公開されたあとに、リポジ
トリのカタログが更新されません。

名前

形式

機能説明

オプション
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例 1 マニフェストのハッシュ値を使用した署名の追加

マニフェストのハッシュ値を使用して、http://localhost:10000に公開された
パッケージに署名を追加します。多くの場合、これはテストに役立ちます。

$ pkgsign -s http://localhost:10000 -a sha256 \

example_pkg@1.0,5.11-0:20100626T030108Z

例 2 キーと証明書を使用した署名の追加

rsa-sha384を使用して、/foo/bar内のファイルリポジトリに公開されたパッケージ
に署名を追加し、マニフェストをハッシュ化して署名を追加します。署名キーは
/key/usr2.keyに、関連の証明書は /key/usr2.certに、その証明書の検証に必要な
証明書は /icerts/usr1.certにあります。

$ pkgsign -s file:///foo/bar/ -a rsa-sha384 \

-k /key/usr2.key -c /key/usr2.cert -i /icerts/usr1.cert \

example_pkg@1.0,5.11-0:20100626T031341Z

次の終了ステータスが返されます。

0 コマンドが成功しました。

1 エラーが発生した。

2 無効なコマンド行オプションが指定された。

3 複数の操作が要求されましたが、それらの一部のみが成功しました。

99 予期しない例外が発生しました。

次の属性については、attributes(5)を参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 package/pkg

インタフェースの安定性 不確実

pkg(1), pkgrecv(1)、pkgsend(1)、pkgrepo(1)、pkg(5)

http://hub.opensolaris.org/bin/view/Project+pkg/

使用例

終了ステータス

属性

関連項目

pkgsign(1)
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pm-updatemanager –パッケージを更新するためのアプリケーション

/usr/bin/pm-updatemanager [options]

/usr/bin/pm-updatemanager [-hdR] [--help] [--debug]

[--image-dir dir]

pm-updatemanagerは、システムにインストールされたパッケージで利用可能な更新
の有無を確認し、インストールします。

注 –package/pkg、package/pkg/package-manager、または
package/pkg/update-managerパッケージを更新する必要がある場
合、pm-updatemanagerは、最初にこれらのパッケージを更新してから、残りの更新
の実行を再開します。

サポートしているオプションは、次のとおりです。

-h or --help 使用方法に関するメッセージを表示します。

-d or --debug デバッグモードで pm-updatemanagerを実行します。

-R or --image-dir dir 自動的に検出されたイメージではなく、dirをルートとする
イメージに対して処理を行います。

例 1 現在のイメージの更新

現在のイメージ上で pm-updatemanagerを呼び出します。現在のイメージにインス
トールされたパッケージで利用可能なすべての更新の有無を確認し、インストール
します。

$ /usr/lib/pm-launch pm-updatemanager

これは、デスクトップのメニューオプションで「システム」>「管理」>「Update
Manager」を選択したときに呼び出されるコマンドと同じです。

例 2 指定されたイメージの更新

/aux0/example_rootに格納されている pm-updatemanagerを呼び出します。

$ /usr/lib/pm-launch pm-updatemanager -R /aux0/example_root

次の終了ステータスが返されます。

0 すべてが動作しました。

1 エラーが発生した。

2 無効なコマンド行オプションが指定された。

次の属性については、attributes(5)を参照してください。

名前

形式

機能説明

オプション

使用例

終了ステータス

属性

pm-updatemanager(1)
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属性タイプ 属性値

使用条件 package/pkg/update-manager

インタフェースの安定性 不確実

packagemanager(1)、pkg(1)、pkg(5)

http://hub.opensolaris.org/bin/view/Project+pkg/

所有権がないイメージに対して処理を行う場合、必要な権限を使用して
pm-updatemanagerを呼び出す必要があります。通常、このような状況で
は、/usr/lib/pm-launchを使用して pm-updatemanagerを呼び出します。

関連項目

注意事項

pm-updatemanager(1)
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pkg.depotd – Image Packaging System集積サーバー

/usr/lib/pkg.depotd [-a address] [-d inst_root] [-p port]
[-s threads] [-t socket_timeout] [--add-content]

[--cfg] [--content-root] [--debug feature_list]

[--disable-ops=op[/1][,...]]
[--log-access] [--log-errors] [--mirror]

[--proxy-base url] [--readonly] [--rebuild]

[--ssl-cert-file] [--ssl-dialog] [--ssl-key-file]

[--writable-root]

pkg.depotdは Image Packaging System用の集積サーバーです。パッケージリポジトリ
内に含まれているデータへのネットワークアクセスを提供します。ファイルシステ
ムを通してのリポジトリへの直接アクセスをサポートしないクライアント、または
ネットワークアクセスが、トランスポートの唯一使用可能な方法であるか、または
優先される方法である場合、一般にパッケージ集積を使用します。

pkg(1)などのクライアント (取得するクライアント)はリポジトリから直接または集
積サーバー経由で、パッケージおよびパッケージメタデータのリストを取得できま
す。pkgsend(1) (発行元クライアント)は、リポジトリに直接または集積サーバー経
由で、新しいバージョンのパッケージを送信できます。pkgrepo(1)を使用して、集
積サーバーで使用するリポジトリを作成したり、直接または集積サーバー経由
で、それらを管理したりすることができます。

pkg.depotdはシステムで一般にサービスとして実行されます。パッケージおよびソ
フトウェア開発者は、テストのためにプライベートコピーを実行する場合がありま
す。

集積庫はそれ自体のアクセス制御方法を提供していません。デフォルトで、接続可
能なすべてのクライアントがすべてのパッケージデータを読み込み、新しい
パッケージバージョンを公開できます。例外は、SMF (Service Management Facility)
のもとで実行した場合であり、デフォルトで読み取り専用モードで実行します。下
の注意事項のセクションに、発展するコンテンツを格納するパブリック集積
サーバーの保守に関するベストプラクティスを説明します。

pkg.depotサーバーは、一般にそのサービスに関連付けられた smf(5)プロパ
ティーによって構成されます。次のプロパティーが認識されます。

pkg/address (net_address)接続を待機する IPアドレス。デ
フォルト値は 0.0.0.0 (INADDR_ANY)で、すべての
アクティブなインタフェースで待機します。す
べてのアクティブな IPv6インタフェースで待機
するには、::を使用します。最初の値のみが使
用されます。

pkg/content_root (astring)インスタンスがその静的コンテンツま
たはその他のWebコンテンツを検索するファイ

名前

形式

機能説明

Smfプロパ
ティー

pkg.depotd(1m)
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ルシステムパス。デフォルト値は
/usr/share/lib/pkgです。

pkg/debug (astring)有効にするデバッグ機能のカンマ区切
りのリスト。取り得る値:

headers すべての要求のヘッダーをエラーロ
グに記録します。

pkg/disable_ops (astring)集積サーバーに対して無効にする操作
のカンマ区切りのリスト。操作は
operation[/version]と指定します (たとえ
ば、catalogまたは search_1)。

pkg/image_root (astring)ファイル情報がファイルデータの
キャッシュとして使用されるイメージのパス。

pkg/inst_root (astring)インスタンスがそのリポジトリデータ
を検索するファイルシステムパス。file_root

または PKG_REPOが指定されていない場合、必須
です。デフォルト値は /var/pkgrepoです。

pkg/log_access (astring)集積プロセスによって記録されるアク
セス関連情報の保存先。取り得る値
は、stderr、stdout、none、または絶対パス名
です。stdoutが ttyの場合、デフォルト値は
stdoutです。stdoutが ttyでない場合、デ
フォルト値は noneです。

pkg/log_errors (astring)集積プロセスによって記録されるエ
ラーやその他の情報の保存先。取り得る値
は、stderr、stdout、none、または絶対パス名
です。デフォルト値は stderrです。

pkg/mirror (boolean)パッケージミラーモードを使用するか
どうかを設定します。trueの場合、公開および
メタデータ操作は無効にされ、限定されたブラ
ウザユーザーインタフェースのみが提供されま
す。pkg/readonlyプロパティーが trueの場
合、このプロパティーは trueにできません。デ
フォルト値は falseです。

pkg/port (count)インスタンスが受信パッケージ要求を待
機するポート番号。SSL証明書およびキー情報
が提供されていない場合、デフォルト値は80で
す。提供されている場合、デフォルト値は 443
です。

pkg.depotd(1m)
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pkg/proxy_base (uri)これは、集積サーバーのベースURLを変
更し、リバースプロキシ構成のApacheまたはそ
の他のWebサーバーの背後で実行する場合に
もっとも役立ちます。

pkg/readonly (boolean) pkgsend(1)によって起動された操作な
どの変更操作を無効にするかどうかを設定しま
す。取得操作は引き続き使用できま
す。pkg/mirrorプロパティーが trueの場合、こ
のプロパティーは trueにできません。デフォル
ト値は trueです。

pkg/socket_timeout (count)サーバーが接続を閉じるまで、クライア
ントからの応答を待機する最大秒数。デフォル
ト値は 60です。

pkg/sort_file_max_size (count)インデクサソートファイルの最大サイ
ズ。集積庫がインデックスの作成に使用する
RAMの量を制限したり、速度向上のために
RAMの量を増やしたりする場合に使用されま
す。

pkg/ssl_cert_file (astring) PEMエンコードされた証明書ファイル
の絶対パス名。デフォルト値は noneです。この
プロパティーは ssl_key_fileとともに使用する
必要があります。ssl_cert_fileと
/ssl_key_fileの両方が指定されている場合、集
積庫は SSL要求にのみ応答します。

pkg/ssl_dialog (astring) ssl_key_fileの暗号化の解除に使用す
るパスフレーズを取得するために使用する方法
を指定します。取り得る値:

builtin パスフレーズの入力を
要求します。これがデ
フォルト値です。

exec:/path/to/program 指定された外部プログ
ラムを実行して、パス
フレーズを取得しま
す。プログラムの最初
の引数は ’’であり、予
約されています。プロ
グラムの 2番目の引数
はサーバーのポート番

pkg.depotd(1m)
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号です。パスフレーズ
は stdoutに出力されま
す。

smf:fmri FMRIに関連する
サービスインスタンス
からプロパティー
pkg_secure/

ssl_key_passphraseの
値を取得しようとしま
す。

pkg/ssl_key_file (astring) PEMエンコードされたプライベート
キーファイルの絶対パス名。このプロパ
ティーはプロパティー ssl_cert_fileとともに
使用する必要があります。/ssl_key_fileと
ssl_cert_fileの両方が指定されている場合、集
積庫は SSL要求にのみ応答します。

pkg/threads (count)要求を処理するために起動されるス
レッド数。デフォルト値は 60です。小規模の展
開にのみ適しています。この値は同時実行クラ
イアント数の約 20倍にしてください。threads

の最大値は 5000です。

pkg/writable_root (astring)プログラムが書き込みアクセスできる
ディレクトリのファイルシステムパス。これは
-readonlyオプションとともに使用して、集積
サーバーがパッケージ情報への書き込みアクセ
スを必要とせずに、検索インデックスなどの
ファイルを作成できるようにします。

pkg_secure/ssl_key_passphrase (astring) pkg/ssl_key_fileの暗号化を解除する
ために使用するパスワード。この値は、属性
solaris.smf.read.pkg-serverを使用して読み取
り権限保護されます。

集積サーバーのブラウザユーザーインタフェース (BUI)の表示および動作は次のプ
ロパティーを使用して制御されます。

pkg_bui/feed_description (astring) RSS/Atomフィードの説明の段落。

pkg_bui/feed_icon (astring) RSS/Atomフィードを視覚的に表現するため
に使用される小さなイメージのパス名。パス名は
content_rootの相対パス名にしてください。デ
フォルト値は web/_themes/pkg-block-icon.pngで
す。

pkg.depotd(1m)
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pkg_bui/feed_logo (astring) RSS/Atomフィードを視覚的にブランディン
グまたは識別するために使用される大きなイメージ
のパス名。この値は content_rootの相対パス名にし
てください。デフォルト値は
web/_themes/pkg-block-icon.png です。

pkg_bui/feed_name (astring)リポジトリにサービスを提供する集積庫に
よって生成される、RSS/Atomフィードの短い説明的
な名前。デフォルト値は「package repository feed」で
す。

pkg_bui/feed_window (count)フィードの生成時に含める、リポジトリの
フィードが最後に生成されるまでの時間数。

パッケージ集積庫は、pkg(5)からのローカルクライアントイメージのミ
ラーサーバーとして機能することもできます。これにより、LAN上のサブネットを
共有するクライアントはそれらのファイルキャッシュをミラー化します。クライア
ント間で互いにファイルをダウンロードできるため、パッケージ集積サーバーの負
荷が軽減されます。この機能は、smf(5)によって構成される代替集積サービスとし
て利用可能です。サービス検出にmDNSおよび dns-sdを使用します。

mDNSミラーは一般にそのサービスに関連付けられた smf(5)プロパティーによって
構成されます。次のプロパティーが認識されます。

pkg/image_root (astring)ファイル情報がファイルデータのキャッシュとして使
用されるイメージのパス。デフォルト値は /です。

pkg/port (count)インスタンスが受信パッケージ要求を待機するポート番
号。デフォルト値は 80です。

pkg.depotdはその基本構成情報をファイルから、または既存の smf(5)サービスイン
スタンスのプロパティーデータから読み取ることができます。

--cfg source 構成データの読み込みおよび書き込み時に使用するファイルのパス
名または smf:fmriの形式の文字列であり、fmriは構成データを読み
込むインスタンスのサービス障害管理リソース識別子 (FMRI)で
す。指定されるファイルの形式については、後述する「集積庫の構
成」を参照してください。

利用可能な既存の構成ソースがない場合や、--cfgを使用して指定された構成
ファイルから読み取られた値をオーバーライドする場合は、次のオプションを使用
して、集積サーバーのデフォルト動作を変更できます。

-a address 上記の pkg/addressを参照してください。

--content-root root_dir 上記の pkg/content_rootを参照してください。

-d inst_root 上記の pkg/inst_rootを参照してください。

オプション

pkg.depotd(1m)
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--debug features 上記の pkg/debugを参照してください。

--disable-ops op_list 上記の pkg/disable_opsを参照してください。

--image-root path 上記の pkg/image_rootを参照してください。

--log-access dest 上記の pkg/log_accessを参照してください。

--log-errors dest 上記の pkg/log_errorsを参照してください。

--mirror 上記の pkg/mirrorを参照してください。

-p port 上記の pkg/portを参照してください。

--proxy-base url 上記の pkg/proxy_baseを参照してください。空の値
が指定されている場合はこのオプションが無視され
ます。

--readonly 上記の pkg/readonlyを参照してください。

-s threads 上記の pkg/threadsを参照してください。

-s-ort-file-max-size bytes 上記の pkg/sort_file_max_sizeを参照してくださ
い。

--ssl-cert-file source 上記の pkg/ssl_cert_fileを参照してください。

--ssl-dialog type 上記の pkg/ssl_dialogを参照してください。

--ssl-key-file source 上記の pkg/ssl_key_fileを参照してください。

-t socket_timeout 上記の pkg/socket_timeoutを参照してください。

--writable-root path 上記の pkg/writable_rootを参照してください。

パッケージリポジトリの追加の管理機能は、pkgrepo(1)によって提供されます。

(smf(5) FMRIの代わりに) --cfgオプションを使用して構成ファイルが指定されてい
る場合、集積サーバーは単純なテキスト形式ですべての構成データを読み取りおよ
び書き込みします。構成データについては、上記の「SMFプロパティー」で説明し
ています。構成ファイルは [section]ヘッダーが先頭に付き、name = valueエントリ
が後に続くセクションから構成されます。継続のスタイルはRFC 822です。継続行
を空白で始めることによって、値を複数行に分割できます。

構成ファイルで指定されない必須の値は、上記の「オプション」で示すオプション
を使用して指定する必要があります。構成ファイルの例は次のようになります。

[pkg]

port = 80

inst_root = /export/repo

[pub_example_com]

集積庫の構成

pkg.depotd(1m)
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feed_description = example.com’s software

update log

例 1 集積サーバーの有効化

# svcadm enable application/pkg/server

例 2 サーバーの待機ポートの変更。

# svccfg -s application/pkg/server setprop pkg/port = 10000

# svcadm refresh application/pkg/server

# svcadm restart application/pkg/server

例 3 ミラーの有効化

# svcadm enable application/pkg/dynamic-mirror

PKG_REPO サービスを提供するリポジトリを格納したディレクトリを指
定します。-dが指定されている場合は、この値は無視されま
す。

PKG_DEPOT_CONTENT 集積庫によってサービスが提供される静的コンテンツを格納
するディレクトリを指定します。下記の「ファイル」の
ファイルは、このディレクトリに存在するべきですが、それ
らの内容が提供されるデフォルトの内容と異なっていてもか
まいません。

次の終了ステータスが返されます。

0 操作が成功しました。

1 エラーが発生した。

2 無効なコマンド行オプションが指定された。

99 予期しない例外が発生しました。

/usr/share/lib/pkg デフォルトのプレゼンテーションコンテンツの場所。別の
場所を選択するには、pkg/content_root を変更します。

次の属性については、attributes(5)を参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 package/pkg

インタフェースの安定性 不確実

dns-sd(1M)、mdnsd(1M)、pkg(1)、pkgrepo(1)、pkgsend(1)、syslogd(1M)、smf(5)

http://hub.opensolaris.org/bin/view/Project+pkg/

使用例

環境変数

終了ステータス

ファイル

属性

関連項目

pkg.depotd(1m)
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pkd.depotdサービスは SMFによって、サービス識別子
svc:/application/pkg/serverのもとに管理されます。

mDNSミラーサービスは SMFによって、サービス識別子
svc:/application/pkg/dynamic-mirrorのもとに管理されます。

集積庫への読み取りアクセスを制御するには、pkg(1)がネィティブでサポートする
クライアントベースの SSL証明書アクセスなどの認証方法と組み合わせて、HTTP
リバースプロキシを使用できます。

ファイルシステムベースの操作を使用した構成の変更やパッケージデータの変更で
は、変更が操作や出力に反映されるように、集積サーバープロセスの再起動が必要
です。集積サーバープロセスを再起動するには、次のいずれかの方法を使用しま
す。

■ svcadm(1M)を使用して、application/pkg/serverインスタンスを再起動しま
す。

■ kill(1)を使用して、集積サーバープロセスに SIGUSR1シグナルを送ります。こ
れは、プロセスをそのままにして、すべての構成、パッケージ、および検索
データを再ロードするする「正常な再起動」を実行します。

# kill -USR1 pid

注意事項

pkg.depotd(1m)
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pkg.sysrepo – Image Packaging Systemシステムリポジトリ構成

pkg.sysrepo -p port [-c cache_dir] [-s cache_size]
[-w http_proxy] [-W https_proxy]

pkg.sysrepoは Image Packaging System (IPS)システムリポジトリの構成ファイルを生
成するために使用します。pkg.sysrepoは svc:/application/pkg/system-repository

SMF (Service Management Facility)サービスによって呼び出されます。構成の変更
は、SMFサービスのプロパティーに対して行うようにしてください。

システムリポジトリは、集中管理プロキシ経由で参照イメージに構成されている
パッケージリポジトリへのアクセスを提供する責任があります。その参照イメージ
への発行元の構成の変更は、システムリポジトリを使用するように構成されている
すべてのクライアントにただちに認識されます。

システムリポジトリは、非大域ゾーンから、大域ゾーンに構成されているリポジト
リにアクセスできるようにするために、主に大域ゾーンで使用されます。SMF
サービス svc:/application/pkg/zones-proxydおよび
svc:/application/pkg/zones-proxy-clientは非大域ゾーンと大域ゾーン間のトラン
スポートを提供する責任があります。このトランスポートは pkg(5)によってのみ使
用されます。

http、https、および v4ファイルリポジトリのみがサポートされます。p5pベースの
ファイルリポジトリまたはそれより古いファイルリポジトリの形式はサポートされ
ません。リポジトリバージョンの詳細については、pkgrepo(1)を参照してくださ
い。

サポートしているオプションは、次のとおりです。

-c cache_dir 構成されている発行元からの応答をキャッシュするために、シス
テムリポジトリによって使用されるディレクトリの絶対パス。

デフォルトで、ファイルキャッシュが使用されます。ただし、特
殊な値 memoryを使用して、メモリー内キャッシュを使用するよう
に指示できます。特殊な値 Noneを使用して、システムリポジトリ
でキャッシュを実行しないように指示できます。この設定
は、config/cache_dir SMFプロパティーを使用して構成するよう
にしてください。

-p port システムリポジトリが要求を待機するために使用するポート。こ
の設定は、config/port SMFプロパティーを使用して構成するよう
にしてください。

-s cache_size システムリポジトリの最大キャッシュサイズを定義するメガバイ
ト単位の整数値。この設定は、config/cache_max SMFプロパ
ティーを使用して構成するようにしてください。

名前

形式

機能説明

オプション
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-w http_proxy システムリポジトリが httpベースのパッケージリポジトリにアク
セスするために使用できるWebプロキシを定義する形式
scheme:// hostname[:port]の文字列。この設定
は、config/http_proxy SMFプロパティーを使用して構成できま
す。

-W https_proxy システムリポジトリが httpsベースのパッケージリポジトリにアク
セスするために使用できるWebプロキシを定義する形式
scheme:// hostname[:port]の文字列。この設定
は、config/https_proxy SMFプロパティーを使用して構成できま
す。

例 1 システムリポジトリの有効化

$ svcadm enable svc:/application/pkg/system-repository

次の終了ステータスが返されます。

0 コマンドが成功しました。

1 コマンドは有効な構成の書き込みに失敗しました。

2 無効なコマンド行オプションが指定された。

99 予期しない例外が発生しました。

次の属性については、attributes(5)を参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 package/pkg

インタフェースの安定性 不確実

pkg(1)、pkg.depotd(1m)、pkg(5)

http://hub.opensolaris.org/bin/view/Project+pkg/

使用例

終了ステータス

属性

関連項目

pkg.sysrepo(1m)

システム管理コマンド 103



104



標準、環境、マクロ

参 照

105



pkg – Image Packaging System

Image Packaging System、pkg(5)は、ソフトウェアのライフサイクル管理 (インス
トール、アップグレード、および削除)のために提供されるフレームワークで
す。Image Packaging Systemは、一連のキーと値のペアおよび (場合によっては)
データペイロードで定義されたアクションのコレクションである、パッケージの単
位でソフトウェアを管理します。多くの場合、アクションはファイルシステム内に
存在するファイルですが、ドライバ、サービス、ユーザーなどのその他のインス
トール可能オブジェクトも表します。

各パッケージは、スキーム pkg:を使用して、障害管理リソース識別子 (FMRI)に
よって表されます。パッケージの完全な FMRIは、次の形式のスキーム、パブ
リッシャー、パッケージ名、およびバージョン文字列で構成されます。

pkg://solaris/system/library/c++-runtime@0.5.11,5.11-0.174.0.0.0.0.0:20110921T190358Z

solarisは発行元です。system/library/c++-runtimeはパッケージ名です。名前空
間は階層的であり、その深さは任意ですが、適用される包含関係は存在しませ
ん。名前は基本的に任意です。パブリッシャー情報は省略可能ですが、存在する場
合は、前に pkg://を付ける必要があります。パブリッシャーを含む FMRIは多くの
場合、「完全指定」と呼ばれます。パブリッシャー情報が存在しない場合は、一般
に、パッケージ名の前に pkg:/が付けられます。

クライアントをパッケージ化すると、通常、FMRIにパブリッシャー情報が含まれ
ていない場合に FMRIのスキームを省略できます。たとえ
ば、pkg:/system/library/c++-runtimeは system/library/c++-runtimeと書くことが
できます。スキームが省略される場合、クライアントは照合の目的で、パッケージ
名の最後のコンポーネントを除くすべてのコンポーネントを省略することもできま
す。たとえば、system/library/c++-runtimeは library/c++-runtimeまたは
c++-runtimeと書くことができ、これらは c++-runtimeというパッケージまたは
/c++-runtimeで終わるパッケージ名に一致します。

パブリッシャーの名前によって、人、人のグループ、または組織が 1つ以上の
パッケージのソースとして識別されます。パブリッシャーの名前の競合を避け、パ
ブリッシャーを識別しやすくするために、パッケージを公開するエンティティーを
表すドメイン名をパブリッシャーの名前として使用することがベストプラクティス
です。

パッケージ名のあとに、アットマーク記号 (@)で区切られたバージョンが続きま
す。バージョンは、句読文字で区切られた 4つの数字の並びで構成されます。最初
の 3つの並びに含まれる要素はドットで区切られ、これらの並びの長さは任意で
す。バージョンコンポーネント内の先頭のゼロ (たとえば、01.1または 1.01)は許可
されません。末尾のゼロ (たとえば、1.10)は許可されます。

バージョンの最初の部分はコンポーネントバージョンです。オペレーティングシス
テムに緊密に結合されたコンポーネントの場合、これは通常、そのバージョンのオ

名前

機能説明

パッケージの
Fmriと
バージョン
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ペレーティングシステムでの uname -rの値です。独自の開発ライフサイクルを持つ
コンポーネントの場合、この並びはドットで区切られたリリース番号 (2.4.10など)
です。

バージョンの 2番目の部分 (存在する場合はコンマ (,)に続いている必要があります)
はビルドバージョンです。ビルドバージョンは、パッケージの内容が構築されたオ
ペレーティングシステムのバージョンを指定し、その内容が正常に実行されること
を予測できるオペレーティングシステムのバージョンに関する最小の境界が提供さ
れます。

バージョンの 3番目の部分 (存在する場合はハイフン (-)に続いている必要がありま
す)はブランチバージョンです。ブランチバージョンは、ベンダー固有の情報を提
供するバージョン管理コンポーネントです。ブランチバージョンは、コンポーネン
トバージョンとは独立に、パッケージ化のメタデータが変更されたときに 1増やす
ことができます。ブランチバージョンには、ビルド番号やその他の情報が含まれて
いることがあります。

バージョンの 4番目の部分 (存在する場合はコロン (:)に続いている必要があります)
はタイムスタンプです。タイムスタンプは、そのパッケージがいつ公開されたかを
表します。

バージョン間の比較を実行する場合、その左側にあるコンポーネントが同じでない
かぎり、バージョン全体のコンポーネントは考慮されません。した
がって、「4.3」が「4.2」より大きいため「4.3-1」は「4.2-7」より大き
く、「3」が「1」より大きいため「4.3-3」は「4.3-1」より大きくなります。

システムの多くの部分では、表示される情報量や必要な情報量を減らすために、必
要に応じて FMRIを表示するときには短縮し、入力も短い形式を受け入れます。通
常、スキーム、パブリッシャー、ビルドバージョン、およびタイムスタンプは省略
できます。すべてのバージョン管理情報を省略できることもあります。

アクションはシステム上のインストール可能オブジェクトを表します。アクション
はパッケージのマニフェストに記述されます。すべてのアクションは、最初に名前
とキー属性を含みます。また、これらはバージョン履歴をたどる過程で一意のオブ
ジェクトを参照します。アクションには、このほかの属性も含まれます。一部の属
性は、パッケージシステムによって直接解釈されます。その他の属性は、システム
管理者またはエンドユーザーにのみ役立つ可能性があります。

アクションには、次の単純なテキスト表現があります。

action_name attribute1=value1 attribute2=value2 ...

属性の名前に、空白、引用符、または等号 (=)を含めることはできません。最初の
等号のあとの文字はすべて、値に属します。値にはすべての文字を含めることがで
きますが、スペースは単一引用符または二重引用符で囲む必要があります。二重引
用符で囲まれている文字列の内部で単一引用符をエスケープする必要はなく、単一
引用符で囲まれている文字列の内部で二重引用符をエスケープする必要はありませ

アクション

pkg(5)
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ん。引用符の前にバックスラッシュ (\)文字を付けて、引用文字列が終了しないよ
うにすることができます。バックスラッシュは、バックスラッシュでエスケープで
きます。

複数の値を使用して、属性に複数回名前を付けることができます。これらは、順序
なしリストとして扱われます。

多くの属性を持つアクションによって、マニフェストファイル内に長い行が作成さ
れることがあります。このような行は、不完全な各行をバックスラッシュで終了す
ることにより折り返すことができます。この継続文字は、属性と値のペアの間に置
く必要があることに注意してください。属性も、その値も、さらにその組み合わせ
も分割することはできません。

下に示されている属性セットは、これがすべてではありません。実際、アクション
に付加できる属性は任意であるため、標準の属性セットは、将来の開発を実装する
ために容易に拡張できます。

特定のアクション属性によって、パッケージ化コンテキストの外部で追加の操作が
実行されます。これらの属性は、下の「アクチュエータ」のセクションで説明され
ています。

fileアクションは、通常ファイルを表します。fileアクションはペイロードを参
照し、次の 4つの標準属性があります。

path ファイルがインストールされているファイルシステムのパス。これは
fileアクションのキー属性です。

mode ファイルのアクセス権 (数値形式)。これらはACLではなく、単純なアク
セス権のみです。

owner ファイルを所有するユーザーの名前。

group ファイルを所有するグループの名前。

ペイロードは、名前が付けられないという点で位置属性です。これは、アクション
名のあとの最初の単語です。公開されたマニフェストでは、これはファイルの内容
の SHA-1ハッシュです。これから公開する必要のあるマニフェスト内に存在する場
合は、ペイロードを見つけることのできるパスを表します。pkgsend(1)を参照して
ください。値に等号が含まれている場合は、位置属性の代わりにハッシュ属性を使
用できます。この両方を同じアクションで使用できます。ただし、ハッシュは同じ
である必要があります。

その他の属性には次のものがあります。

preserve これは、ファイルの内容がそのファイルのインストールまたは最後の
アップグレード以降に変更されたと判定された場合、アップグレード
時にその内容を上書きすべきではないことを指定します。初期インス
トール時に既存のファイルが見つかった場合、そのファイルは回収さ
れます (/var/pkg/lost+found内に格納されます)。

ファイルアク
ション

pkg(5)
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preserveの値が renameoldである場合は、既存のファイルの名前が拡
張子 .oldを使用して変更され、新しいファイルがその場所に置かれま
す。

preserveの値が renamenewである場合は、既存のファイルがそのまま
になり、新しいファイルが拡張子 .newを使用してインストールされま
す。

preserveの値が legacyである場合は、初期のパッケージインストール
でこのファイルはインストールされません。アップグレード時、既存
のファイルはすべて拡張子 .legacyを使用して名前が変更され、新し
いファイルがその場所に置かれます。

preserveの値が true (または、strawberryなどの上に示されていない
値)である場合は、既存のファイルがそのままになり、新しいファイル
はインストールされません。

overlay これは、このアクションによってほかのパッケージが同じ場所に
ファイルを提供できるか、またはこのアクションによって別のファイ
ルをオーバーレイすることを目的にしたファイルが提供されるかを指
定します。この機能は、どの自己アセンブリにも参加しておらず (たと
えば、/etc/motd)、かつ安全に上書きできる構成ファイルで使用され
ることを目的にしています。

overlayが指定されていない場合は、複数のパッケージが同じ場所に
ファイルを提供することはできません。

overlayの値が allowである場合は、ほかの 1つパッケージが同じ場所
にファイルを提供することを許可されます。preserve属性も同時に設
定されていないかぎり、この値は意味を持ちません。

overlayの値が trueである場合は、このアクションによって提供され
たファイルにより、allowを指定したほかのアクションがすべて上書
きされます。インストールされたファイルへの変更は、オーバーレイ
しているファイルの preserve属性の値に基づいて保持されます。削除
時、ファイルの内容は、preserve属性が指定されたかどうかには関係
なく、オーバーレイされているアクションがまだインストールされて
いる場合は保持されます。別のファイルをオーバーレイできるのは 1
つのアクションだけであり、mode、owner、および group属性が一致し
ている必要があります。

ファイルは「味見」してみることもできます。その「風味」に応じて、追加で属性
を付けることができます。ELFファイルの場合は、次の属性が認識されます。

elfarch ELFファイルのアーキテクチャー。これは、そのファイルが構築
されたアーキテクチャー上での uname -pの出力です。

pkg(5)
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elfbits これは 32または 64です。

elfhash これは、そのファイル内の「興味深い」ELFセクションの
ハッシュです。これらは、バイナリがロードされるときにメモ
リーにマップされるセクションです。これらは、2つのバイナリ
の実行可能ファイルの動作が異なるかどうかを判定するときに考
慮する必要のある唯一のセクションです。

original_name この属性は、パッケージからパッケージに、または場所から場所
に、あるいはその両方で移動している編集可能なファイルを処理
するために使用されます。この形式は、元のパッケージの名前の
あとに、コロンとこのファイルの元のパスが続きます。削除され
ているファイルはすべて、そのパッケージとパス、または
original_name属性の値 (指定されている場合)のどちらかを使用
して記録されます。original_name属性が設定された、インス
トールされている編集可能なファイルはすべて、それが同じ
パッケージ化の操作の一部として削除されている場合は、その名
前のファイルを使用します。

revert-tag この属性は、セットとして元に戻すべき編集可能なファイルをタ
グ付けするために使用されます。複数の revert-tag値を指定で
きます。これらのいずれかのタグを指定して pkg revertが呼び出
されると、ファイルはマニフェストで定義された状態に戻りま
す。pkg(1)を参照してください。

dirアクションは、ファイルシステムオブジェクトを表すという点で fileアク
ションに似ています。dirアクションは、通常ファイルの代わりにディレクトリを
表します。dirアクションには、fileアクションと同じ 4つの標準属性があ
り、pathがキー属性です。

ディレクトリは、IPSでカウントされる参照です。あるディレクトリを明示的また
は暗黙的に参照している最後のパッケージが参照を行わなくなると、そのディレク
トリは削除されます。そのディレクトリにパッケージ解除されたファイルシステム
オブジェクトが含まれている場合、それらの項目は $IMAGE_META/lost+foundに移動
されます。$IMAGE_METAについての詳細は、「ファイル」のセクションを参照して
ください。

パッケージ解除された内容を新しいディレクトリに移動するために、次の属性が役
立つことがあります。

salvage-from これは、回収された項目のディレクトリを指定します。このよう
な属性を持つディレクトリは、作成時、回収されたディレクトリ
の内容を継承します (その内容が存在する場合)。

linkアクションはシンボリックリンクを表します。linkアクションには、次の標
準属性があります。

ディレクトリアク
ション

リンクアクション

pkg(5)
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path

シンボリックリンクがインストールされるファイルシステムのパス。これは
linkアクションのキー属性です。

target

シンボリックリンクのターゲット。リンクの解決先のファイルシステムオブ
ジェクト。

mediator

特定のメディエーショングループ (たとえば、python)に参加しているすべてのパ
ス名によって共有されているメディエーション名前空間内のエントリを指定しま
す。mediator-versionまたは mediator-implementation、あるいはその両方に基
づいてリンクメディエーションを実行できます。特定のパス名に対してメ
ディエートされたリンクはすべて、同じメディエータを指定する必要がありま
す。ただし、すべてのメディエータバージョンおよび実装が、特定のパスでリン
クを提供する必要はありません。メディエーションがリンクを提供していない場
合は、そのメディエーションが選択されたときにリンクが削除されます。特定の
バージョンまたは実装、あるいはその両方と組み合わせた mediator

は、パッケージシステムで使用するために選択できるメディエーションを表しま
す。

mediator-version

mediator属性で記述されたインタフェースの (負にならない整数のドットで区切
られた並びとして表された)バージョンを指定します。この属性は、mediatorが
指定され、mediator-implementationは指定されていない場合に必要で
す。ローカルシステム管理者は、使用するバージョンを明示的に設定できま
す。指定された値は一般に、リンクを提供しているパッケージのバージョンに一
致するようにしてください (たとえば、runtime/python-26は
mediator-version=2.6を使用します)。ただし、これは必須ではありません。

mediator-implementation

mediator-versionに加えて、またはこの代わりに使用するメディエータの実装を
指定します。実装の文字列は順序付けられているとは見なされず、システム管理
者によって明示的に指定されていない場合は、pkg (5)によって文字列が任意に
選択されます。

この値は、英数字とスペースで構成された任意の長さの文字列にすることができ
ます。実装自体をバージョン管理できるか、または実際にバージョン管理されて
いる場合は、文字列の最後の@のあとに (負にならない整数のドットで区切られ
た並びとして表された)バージョンを指定します。実装の複数のバージョンが存
在する場合、デフォルトの動作では、最大のバージョンを持つ実装が選択されま
す。

特定のパスにある実装メディエーションリンクの 1つのインスタンスだけがシス
テムにインストールされている場合は、その 1つのインスタンスが自動的に選択
されます。このパスにある将来のリンクがインストールされても、ベンダー、サ
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イト、またはローカルのオーバーライドが適用されないかぎり、またはいずれか
のリンクのバージョンがメディエートされた場合、このリンクは切り替えられま
せん。

mediator-priority

メディエートされたリンクの競合を解決する場合、pkg(5)は通
常、mediator-versionの最大の値を持つリンクを選択するか、またはそれが不可
能な場合は mediator-implementationに基づいて選択します。この属性は、正常
な競合解決処理のためのオーバーライドを指定するために使用されます。

この属性が指定されていない場合は、デフォルトのメディエータ選択ロジックが
適用されます。

この値が vendorである場合は、このリンクが、mediator-priorityが指定されて
いないリンクより優先されます。

この値が siteである場合は、このリンクが、vendorの値を持つリンク
や、mediator-priorityが指定されていないリンクより優先されます。

ローカルシステム管理者は、上で説明した選択ロジックをオーバーライドできま
す。

hardlinkアクションは、ハードリンクを表します。このアクションは linkアク
ションと同じ属性を持ち、そのキー属性も同じく pathです。

driverアクションはデバイスドライバを表します。driverアクションはペイロード
を参照しません。ドライバファイル自体を fileアクションとしてインストールす
る必要があります。次の属性が認識されます (詳細は add_drv(1M)を参照)。

name ドライバの名前。多くの場合はドライババイナリのファイル名です
が、必ずしもそうとは限りません。これは driverアクションの
キー属性です。

alias これはドライバの別名を表します。特定のドライバが複数の alias

属性を持つことができます。特殊な引用符の規則は必要ありませ
ん。

class これはドライバクラスを表します。特定のドライバが複数の class

属性を持つことができます。

perms これは、ドライバのデバイスノードのファイルシステムアクセス権
を表します。

clone_perms これは、このドライバに対する複製ドライバのマイナーノードの
ファイルシステムアクセス権を表します。

policy これは、デバイスのための追加のセキュリティーポリシーを指定し
ます。特定のドライバが複数の policy属性を持つことができます
が、マイナーデバイスの指定が複数の属性に存在することはできま
せん。
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privs これは、ドライバで使用される特権を指定します。特定のドライバ
が複数の privs属性を持つことができます。

devlink これは /etc/devlink.tab内のエントリを指定します。この値は
ファイルに書き込まれる行そのものであり、タブは \tで示されま
す。詳細は、devlinks(1M)を参照してください。特定のドライバが
複数の devlink属性を持つことができます。

dependアクションは、パッケージ間の依存関係を表します。あるパッケージが別の
パッケージに依存することがあります。たとえば、最初のパッケージの機能を有効
にする (場合によってはインストールする)ために、2番目のパッケージの機能が必
要な場合があります。依存関係は省略可能です。インストール時に依存関係が満た
されない場合、パッケージシステムはほかの制約に応じて、依存パッケージをイン
ストールするか、または十分に新しいバージョンに更新しようとします。

次の属性が認識されます。

fmri 依存パッケージを表す FMRI。これは dependencyアクションの
キー属性です。fmri値にパブリッシャーを含めることはできませ
ん。パッケージ名は完全であると見なされます。タイプ require-any

の依存関係は、複数の fmri属性を持つことができます。fmri値で
バージョンは省略可能ですが、依存関係のタイプによって
は、バージョンのない fmriは無意味である場合があります。

type 依存関係のタイプ。

この値が requireである場合は、依存関係が必要であり、fmri属性
で指定されたバージョン以上のバージョンを持っている必要があり
ます。バージョンが指定されていない場合は、任意のバージョンが
依存関係を満たします。パッケージの必要な依存関係のいずれかを
満たすことができない場合、そのパッケージはインストールできま
せん。

この値が optionalである場合は、依存関係 (存在する場合)が、指定
されたバージョンレベル以上に存在する必要があります。

この値が excludeである場合は、指定されたバージョンレベル以上
に依存関係が存在すると、包含するパッケージをインストールでき
ません。バージョンが指定されていない場合、依存パッケージ
は、依存関係を指定しているパッケージと同時にインストールでき
ません。

この値が incorporateである場合、依存関係は省略可能ですが、依
存パッケージのバージョンが制約されます。下の「制約と凍結」を
参照してください。
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この値が require-anyである場合は、複数の fmri属性で指定された
複数の依存パッケージのうちのいずれか 1つが、依存関係のタイプ
requireと同じ規則に従って依存関係を満たすことができます。

この値が conditionalである場合は、predicate属性で定義された
パッケージがシステム上に存在する場合にのみ依存関係が必要で
す。

この値が originである場合は、依存関係 (存在する場合)が、インス
トールの前に変更されるイメージ上の指定された値以上に存在する
必要があります。root-image属性の値が trueである場合、この
パッケージをインストールするには、/をルートとするイメージ上に
依存関係が存在する必要があります。

この値が groupである場合は、パッケージがイメージ回避リスト上
にないかぎり、依存関係が必要です。廃止されたパッケージは、暗
黙のうちにグループの依存関係を満たすことに注意してくださ
い。pkg(1)の avoidサブコマンドを参照してください。

この値が parentである場合は、このイメージが子イメージでなけれ
ば、依存関係は無視されます。このイメージが子イメージである場
合は、親イメージ内に依存関係が存在する必要があります。parent

依存関係でのパッケージバージョンの照合は、incorporate依存関係
で使用されるものと同じです。

predicate conditional依存関係の述語を表す FMRI。

root-image 先に説明した origin依存関係に対してのみ有効です。

licenseアクションは、パッケージの内容に関連したライセンスやその他の情報
ファイルを表します。パッケージは licenseアクションの使用を通して、ライセン
ス、免責条項、またはその他のガイダンスをパッケージインストーラに提供できま
す。

licenseアクションのペイロードは、パッケージに関連したイメージメタデータ
ディレクトリに提供され、人間が読める形式のテキストデータのみが含まれている
べきです。HTMLやその他の形式のマークアップが含まれていてはいけませ
ん。licenseアクションは、属性を通して、関連するペイロードが表示または同
意、あるいはその両方を必要としていることをクライアントに示すことができま
す。表示または同意、あるいはその両方の方法は、クライアントに任されていま
す。

次の属性が認識されます。

license これは licenseアクションのキー属性です。この属性
は、ユーザーがライセンスのテキスト自体を読まなくてもその内
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容を判断できるように支援するための、ライセンスの意味のある
説明を提供します。この値のいくつかの例を次に示します。
■ ABC Co. Copyright Notice
■ ABC Co. Custom License
■ Common Development and Distribution License 1.0 (CDDL)
■ GNU General Public License 2.0 (GPL)
■ GNU General Public License 2.0 (GPL) Only
■ MIT License
■ Mozilla Public License 1.1 (MPL)
■ Simplified BSD License

license値は、パッケージ内で一意である必要があります。上のい
くつかの例に示すように、説明にライセンスのバージョンを含め
ることをお勧めします。パッケージに複数のライセンスに基づく
コードが含まれる場合、複数の licenseアクションを使用しま
す。ライセンス属性値の長さは、64文字以下にしてください。

must-accept trueの場合は、関連するパッケージをインストールまたは更新す
るには、ユーザーがこのライセンスに同意する必要がありま
す。この属性を省略すると、falseと同等になります。同意の方法
(たとえば、対話型または構成ベース)は、クライアントに任され
ています。

must-display trueの場合は、パッケージ化の操作中に、クライアントがこのア
クションのペイロードを表示する必要があります。この値を省略
すると、falseと同等になります。この属性は、コピーライト表示
に使用してはいけません。操作中に表示する必要のある実際のラ
イセンスまたはその他の素材にのみ使用してください。表示の方
法は、クライアントに任されています。

legacyアクションは、従来のパッケージシステムで使用されるパッケージデータを
表します。このアクションに関連付けられた属性は、従来のシステムのデータ
ベースに追加されます。そのため、これらのデータベースに問い合わせを行なって
いるツールは、従来のパッケージが実際にインストールされているかのように動作
できます。特にこれにより、pkg属性で指定されたパッケージがシステムにインス
トールされていることを従来のシステムに十分に確信させることができるため、こ
のパッケージを、依存関係を満たすために使用できるようになります。

pkginfo(4)のパラメータに従って指定された次の属性が認識されます。

category CATEGORYパラメータの値。デフォルト値は systemです。

desc DESCパラメータの値。

hotline HOTLINEパラメータの値。

name NAMEパラメータの値。デフォルト値は none providedです。

レガシーアク
ション

pkg(5)

標準、環境、マクロ 115



pkg インストールされるパッケージの略語。デフォルト値は、パッケージ
の FMRIの名前です。これは legacyアクションのキー属性です。

vendor VENDORパラメータの値。

version VERSIONパラメータの値。デフォルト値は、パッケージの FMRIの
バージョンです。

setアクションは、パッケージの説明などの、パッケージレベルの属性 (またはメタ
データ)を表します。

次の属性が認識されます。

name 属性の名前。

value 属性に与えられた値。

setアクションは、パッケージ作成者が選択した任意のメタデータを提供できま
す。ただし、パッケージシステムにとって特別な意味を持つ、適切に定義された属
性名がいくつか存在します。

pkg.fmri 「説明」セクションの「パッケージの FMRIと
バージョン」を参照してください。

info.classification pkg(5)クライアントがパッケージを分類するために使用で
きる 1つ以上のトークン。この値には、スキーム
(「org.opensolaris.category.2008」や「org.acm.class.1998」な
ど)と実際の分類 (「アプリケーション/ゲーム」など)がコ
ロン (:)で区切られて含まれています。

pkg.description パッケージの内容と機能の詳細な説明。通常は、1つの段
落程度の長さです。

pkg.obsolete trueの場合、パッケージは廃止としてマークされていま
す。廃止されたパッケージには、ほかの設定アクション以
外のアクションは存在せず、また名前変更としてマークす
ることはできません。

pkg.renamed trueの場合は、パッケージの名前が変更されました。この
パッケージには、このパッケージの名前が変更された先の
パッケージバージョンを指す 1つ以上の dependアクション
も存在する必要があります。パッケージを名前変更と廃止
の両方としてマークすることはできませんが、それ以外は
任意の数の設定アクションが存在できます。

pkg.summary パッケージの短い、1行の説明。

groupアクションは、group(4)で定義されるのと同様のUNIXグループを定義しま
す。グループパスワードのサポートはありません。このアクションで定義されたグ
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ループには最初、ユーザーリストがありません。ユーザーは、userアクションを使
用して追加できます。次の属性が認識されます。

groupname グループの名前の値。

gid グループの一意の数値 ID。デフォルト値は、100未満の最初に空いて
いるグループです。

userアクションは、/etc/passwd、/etc/shadow、/etc/group、および
/etc/ftpd/ftpusersファイルで定義されるのと同様のUNIXユーザーを定義しま
す。このアクションでユーザーを定義すると、しかるべきファイルにエントリが追
加されます。

次の属性が認識されます。

username ユーザーの一意の名前。

password ユーザーの暗号化パスワード。デフォルト値は *LK*で
す。shadow(4)を参照してください。

uid ユーザーの一意のUID。デフォルト値は、100未満の最初に空いて
いる値です。

group ユーザーのプライマリグループの名前。/etc/groupに存在する必要
があります。

gcos-field /etc/passwd内の gcosフィールドの値。デフォルト値は usernameで
す。

home-dir ユーザーのホームディレクトリ。デフォルト値は /です。

login-shell ユーザーのデフォルトのシェル。デフォルト値は空です。

group-list ユーザーが属しているセカンダリグループ。group(4)を参照してく
ださい。

ftpuser trueまたは falseに設定できます。trueのデフォルト値
は、ユーザーが FTP経由のログインを許可されていることを示しま
す。ftpusers(4)を参照してください。

lastchg 1970年 1月 1日と、パスワードが最後に変更された日付の間の日
数。デフォルト値は空です。shadow(4)を参照してください。

min パスワード変更の間の必要な最小日数。パスワードの有効期限を有
効にするには、このフィールドを 0以上に設定する必要がありま
す。デフォルト値は空です。shadow(4)を参照してください。

max パスワードが有効な最大日数。デフォルト値は空です。shadow(4)
を参照してください。
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warn パスワードの期限が切れる前にユーザーに警告が表示される日
数。shadow(4)を参照してください。

inactive そのユーザーに許可されている非活動の日数。これはマシンごとに
カウントされます。最終ログインに関する情報は、そのマシンの
lastlogファイルから取得されます。shadow(4)を参照してくださ
い。

expire UNIXエポック (1970年 1月 1日)以降の日数として表される絶対的
な日付。この日数に達すると、ログインを使用できなくなりま
す。たとえば、13514の期限切れの値は、ログインの有効期限が
2007年 1月 1日であることを指定します。shadow(4)を参照してくだ
さい。

flag 空に設定されています。shadow(4)を参照してください。

コンテキストによっては、特定のアクションの準備として、またはその導入のあと
に、追加の操作を実行することが適している場合があります。これらの追加の操作
は一般に、ライブシステムイメージ上でのみ必要であり、またオペレーティングシ
ステムに固有のものです。パッケージのインストールまたは削除に関与する複数の
アクションのアクチュエータが同一である場合、アクチュエータの存在に対応する
操作は、そのインストールまたは削除に対して 1回実行されます。

アクチュエータを誤って指定すると、そのアクチュエータがインストールを安全に
進めるための手段を決定できない場合、パッケージのインストールが失敗すること
があります。

次のアクチュエータが定義されています。

reboot-needed

trueまたは falseに設定できます。パッケージのインストール中に、このアク
チュエータが trueに設定されたアクションがインストールまたは更新された場
合は、パッケージ化のトランザクションをリブートが必要であるとして通知でき
ます。特定のクライアント実装では、イメージがライブシステムイメージである
場合、イメージの複製を使用してパッケージ操作全体を実行するなどの、追加の
手順が実行される可能性があります。

disable_fmri、refresh_fmri、restart_fmri、suspend_fmri

これらの各アクチュエータは、パッケージのインストールまたは削除中に操作す
るサービスインスタンスの FMRIの値を取ります。disable_fmriを指定する
と、svcadm(1M)の disableサブコマンドに従って、アクションの削除の前に特定
の FMRIが無効になります。refresh_fmriおよび restart_fmriを指定する
と、svcadm(1M)の対応するサブコマンドに従って、アクションのインス
トール、更新、または削除のあとに特定の FMRIが更新または再起動されま
す。最後に、suspend_fmriを指定すると、アクションのインストールフェーズの
前に特定の FMRIが一時的に無効になり、そのフェーズが完了したあとに有効に
なります。
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この値には、複数のサービスインスタンスに一致するパターンを含めることがで
きます。ただし、それをインスタンスを示さずに暗黙的に行うのではな
く、svcs(1)によって受け入れられた globを使用して明示的に行う必要がありま
す。

パッケージが新しいバージョンに移行される場合、またはシステムに追加された
り、システムから削除されたりする場合、選択されるバージョンや、削除が許可さ
れるかどうかは、そのパッケージに対するさまざまな制約によって決定されま
す。これらの制約は、依存関係の形式でほかのパッケージが定義するか、または凍
結の形式で管理者が定義できます。

制約のもっとも一般的な形式は、上の「依存アクション」で説明したよう
に、require依存関係によって提供されます。このような制約に
よって、パッケージがダウングレードまたは削除されることが回避されます。

オペレーティングシステムのほとんどの部分は、incorporationと呼ばれる
パッケージによってカプセル化されています。これらのパッケージは主
に、incorporate依存関係によって表される制約を提供します。

上で説明したように、組み込まれたパッケージがシステム上に存在する必要はあり
ませんが、存在する場合は、包括的な最小バージョンと排他的な最大バージョンの
両方を指定します。たとえば、依存する FMRIのバージョンが 1.4.3の場合、1.4.3未
満のバージョンは依存関係を満たさず、1.4.4以上のバージョンでも依存関係を満た
しません。ただし、1.4.3.7など、単にドット形式の数列を拡張したバージョンはイ
ンストールできます。

incorporationは、システムの各部の同期的なアップグレードを強制的に行うために
使用されます。Cライブラリやカーネルなどの一部のコンポーネントでは、これは
基本的な要件です。ほかには依存関係が存在しない単純なユーザーランドコン
ポーネントなどのその他のコンポーネントでは、incorporationの特定のバージョン
から参照できるテストされた、既知の一連のパッケージバージョンを提供するため
だけに、同期アップグレードが使用されます。

incorporationは単なるパッケージであるため、削除することができ、それが提供し
ているすべての制約がそれによって緩和されます。ただし、その緩和は安全ではな
いため、Oracle Solarisによって提供される多くの incorporationが、それらの
incorporationによって組み込まれているパッケージには必要です。

パッケージを、インストール済みの incorporationによって許可されていない
バージョンにアップグレードしようとしても、要求を満たすためにその
incorporationの新しいバージョンを見つけようとする試みは行われず、そのアップ
グレードは失敗します。制約自体を移動する必要があるが、それを指定している
incorporationを削除できない場合は、その incorporationを、制約の目的の
バージョンを指定するバージョンにアップグレードする必要がありま
す。incorporationをアップグレードすると、その新しいバージョンによって提供さ
れる制約を満たさない組み込まれたパッケージもすべてアップグレードされます。
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システム管理者は、pkg freezeコマンドを使用してパッケージを制約できま
す。バージョンが指定されていない場合、指定されたパッケージは、システムにイ
ンストールされているバージョンに制約されます。バージョン管理された
パッケージが指定された場合、この管理上の制約 (つまり、凍結)は、fmri属性が指
定されたパッケージバージョンの値を持った状態で incorporate依存関係がインス
トールされているかのように機能します。

凍結がパッケージシステムによって自動的に解除されることはありません。制約を
緩和するには、pkg unfreezeコマンドを使用します。

上で詳細に説明したように、パブリッシャーとは単に、パッケージクライアントが
パッケージのプロバイダを識別するために使用する名前です。パブ
リッシャーは、パッケージリポジトリまたはパッケージアーカイブ、あるいはその
両方を使用してパッケージを配布できます。現在パッケージシステムでサポートさ
れているリポジトリのタイプには、起点リポジトリとミラーリポジトリの 2つがあ
ります。

起点は、1つ以上のパッケージのすべてのメタデータ (カタログ、マニフェスト、検
索インデックスなど)と内容 (ファイル)を含むパッケージリポジトリです。イ
メージ内の特定のパブリッシャーに対して複数の起点が構成されている場
合、パッケージクライアントAPIは、パッケージデータの取得元として最適な起点
を選択しようとします。これはもっとも一般的なタイプのリポジトリであ
り、パッケージリポジトリ上で pkgsendまたは pkgrecvが使用された場合は常
に、暗黙的に作成されます。

ミラーは、パッケージの内容 (ファイル)のみを含むパッケージリポジトリです。イ
メージ内の特定のパブリッシャーに対して 1つ以上のミラーが構成されている場
合、クライアントAPIはパッケージ内容の取得のためのミラーを優先
し、パッケージの内容の取得元として最適なミラーを選択しようとします。ミ
ラーが到達不可能か、必要な内容が含まれていないか、またはより低速な場合、ク
ライアントAPIは、構成されているいずれかの起点リポジトリから内容を取得しま
す。ミラーは、pkg.depotd(1M)の動的ミラー機能を使用している、信頼できる一連
のクライアント間の内容共有に使用されることを目的にしています。ミラーはま
た、パッケージのメタデータへのアクセスを認証するために使用されることも目的
にしています。ただし、パッケージの内容は認証なしで配布します。たとえば、あ
るクライアントが、アクセスするには SSLキーと証明書のペアが必要な https起点
と、パッケージの内容を提供する httpミラーを使用して構成される可能性があり
ます。このようにして、認可クライアントだけがパッケージをインストールまたは
更新できるようにしながら、パッケージ内容の取得のための認証のオーバーヘッド
が回避されます。ミラーは、fileという名前のサブディレクトリとその親を除
く、リポジトリのすべてのサブディレクトリを削除することによって作成できま
す。また、pkg.depotd(1M)のミラーモードを使用すると、起点リポジトリもミ
ラーとしてプロビジョニングできます。

発行元とリポジ
トリ
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ソフトウェアには、省略可能なコンポーネントや、相互に排他的なコンポーネント
が含まれることがあります。省略可能なコンポーネントの例には、ロケールやド
キュメントがあります。相互に排他的なコンポーネントの例には、SPARCバイナリ
と x86バイナリや、デバッグバイナリと非デバッグバイナリなどがあります。

IPSでは、省略可能なコンポーネントをファセット、相互に排他的なコンポーネン
トをバリアントと呼びます。ファセットとバリアントはパッケージアクションのタ
グとして指定します。各ファセットタグおよびバリアントタグには名前と値があり
ます。1つのアクションに複数のファセットタグおよびバリアントタグを付けるこ
とができます。複数のファセットおよびバリアントタグのあるコンポーネントの例
には、開発者によって使われるアーキテクチャー固有のヘッダーファイルや SPARC
大域ゾーン専用のコンポーネントなどがあります。

バリアントタグの例は variant.arch=sparcです。ファセットタグの例は
facet.devel=trueです。ファセットとバリアントは、facet.や variant.を先頭に付
けずに参照されることがよくあります。

ファセットとバリアントはイメージの特殊なプロパティーであり、個々の
パッケージには設定できません。イメージに設定されたファセットおよびバリアン
トの現在の値を表示するには、pkg(1)のマニュアルページに示すように、pkg facet

コマンドと pkg variantコマンドを使用します。イメージに設定されたファセット
およびバリアントの値を変更するには、pkg change-facetコマンドと pkg

change-variantコマンドを使用します。

ファセットはブール型です。それらには true (有効)または false (無効)のみ設定で
きます。デフォルトで、イメージ内のすべてのファセットは、trueに設定されてい
ると見なされます。アクションのファセットタグの値には trueのみを指定すべき
であり、それ以外の値では動作が不確定になります。イメージに設定される
ファセットは、doc.manなどの完全なファセットか、locale.*などのパターンにな
ります。これは、ファセット名前空間の一部を無効にし、その中の個々の
ファセットのみを有効にする場合に役立ちます。たとえば、次の例に示すよう
に、すべてのロケールを無効にしてから、1つか 2つの特定のロケールのみを有効
にすることができます。

# pkg change-facet locale.*=false

[output about packages being updated]

# pkg change-facet locale.en_US=true

[output about packages being updated]

ほとんどのバリアントは任意の数の値を設定できます。たとえば、archバリアント
には、i386、sparc、ppc、arm、またはディストリビューションがサポートしてい
るどのようなアーキテクチャーでも設定できます。(Oracle Solarisでは i386と sparc

のみが使用されます。)例外は debugバリアントです。debugバリアントは、trueま
たは falseのみ設定でき、ほかの値では動作が不定になります。ファイルアク
ションに非デバッグバージョンとデバッグバージョンの両方がある場合、次の例に
示すように、両方のバージョンに該当する debugバリアントが明示的に設定されて
いる必要があります。

ファセットとバ
リアント
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file group=sys mode=0644 overlay=allow owner=root \

path=etc/motd pkg.csize=115 pkg.size=103 preserve=true \

variant.debug.osnet=true

file group=sys mode=0644 overlay=allow owner=root \

path=etc/motd pkg.csize=68 pkg.size=48 preserve=true \

variant.debug.osnet=false

バリアントを使用するパッケージをインストールするために、バリアント値をイ
メージに設定する必要があります。archおよび zoneバリアントは、イメージを作
成し、その初期コンテンツをインストールするプログラムによって設定されま
す。イメージ内の debug.*バリアントはデフォルトで falseです。

イメージに設定されたファセットとバリアントは、特定のアクションがインス
トールされるかどうかに影響します。

■ ファセットまたはバリアントタグのないアクションは常にインストールされま
す。

■ ファセットタグのあるアクションは、イメージ上のタグに一致するすべての
ファセットまたはファセットパターンが falseに設定されていないかぎり、イン
ストールされます。いずれかのファセットが trueに設定されているか、明示的
に設定されていない (trueはデフォルト)場合、アクションがインストールされ
ます。

■ バリアントタグのあるアクションは、すべてのバリアントタグの値がイメージ
に設定されている値と同じ場合にのみインストールされます。

■ ファセットタグとバリアントタグの両方があるアクションは、ファセットとバ
リアントの両方でアクションのインストールが許可されている場合にインス
トールされます。

独自のファセットおよびバリアントタグを作成できます。Oracle Solarisでは、次の
タグが一般に使用されます。

バリアント名 取り得る値

variant.arch sparc、i386

variant.opensolaris.zone global、nonglobal

variant.debug.* true、false

次のリストに、Oracle Solarisで使用される小さなファセットタグの例を示します。

facet.devel facet.doc

facet.doc.html facet.doc.info

facet.doc.man facet.doc.pdf

facet.locale.de facet.locale.en_GB

pkg(5)
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facet.locale.en_US facet.locale.fr

facet.locale.ja_JP facet.locale.zh_CN

イメージポリシーはブール値を持つイメージプロパティーによって定義されま
す。flush-content-cache-on-successおよび send-uuidプロパティーについてとそ
れらの値の表示および変更方法については、pkg(1)のマニュアルページのイメージ
プロパティーに関する項目を参照してください。

pkg(5)イメージはより大きなファイルシステム内に任意に配置できるため、トーク
ン $IMAGE_ROOTを使用して相対パスが区別されます。標準的なシステムインス
トールでは、$IMAGE_ROOTは /と同等です。

$IMAGE_ROOT/var/pkg 完全または部分的なイメージのメタデータ
ディレクトリ。

$IMAGE_ROOT/.org.opensolaris,pkg ユーザーイメージのメタデータディレクト
リ。

特定のイメージのメタデータ内の特定のファイルおよびディレクトリに、修復や復
旧中に役立つ情報を含めることができます。トークン $IMAGE_METAは、メタデータ
が含まれる最上位ディレクトリを参照するために使用されます。通常、
$IMAGE_METAは前述の 2つのパスのいずれかです。

$IMAGE_META/lost+found パッケージ操作中に移動された、競合するディレクト
リおよびファイルの場所。

$IMAGE_META/publisher パブリッシャーごとに 1つのディレクトリが含まれま
す。各ディレクトリにはパブリッシャー固有のメタ
データが格納されます。

$IMAGE_METAディレクトリ階層内のその他のパスは非公開であり、変更される可能
性があります。

次の属性については、attributes(5)を参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 package/pkg

インタフェースの安定性 不確実

pkg(1)、pkgsend(1)、pkg.depotd(1m)、pkg.sysrepo(1m)、svcs(1)、svcadm(1M)

http://hub.opensolaris.org/bin/view/Project+pkg/

イメージポリ
シー

ファイル

属性

関連項目
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